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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ゼフィーリアの悪魔　　秋田禎信

ミリアンヌの肌　　日日日

リナ＝インバース討伐！　　愛七ひろ

呪術遺跡の偽愛戦争ラブナロク　　初美陽一

冥王ヘルマスターフィブリゾの世界滅ぼし会議　　橘公司

スレイヤーズいんたーみっしょん

リナ＝インバースの記録　　神坂一
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　南方の人たちの、ゼフィーリアの印象っていうのは、どういうものなのだろう。

　間近にカタート山脈を臨み、魔ま族ぞくの研究者も多い。

　魔族というのは、要するにこの世の終わりのことだ。

　終末をもたらすためだけに存在する。

　だからここを、世界の終わりの境界線のように言う人もいる。

　実際、そうなのかもしれない。

　一番最初にすべてが消える場所なのかもしれない。お風ふ呂ろの栓せんが抜ぬけて、渦うず巻まきながら水が吸い出されていくように。

　そんなところであるのに人々は普ふ通つうに暮らしていて、希望を語る人だっているにはいる。

　デモン・スレイヤーが生まれる奇き跡せきを。

　でも、ぼくは信じていない。

　そんなものはどこにもいない。現実くらいはわかる歳としになった。

　十歳だ。世間は子供と言うけれど。これから魔道士を目指すには遅おそいくらいだと、そうも言われた。

　半年ほど前、ぼくは魔道士協会の門を叩たたいて、学校への編入を許された。

　他の生徒たちには、もっと子供の頃ころから英才教育を受けていた子もたくさんいる。

　というより、ぼく以外はみんなそんな子ばかり、と言ったほうが正しいかもしれない。

　あ、忘れてた。ぼくと、もうひとり以外は……が正しい。

「おっはよー！」

　彼女の一声で、教室の空気は一いつ瞬しゆんで固まる。

　がたがたがたっと皆みなが一いつ斉せいに席を立ち、いつでも逃にげられるように身構える。気の弱い女子などは、これだけでもう泣き出すこともある。

　ぼくは気にしない。

　なにもせず、ただ教室の入り口を見やる。

　なので、ぼくのことを度胸のある奴やつと勘かん違ちがいしているクラスメイトもいる。けれど違う。ぼくはただ、みんなより諦あきらめがいいだけだ。

　この終しゆう焉えんの地ゼフィーリアで、悪夢はとっくに受け入れた。

　なにも防げない。彼女が教室に現れることも。そして陽気に挨あい拶さつして、ぼくの隣となりの席にやってくるのも。そして恐おそらく今日もなにかしらの騒そう動どうと破は壊かいをもたらすのを。来きたるべき破は滅めつの日に魔族を防げないのとまったく同じだ。人の小さな幸福は滅ほろびるためにあるのだ。

　リナ＝インバースはぼくより少し遅おくれて、この教室に編入した。

　そしてものの数日で、全員に思い知らせた。真の悪に対して秩ちつ序じよは無力だと。

　平和を乱さずにいられない。罪なき人の慟どう哭こくと嘆なげきを極ごく上じようの糧かてとし、絶望を撒まき散ちらす。そんな存在は魔族だけだと思っていたが、甘かった。

　見た目はただの女の子だ。栗くり色いろの髪かみの、小こ柄がらな女子。目立つ格好をしているわけでもないけれど、声に異様な存在感がある。恐きよう怖ふの申し子、残ざん虐ぎやくの王、想像だけどほぼ間違いなく生きた蛇へびを頭から吞のんだりしてるにちがいな──

　ぱーん！　と、丸めた教科書でぼくの頭を叩いてから。

　リナ悪魔インバースはジト目で言ってきた。

「なんか失礼なこと考えてるでしょ。気配でわかるのよ気配で」

「いや、まったくない」

　ぼくはきっぱり言い切って、彼女を見返した。

「昨日、退学になったんじゃなかったっけ」

「なってないわよ。悪いのはあっちだもん」

「……そうだったかな」

　思い出してみる。

　まだ決して長いと言えない在学期間で彼女がしでかしたことの中でも、昨日の給水塔とう倒とう壊かい初等実験室全損器具保管室水すい没ぼつ事件はかなり深刻度の高い出来事だった。どうして校舎のてっぺんにある給水塔が倒たおれたのかというと、ついに彼女を打だ倒とうしようと屋上に呼び出した有志たちが呪じゆ文もんをかけ損そこない、支柱を吹ふき飛とばしたからだった。なるほど。校内で自警団を気取って覚えたての呪文などを不用意に使った連中は間違いなく処分に値あたいするし、事実彼らは厳重に注意され、謹きん慎しん処分を受けたそうだ。

　ただ、支柱の一本が破損してから給水塔が倒れるまでの、いくらかの猶ゆう予よ時間。

　慌あわてふためいて破壊を食い止めようとした連中の隙すきにつけ込み、全員を屋上から突つき落おとしたのは彼女だった。見習いとはいえまがりなりにも魔道士の卵たち、しかも男子五名を魔道のまの字も知らない彼女が蹴け散ちらしたのは、なんていうのか悪運がいいとしか言いようがない。

　彼女の素養というのもあるが、それはそれでぞっとするほど悪魔的なものだ。

　運動神経が良いというだけではない。思い切りに躊躇ためらいがない。普通ならやらないか諦めるだろうというところに平気で踏ふみ込んでしまう。大体（と、震ふるえ上がって机を抱かかえ、リナやぼくの席からなるべく遠ざかるように移動していくクラスのみんなを眺ながめて）、こうまで恐れられている教室に平然と入ってこられる神経の図太さだ。まったく恐ろしい。ほぼ疑いなく丸めたハムスターをそのまま握にぎりつぶしたりしているにちがいな──

　ぱーん！

　と、ぼくの頭を叩いて。

「また失礼なこと考えてるでしょ」

「だから、まったくない」

　ぼくは首を横に振ふった。

　彼女も同じことを思い出していたのか、席につきながら、ぼんやり昨日のことを口にする。

「にしてもあいつらがへぼなせいでおおごとになっちゃってさー……なーにが『落ちこぼれとの違いを見せてやる』よねえ。当てられるように撃うちなさいっての。それでモノ壊こわしてあたしのせいにされたんじゃ、わり合わないってもんよね」

「君の頭に振動弾ダム・ブラスが当たってたら、わりに合ってたのかな」

　さすがに馬ば鹿かたちでも、同級生を爆ばく散さんさせるつもりまではなかったはずだが……

　この歳でそんな高度な呪文まで体得したというのは、彼らが（馬鹿なのに）才能を認められた特待生だからだ。鼻持ちならない連中だったのは確かなので、この一件についてリナ人でなしインバースを責める生徒というのもそれほどいない。

　ともあれ、ぼくのつっこみは聞き流してリナ非道インバースは話を続けた。髪を搔かき毟むしるようにしながら、多少しっかり悩なやみどころではあるらしい。

「ここまで追い出されたら、もう通える学校一個もなくってさ。そうなると家で、姉ちゃんの家庭教師でしょ……それは……それは避さけたい……」

「お姉さんがいるの？」

「いるわよ」

「君に似てる？」

「さあ。どうだろ」

「人を殺す時は手足の末まつ端たんからじわじわ？」

「ふたつ目の疑問がそれ？」

　リナ邪じや悪あくインバースはまたジトっとした眼まな差ざしを見せてから、そして数秒後。

「……じわじわだと思う」

　答えた。

　回答については納なつ得とくのいくものだったので、ぼくはそのまま話をもどした。

「家庭学習で魔道士になれるの？」

「へ？」

　まったく意表を突かれた顔をした彼女に、ぼくこそ訝いぶかしく思いながら言い直す。

「実験環かん境きようも蔵書もなし、道具も設備もない。不慣れな呪文を庭先で使うような真似まねをしたらそれこそ近所が黙だまってない。衛兵は魔道の規則に口うるさいよ。ましてやシャレコウベの器うつわでなんか赤いもの飲んで茨いばらの玉座的な奇き抜ばつなものに座ってるわけだから」

「最後のがよくわかんないけど……そういんじゃなくて、別にあれよ？　魔道士になんかならないよ？」

「え」

　これにはぼくのほうがすっかり呆あつ気けに取られた。さすがにそれは考えていなかった。

　リナ残虐インバースは当たり前のように断言した。

「言ってなかったっけ。他ほかに行くとこないから仕方なくここ来てるだけよ。魔道士なんて向かないしさー」

「まあ、向いてないよね」

「なんで？」

　自分で言ったくせに人に同意されると引っかかるのか、リナ理り不ふ尽じんインバースがにらみつけてくる。

　複雑に指を絡からめてそれを彼女に向けてから、ぼくは答えた。

「落ち着きがないし喧けん嘩かっ早ぱや過ぎる。そんなんじゃチンピラ相手には勝てても、本当に強いなにかには勝てない。そして、その真に強大ななにかに対たい峙じするのが……魔道士の存在意義だ」

「…………」

　リナ悪党インバースはじっと考え込んだようだったが。

　とりあえず、という顔で訊きいてきた。

「あの。まずひとつさ。その手つき、なに？」

「いや、君がこっち向いたから、破滅の波動に汚お染せんされないよう魔ま除よけのポーズを自作しておいた」

「自作て！　いや、それより波動──あーもー、なんで質問してつっこみどころが増えてくのよ！」

　近づいてきたのでぼくは鞄かばんから血の涙なみだを流した猿さるの像（自作）を取り出し、机の上に並べる。

　彼女はさらに狼狽うろたえた。

「今度はなに、それは!?」

「対邪じや神しんの結界だったらいいな像」

「邪神！　たらいいな！　だからもうっ！　つっこみどころ絞しぼらせなさいよ！」

「父さん母さん……奴が近づいてくる……かぎづめを軋きしらせて……このメモを読んだならぼくのことはもう諦めて……」

「書くな書くなっ！」

　ぼくの走り書きのメモ（遺品）を取り上げて、彼女はわめいた。

「だいたい、あんただってまだ入門したばっかでしょ！」

「うん。でもまあ、ぼくは向いてるから」

「根こん拠きよは！」

「なんて言うのかな……ぼく、性しよう根ねが腐くされてないから……」

「どーゆう意味！　ていうかわりと腐れてるわよ！」

　ひとしきり騒さわいでから、ぜえはあと呼吸を整えて。

　リナ魔将軍ザンニンバースは自分がなにをわめいていたのかよくわからなくなったのか、くらくらと頭を振りながら席にもどっていった。

　しかし目ざとく、そして陰いん湿しつに記き憶おく力の発達した（と思う）彼女である。すぐに話を思い出した。横目で言ってくる。

「だいたい魔道士なんてさ。駄だ目めでしょ。のろまな呪文唱えてる間にブン殴なぐられておしまいな奴らばっかで。呪じゆ力りよく障しよう壁へき？　誰だれが覚えてんのよそんな設定」

「いや、別にいちいち言わなくなっただけで描びよう写しやに矛む盾じゆんがあるわけでもないし……でもたぶん本人に訊いたら『ああ。知らん』って言うほうに賭かけるかな」

「……なんの話してんの？」

「いや、それは正直よくわからないけど」

　ぼくに限らないけれどたまに、自分でもよくわからないことが口をついて出ることがある。それは了りよう承しようして欲しい。まあこれも、誰に言ってるんだか知らないけど。

　彼女はなおもまだなにか言い足りなさそうだったが。

　教室に先生が入ってきたので、話はそこで終わりになった。

　ということで、つまり。

　この破は滅めつの地ゼフィーリアで、ぼくは露ろ骨こつな落ちこぼれの級友と、こんな学校生活をしていた。




　ぼくら、十歳の魔道士見習いが受ける講義というのは、退たい屈くつな基き礎その理論がほとんどだ。

　実じつ践せんというのは滅めつ多たにない。実用的な呪文まで習うのはかなり特とく殊しゆな立場──特待生であったり、近親に魔道士がいて独自のレッスンを受けられるとか、そんなこんなだ。

　講義といっても眠ねむい目をしたおっさんの魔道士が、似たような教科書の内容をえんえん繰くり返かえすばかり。カオスワーズとはなにか。魔とはなにか。世界とは。精せい霊れいとは。そして、魔族とは……そんなのが何年も何年も続く。

　若いうちに入門しなければ大成しない──と言われるのは、そのせいもある。前提として頭に入れないとならない知識は多た岐きにわたる。暗記暗唱しても意味がない。本当に理解できているかいないかについては誤ご魔ま化かしがきかず、カンニングも通じない。はっきりと目に見える形で顕あらわれるからだ。魔道として。

　同じ内容の講義を繰り返され、うんざりだ、そんなの理解したと言い張ったところで、ではやってみせなさいと言われればそれまでなのだ。

　理解できなければ実践には進めない。なるべく若いうちに次に進めなければ、有あり体ていに言って、見込みがない。手品師や曲芸師、あるいは早口言葉を練習したただの人か、そういった人生が待っている。

　一日も早く次の段階へ。教室の誰もが真しん剣けんに、眠たい講義を受けている。この基礎段階でも才覚を示して、簡単な呪文なら組み立ててしまうような生徒も稀まれには現れるという。もっとも、今時はそんな才能持ちは、学校外でも英才教育を受けてスタートラインから違ちがうということのほうが多いようだ。

　ぼけ────────────────────────っと。

　頰ほお杖づえをついて暇ひまそうに天てん井じようを眺ながめている、リナを除いては。

　彼女の授業態度は最悪の下の下だった。ついていけずにふて腐れているんだろうと思っていたけど……いつもやたらと要領よく頭が回るのにそれも不自然だな、と疑問だったので、さっき腑ふに落ちた。そもそも魔道に興味がなかったのだ。

　ぼくは違う。真剣に聞いている。真剣に聞いたうえで、退屈だった。

　あくびを嚙かみ殺ころして、教科書の陰かげに伏ふせて隠かくれる。うちの教室を受け持っている先生、一応魔道士イスタレンはこの基礎理論講義では並ぶ者がいないほど眠ねむ気けを誘さそう絶ぜつ妙みような抑よく揚ようと音程を兼かね備そなえた逸いつ材ざいだった。まさに当代随ずい一いちと言われている。いや本当に言われているらしい。魔道士協会がつけた彼の称しよう号ごうが〝睡ねむりのイスタレン〟だった。

　濃こい群ぐん青じようのローブとマントでもっさりとしているが、顔は瘦やせ型がたで実じつ年ねん齢れいはそう高くないらしい。ただ、年寄りに見られやすい。半分閉じた目と顔色、灰のような白髪しらがのせいだ。彼はゆっくり……かすれそうでいてぎりぎり聞き取れる声こわ音ねでいつもの内容を読み上げる。

「つまり魔道士は……自ら力を作り出せるわけではなく……魔を恃たのむ方法を知る者である……その魔は……根源の存在へと連なる……無と有の混こん沌とん……」

　ごとん。と。

　離はなれた席で誰かが額を机に落っことしたのだろう。誰かわからないが。そちらを向く余よ裕ゆうもない。気が逸それれば自分も危あやうかった。

「あーもう！　いやああああああ！　もういや！　耐たえられない！」

　突とつ如じよとして泣き声をあげ、女生徒のひとりが席を立つ。

「心が……心が死んでいくの……時間が進まない……爪つめを齧かじって耐えに耐えた……全指もう血まみれになった……なのに！　なのに五行しか進んでなかった！　刻ときを……刻を見せてえええ！」

　血だらけになった指先で顔をかきむしって教室を飛び出していった。

　講義が中断して、みんなしばらく互たがいの顔を見合わせる。

　ぼくもちらっとリナのほうを見やったけれど、彼女はまったく気に留めた様子もなく天井を見上げたままだった。

　はあ、と小さなため息。イスタレン先生だ。

「ついに教え子が刻を見にいってしまった……」

「人類の意思の光とか出す前に止めにいったほうがいいんじゃないでしょうか」

　ぼくの提案に、先生はぼんやり答える。

「まあ害はないだろう。ぼくの授業……そんなに眠いかなあ……」

　多少は気にしているようで、傷ついた眼差しで廊ろう下かのほうを見やったが。

　他に誰も言わないようだったので、ぼくが答えた。

「眠いです」

「……え。断言すんの……？」

「言っても無む駄だだとはわかってるんですが、これが誰かのためになると信じて」

「そんなかっこいい感じで？　ええと……みんなもやっぱり眠い……？」

　問われてようやく、みんな口々に言い出す。

「眠いです」

「はい。眠いです」

「眠った後も先生の声を聞く夢を見て、そっちでも眠くなって途と方ほうに暮れます。それで起きれるうちはいいんですが、いつか永遠に起きられなくなるような気がして、最近はお医者に相談しはじめました……」

　わりと深刻げな意見まで出てきて先生は切ない顔を見せていたが。

　黙ってひととおり聞いた後、口を開いた。

「……リナ君は？」

　ざわついていた教室が、ぴたっと静まる。

　これまでリナだけが無言だったのは、みんな察していた。別にふて腐れたとか、すかした態度というわけでもなく、ただ参加せずにいたのだ。いつもなら真っ先になにかしら文句をつけそうな彼女なのだが。

「んー……」

　鼻をかいて、なにやら考えながら。

　リナはつぶやいた。

「だってさ、わざとやってんでしょ？　集中力を測りたくて」

「…………」

「そう思ったら、眠そうにすんのは悔くやしいよね」

「いやあ、それはうがちすぎというものですよ……」

　困り顔で首を振ふる先生に、リナは片目だけ向けて、

「聞いた話なんだけどさ、これって伝統的な魔道士の修しゆ行ぎよう法ほうに則のつとってるんだって」

「まあ……旧きゆう態たい依い然ぜんとも言いますけどね」

「唱えれば即そく使えるような呪じゆ文もんとか簡単なコツを教えたほうが、そりゃ手っ取り早いんだろうけど。『嚙まずに吞のむだけの者は滋じ養ようを得ず』だっけ。知識馬ば鹿かは工く夫ふうを知らないから先達を超こえることがないってさ」

　急にすらすら話し出すものだから、クラスのほとんどは煙けむに巻まかれて困こん惑わくする。

　ぱたぱたと手を振りつつ話を締しめた。

「そんでも手早くそこそこの魔道士を育てたいだけなら、そのほうがいいはずなんだけどさ。このガッコの目的って、違うのよね？」

「それは、そうですね……我々は、あなたたちに、真に力ある魔道士となって欲しい」

　にっこりと笑って、先生は教室を見回す。

　いい話になりかけて、ほっと安あん堵どの気配が訪おとずれるけれど……ぼくはリナの横顔を見ていたから、彼女が手を休めようとしていないのがわかっていた。

「でも、そんなやり方で真に力ある魔道士とやらになれるのは、十年だか百年だかにひとりのレベルよね。だから先生たちがお気に入りの生徒だとか、お金持ちの御おん曹ぞう司しだとかに、そこそこコースのほうを勧すすめるってサイドビジネスができるわけ」

　しん……と。

　完全にみんな、絶句した。

　さすがに先生も笑え顔がおをひきつらせながら、どうにか返事をひねり出す。

「さすがに解かい釈しやくがいびつですよ……」

「でも、事実でしょ？」

「そういう見方ができることも否定しませんよ」

「いま魔ま道どう士しやってる人のほとんどが、そっちのコースじゃん。先生はどうだった？」

　さすがに。

「やめとけよ」

　小声でぼくは囁ささやいた。いくらなんでも言い過ぎだ。

　しかしリナは、今ではまっすぐ先生を見つめている。それこそなにかを測るように。

　先生は寂さびしい様子で目を逸らした。

「意地悪が過ぎますよ、リナ君」

「……そだね。あたしにゃ関係ないことだし」

　そして、突とつ然ぜん。

　ばちんっ！　と壁かべを叩たたくような轟ごう音おんが響ひびいて、ぼくら全員硬こう直ちよくした。

　先生も息を詰つめて後ずさりする。見ると、リナだけは同じ姿勢でじっとしていた。

　なにが起こったわけでもない。音がしただけだ。

　これは……

　まったく疑問の余地はない。リナ＝インバースは呪文も使わず、怒いかりと悪意をついに実体化させたのだ。恐おそるべき邪じや悪あくな意志力。もはや人間ですらなくなった彼女にとって、他人などもう餌えさに過ぎない。恐らくだがナマコくらいなら丸かじりでいっちゃってるにちがいな──

　ぱーん！　と横から頭を叩かれて。

　見やると、リナはジト目で言ってきた。

「隙すきあらば失礼なこと考えてるでしょ」

「まったくない。ただ、ナマコは毒を持ってることもあるそうだから専門家の言うことも聞いておくべきだと」

「なんの話！　ちょっとどいて。外でなんかあったみたいだから」

　リナは席を立つと、ぼくを押しのけて外をのぞいた。

　先生や他の生徒も、窓に集まっている。物音イコールリナの悪あく魔ま合体と思ったのは何故なぜかぼくだけだったようで、確かに言われてみれば音は外から聞こえてきていた。そんなこと、リナの脅きよう威い度に比べたら大したことないと思うんだけど。

　ぼくも一応、彼女について外を見た。二階の窓から学校の庭を見下ろす。すぐに目についたのは校門のあたり、いつも立っている学校の警備兵（学校には貴重品も多いし、名門の子息が通っていたりもするので）が、ぴくぴくと震ふるえながら倒たおれていた。

　やったのは黒いローブ姿の魔道士で、顔はよくわからないけど恰かつ幅ぷくのいい体格からすると中年の男に見えた。子供をひとり連れていて、こっちには見覚えがある。

「あいつ……」

　リナがうめくのが聞こえた。昨日、謹きん慎しんを受けたあの連中のひとりだ。

　魔道士の腕うでには稲いな妻ずまの光がまだまとわりついていた。衛兵を気絶させたのはその術だろう。偉い大だいな精せい霊れいの力……雷撃モノヴオルトの呪文だ。

　実際に発動し、人を倒すような魔道を目にして、教室にはまた違ちがった緊きん張ちようが走る。重い空気と……そして仕方がないけど、憧あこがれと。力を持った魔道士は、武装した衛兵も容易たやすく打ち倒してしまう。

「窓から離れて」

　ぞっとした声音で、静かに。

　先生だった。生徒たちを下がらせるけど、でもみんなの視線はやっぱり外に向いている。

「君たちは、ここにいなさい」

　言ってから教室を出ていく。

　彼が廊下を去っていくのを足音と気配で察して……

　即そく座ざに、リナがつぶやいた。

「よし。行こ」

「どこへ」

　とぼくは訊きいたものの、馬鹿げた質問だった。

　当たり前でしょ、という顔でリナが言う。

「様子見に行くのよ」

「ここにいろって言われただろ」

「だって気になるでしょ。どう見たって、やつあたりに来たんだろうし、あれ」

　そのまま廊下に出て、駆かけ出だしていく。

「待ちなって」

　うっかり、ぼくも追いかけた。

　走りながらリナが振り向く。

「なに。別についてこなくていいよ」

「まあそれはぼくも思うけど。でもいくら君が邪よこしまなる暴力獣じゆう人じんでも、昨日とじゃ相手の桁けたが違うよ。本物の魔道士だ」

「……だからつっこみどころはひとつにしてっての」

「え？」

　意味がわからずに疑ぎ問もんの声をあげると。

　彼女はくるりと前に向き直って、さらに足を速めた。

「あんなもんの、なーにが本物の魔道士よ」

　なんにも恐れていないのが、よくわかった。

　そのことに面めん食くらって、次の言葉を失った。絶句したままついていく。階段を下りて、玄げん関かんから外をうかがう。

　ちょうどイスタレン先生が出ていったところだったので、その後ろをこっそりと通とおり抜ぬけ、庭の茂しげみに隠かくれた。

　校門の警備兵を突とつ破ぱしてきた魔道士は、ゆっくりと庭を通って建物の前まで来ようとしている。イスタレン先生はその少し前に立って、待ち受けていた。誰だれもぼくらのことには気づかなかったようだ。

　学校から出てきた先生はイスタレン先生だけじゃない。もう三人、別の教師が並んで話している。イスタレン先生を責めているようだった。

「あの子はギールドでしょう……あなたのクラスの」

「だから言ったんだ。謹慎処分は重すぎると。注意で十分だったろう」

　口々に言う同どう僚りようにイスタレン先生は目も向けず、静かにつぶやくのがぼくらにもぎりぎり聞こえた。

「……処分は妥だ当とうです。それはあなたがたもわかっているはず」

「でも……！」

「気にしているのは、ギールドが〝暗雲のマカベス〟の息子むすこだってことでしょう」

　その声は、ぼくらだけじゃなく、魔道士──そのマカベスとかいう？　奴やつにも聞こえたようだった。

「ああ。大いに気にすべきであったよ。イスタレン……話をするのは久方ぶりだな。思い知らせてやってからは、話すまでもなく立場を弁わきまえたものと思っていたのに」

　ばっとフードを払はらって顔を見せた。

　落ちくぼんだ目に危あやうい光をのぞかせて、マカベスは背後に隠れているギールドの頭を摑つかんだ。本人としては撫なでたつもりなのかもしれないが、顔の険しさと同じく、手つきも憤ふん懣まんを隠せないようだった。

「息子から聞いて、耳を疑ったよ。問題児の犯罪をかばい立てして、被ひ害がいを受けた息子を罰ばつしたとな。お前たちの指導力には疑問を持っていたが、まさか右左もわからんような判断ミスまでするありさまだとはな」

　他の先生がぐっと下がる中、イスタレン先生だけは名前の通り、眠ねむたげに鈍にぶく、その場にとどまった。

「あれが見えますか？　マカベス」

　と、校舎の屋根を指し示す。

　壊こわれた屋根の、応急修理の跡あとが下からでも見える。

「ギールドと級友たちが、呪じゆ文もんで破は壊かいしたんです。給水塔とうを倒とう壊かいさせるほどの攻こう撃げき呪文を使えるのはギールドだけで、使用者が誰かについては疑問の余地がありません。全員の証言も一いつ致ちしています」

「証言ということであれば、みなが口をそろえて言っていたことを無視したそうだが」

　ずい、とまた一歩進んで、マカベスが凄すごむ。

「素行不良のせいで紛まぎれ込んだガキが、うちのギールドをそそのかして、使いたくもなかった呪文を唱えさせたと。その場に居合わせた者は全員がそう言ったはずだ」

「…………」

　先生が黙だまり込むと、マカベスは腕を一ひと振ふりした。電光が弾はじける。

　光はイスタレン先生の足元を打った。攻撃呪文というほどの威い力りよくじゃない。さっきの呪文の余よ韻いん程度だ。

　次のマカベスの怒ど声せいは、稲妻以上に苛か烈れつだった。

「なのにお前は否定したな！　ギールドが噓うそを言ったと！　証しよう拠こもないのに！　何様のつもりだ！」

「証拠は──」

　イスタレン先生は、言いかけた言葉を吞のみ込んだ。

　首を軽く振って答え直す。

「いえ、客体的に判断したまでです……」

「おおかた、ギールドのような才能のある子供が妬ねたましくて、目の敵かたきにしてるんだろう。ギールドはいずれ魔道士協会の幹部にも名を連ねる。俺と同様にな。お前らなどには永遠に手のとどかない地位にだ。即すなわち──」

「確かにそれはそうでしょうが」

　口を挟はさんだ先生に、マカベスは激げき昂こうした。

「俺の言葉を遮さえぎるなっ！」

　両手を振り上げ、複雑で明めい瞭りような力の言葉、カオスワーズを解き放つ！

　光球が飛び、校舎の屋根に命中した。ちょうど応急修理をしたあたりだ。打ち付けられた板材のみならず、無事だった屋根の大半まで大爆ばく発はつが吹ふき飛ばす。

　今度は火炎球フアイアー・ボールだ。まさに力ある魔道士による、魔道士の力の象しよう徴ちようという炎ほのおだった。茂みに身を伏ふせていても、屋根の上の爆ばく風ふうでさらに打ち据すえられるような。それほどの力だ。

　ついリナにつられて出てきてしまったけれど……ぼくはたちまちに後こう悔かいを感じた。自分で言っておいてわかってなかった。本当に、ぼくらの知っている日常などとは桁が違う話だった。あのマカベス、間ま抜ぬけな親おや馬ば鹿かだとしても、本物の魔道士だ。

　ぞっと身み震ぶるいしたせいで、隣となりにいるリナにぶつかった。彼女がどんな顔をしているか気になって見やると──そこにあったのは予想外の表情だった。

　リナは恐おそれているのでも驚おどろいているのでもなく、顔をしかめ、考え込んでいた。独り言のようにつぶやいてくる。

「……変よね」

「なにが？」

「言われてみればさ。なんであの眠いおっさん、あたしの言ったことのほうを信じたんだろ」

「それ、気にするとこ？」

　わけがわからなくなって、ぼくは早口になった。

「そりゃ、ギールドの話なんて荒こう唐とう無む稽けいだろ。君にそそのかされたなんて」

「あたしの話だって荒唐無稽でしょ。五人相手に立ち回ってぶちのめしたって。普ふ通つう信じない。その場を見てたんでもなければ……」

「そうだけどさ……考えるの今じゃなくてもいいんじゃない？」

　爆風と熱波が通り過ぎて、ようやく静けさがもどってくると、今度は校舎内のパニックが聞こえてきた。大おお騒さわぎになっている。こんな強力な呪文を目まの当たりにするのなんて大半の生徒には初めてだろうから当然だ。

　思い知った。

　恐ろしいのは魔道士が力を持つことだけじゃない。魔道士は、手に入れた力を使えるということが……なにより恐ろしい。

　先生たちも驚いて尻しりもちをついている。イスタレン先生だけが、及および腰ごしながらも持ちこたえていた。

「あの……すみません。お話の邪じや魔まをするつもりは……」

「本当に。本当に気をつけるべきだ。そうだろう？」

　指を向け、マカベスはますます声を尖とがらせる。

　ギールドも一いつ緒しよにふんぞり返っているのかというと、正直引いている様子ではあったけれど。力を見せつけられて魅みせられてもいる。それは、さっきのぼくらと同じだ。

「マカベス」

　手のつけられなくなるぎりぎりの一線で。

　イスタレン先生は魔道士を制止しようとした。

「とにかく落ち着いてください……取り返しのつかないことだけは、どうか」

「お前は既すでに取り返しのつかないことをしたのだ。ギールドの経歴にシミを作った。それも、取るに足らん落ちこぼれのためにだ」

「記録に残るほどの処分では……」

「お前の内ない申しん書しよなど気にするか、ボケが！　そんなものあったとしても俺の一存で訂てい正せいする。お前らのごとき連中に、一度でも口答えされたという記き憶おく、そんなものを残してはいかんのだ。上に立つべき者にはな！」

「なら──」

　その声に、ぼくは心底震え上がった。

　ぱっと右を向く。リナは茂みの中にいなかった。いつの間にか外に出て、マカベスに呼びかけている。

　ポケットに手を突つっ込こんだ、だらしない態度で。さっきも言ったけど彼女の声はとにかく異様な存在感がある。どんな騒ぎの中でも、誰にも無視できない。

「先に、あたしにボロ負けした記憶のほうをそそいだほうが良くない？」

「なんだ、お前は……？」

　すわった目でにらむマカベスに、ギールドが囁ささやく。

「リナ＝インバースだよ……！」

　言いつけたというよりも、警告したようにすら聞こえた。ギールドはすっかりビビって後ずさりしている。

「お前か。しょうもないクズの分際で、ギールドを陥おとしいれた──」

「リナ君！」

　イスタレン先生が、ひっくり返った声こわ音ねで叫さけぶ。

「お前！　また遮って」

　マカベスがまた怒ど鳴なりかかったが──

　いつも眠そうな目も一変して、イスタレン先生が叫び返した。

「黙ってろ！　ええと……リナ君。なにをしているんだ？　こんなところにいちゃいけない……危ないことは決して駄だ目めだ。絶対に」

　おろおろと手を差し出しているんだけど、リナは一いつ顧こだにせず、

「どーすんの？　それとも、せっかくガッコー来たんだから教育されとく？　あんたにゃ特に必要そうだからさ」

　不敵に笑いかけている。ぼくからは背中しか見えてないけど。それでもどう笑っているのかわかるくらい、笑っている。

「このガキ──」

　怒ど張ちようしたマカベスの声は、また遮られた。

　彼が言い終わるのを待たずにリナはポケットから手を出して、握にぎっていたものを投げつけた。砂だ。目つぶしだろう。

　しかし、マカベスはあっさり跳とんでかわす。嘲あざけりの声をあげた。

「ハハハ！　子供の喧けん嘩かか。そんなものにやられるわけが」

　しかししかし。

　マカベスは避さけられたにしても、ギールドはそうでもなかった。マカベスは彼を残して跳び退のいてしまったわけだ。

　取り残されたギールドに、リナは飛びついた。顔面に蹴けりを一発、そして倒たおれたギールドの腕うでを背中にねじり上げ、押し倒す。

「お前！」

　叫ぶマカベスに、リナは嫌いや味みな笑えみを返す。

「なあに？」

　いくら理り不ふ尽じんな馬鹿親で、強力な魔道士でも。我が子もろとも吹き飛ばすような真似まねはできまい。

　だけど……

　ぼくも茂しげみから出た。声を張り上げる。

「リナ！　そんなの、甘く見過ぎだ！」

　魔道士はリナが思うほど使えないものじゃない。稲いな妻ずまや火の玉を投げるだけではないのだ。

　リナは聞いていたけど、ギールドをはなそうとしない。その間にマカベスは呪じゆ文もんを唱え始めている。ぼくにはよくわからないけど。

「眠りスリーピング！」

　押さえつけられ、もがいていたギールドが、ばったりと動かなくなった。そのままいびきをかいて意識を失う。

　リナもだ。地面に転げ落ちた。突き上げていた腕を下ろして……

　突き上げていた？

　彼女の最後の体勢に、奇き妙みようさを感じた。リナはなにをしていたのだろう。ギールドに馬乗りになったまま、マカベスに手を向けていた。

　リナが倒れるのと同時、マカベスも転てん倒とうした。彼も、眠ねむっている。

「…………？」

　なにが起こったのかさっぱり理解できない。マカベスは呪文を返されたかのように、自分も眠ってしまった。

　呆あつ気けに取られていると。イスタレン先生が、信じられないという様子でつぶやくのが聞こえた。

「輪唱した」

「え？」

「子供を人ひと質じちに取れば困難な呪文は唱えてこないと踏ふんで……マカベスが唱えた眠りスリーピングの呪文を、聞いたまま繰くり返かえした。確かにこのくらいの術なら口にするだけで効果はあるけれど……なんて度胸だ」

　乱暴者の魔道士などよりも、リナを見て、イスタレン先生は恐れおののいている。

　すっかり興奮して──、睡ねむりなどという称しよう号ごうも忘れて、先生は話し相手を探して見回し──、同どう僚りようたちがまだ腰を抜ぬかしたままなのを見て、最後にぼくを見つけて語り出した。

「本当に、なんて恐ろしいんだ！　誰だれにできる？　カオスの片へん鱗りんもまだ知らない娘むすめが、集中力と反射神経だけで……そうだ。彼女こそ、そうなんだ……！」

　と、ぼくの顔色を見て、はたと我に返る。

「あ。ええと……いや、すまない。とにかく事態は片付いたね。このマカベスはこちらでなんとかするから、君はリナ君を教室に連れていってくれないか」

　咳せき払ばらいしてそう言った。

「はい……」

　断る理由もない。ぼくはリナを担かつぎ上げて玄げん関かんから運ぼうとした。

　重くはないけど、完全に眠っている人を運ぶのは手間がかかる。扉とびらを開けるのにもたついていると、マカベスの周りで先生たちが囁いているのが、かすかに聞こえた。声をひそめているつもりなのだろうけど、イスタレン先生の興奮は収まっていなくて、みんなつられてトーンが上がっている。

「それで、イスタレン……本当にあんな予言などというものを真に受けるのですか？　魔に禍わざわいをもたらす運命の子だと」

「ええ。今日こそ確信しました」

「異い端たんの考えですよ。魔にとっての禍かというのはそもそも矛む盾じゆんです。解かい釈しやくは分かれる」

「それでも、これは希望です……ただひとつの……」

　話しながら、先生たちの視線がこちらを向く。

　というよりリナを見たのだろうけど。ぼくは聞いていたのを気け取どられないよう、急いで玄関に入っていった。

　まだ眠っているリナに。

　ぼくは囁いた。

「よくわからないけどさ、君、悪あく魔まからすら嫌きらわれる運命っぽいね。まあ、いいこともあるんじゃないかな。たぶん」

　そんなこんなで──




　というような時期の話をですね。神坂さんに、書いてみたらどうすか？　と言い続けてたんですけどね。ここ数年。

　でもぜんぜん書いてくれそうにないので、勝手にやりました。

　なお設定その他はおおむね全部わたしのでたらめなので、ごめんなさい……





ゼフィーリアの悪魔：完






























　岩を引きずるようにして歩いていた。

　険しい山中の道なき道を、ゼルガディス＝グレイワーズは一歩ずつ進むというより登っている。急きゆう勾こう配ばいだ、気を抜ぬいたら転がり落ちる。

　それでどうにかなるほど、軟なん弱じやくではないが。

　静かだ。

　ゼルガディスは元来、無口な男である。

　同どう伴はん者しやもおらず、当然ながら会話もないので山中は深々と静まりかえっている。虫の音や、鳥や獣けものの鳴き声もない。すべてが死に絶えているようだ。

　己おのれの吐はく息や、踏みしめた落ち葉や枯かれ枝えだのたてる音のみがときおり響ひびく。

　舌打ちする。

　本来ならば山道だろうがどこだろうが、無音で移動することが可能だ。己を極限まで鍛きたえ抜いた剣けん士しの足運びは本来、猫ねこよりも優すぐれた狩しゆ猟りよう者のそれだ。

　それなのに。

「はあ──」

　低温に漂ひよう白はくされた吐と息いきを漏もらして、ゼルガディスは外套マントをめくりあげる。鱗うろこじみた岩のこびりついたような肌に無数の亀き裂れつが走り、血がにじんでいる。

　久しぶりに、己の血の色を見た。

　思ったよりは軽傷だ。出血もさほどない。

　ならば先ほどからしている水音は、首からさげた魚籠びくのなかでしている。気になって仕方がなかった、今は逃とう亡ぼう中だ。己の吐息すら追っ手に気づかれないか冷や冷やするのに、この飛沫しぶきの音は……。

「まだ生きているやつがいる」

　魚籠のなかで、元気な魚が跳はねてでもいるのか。

　いかにも見た目の怪あやしいゼルガディスは、店などでの食料の入手が困難だ。万が一、普ふ段だんは頭巾フードで隠かくしている素す顔がおを見られでもしたら騒さわぎにもなる。

　よって木の実をもぎ、野の兎うさぎを狩かり、魚を釣つってそれを食う。

　今日の晩飯にしようとしていた魚が、しぶとく『ここから出せ』と喚わめいているのか。ずいぶん揺ゆらしたのに、その生命力に感心する。

「魚ですら必死に生きる、ならばこの俺も──」

　独りごちながら、可哀かわい想そうだが息の根を止めておくか、と魚籠の蓋ふたを開く。

　あまり跳ねられると、生なま臭ぐさい水が外套マントなどにかかる。これから先、この山中を抜けるまで、ずっと不ふ愉ゆ快かいなにおいにまとわりつかれるのも嫌いやだ。

　ゼルガディスは清潔さと、上品さを愛した。

　醜みにくいもの、臭くさいもの汚きたないもの、不愉快なものを厭いとった。

「……む？」

　苦労して魚籠の蓋を開けて覗のぞきこみ、眉まゆをひそめる。

　先ほどまで跳ね回っていたのだろう魚が不意に動きを止めて、水面から顔を覗かせる。見ていると不安になるような、黒々とした魚の目が、こちらを見み据すえている。

　目と目があって、しばし沈ちん黙もくして──。

「オレ……」

　魚はぱくぱくと口を開き、言語を発した。

　同時にその魚の胸むなびれのある位置から、人間のものらしい腕うでがニュッと生えた。

「オレ、ヌンサ……」

　ゼルガディスは無言でそれを摑つかむと、思いっきり放ほうり捨てた。




　　　　☆　☆　☆




「まったく、ひとのことを勝手に釣りあげたうえに──」

　聞いていると夜眠ねむれなくなるような低音で、ヌンサと名乗った魚（？）は語る。

「いきなり話も聞かずにぶん投げるとは、まるで悪魔のような男だな……？」

「よく言われる」

　素っ気なく応こたえながら、ゼルガディスはちゃっかり己の肩かたに乗って胡座あぐらをかき、どう見ても煙草たばこらしき何かをプカプカとふかしているヌンサを凝ぎよう視しする。

　何だこの生き物は。

　魚人、といわれる種族が存在することは知っている。人間と同等以上の高度な知性をもち、潤じゆん沢たくな魔力も有する。とされているが、基本的に水中に生息しているため人間との交流も浅く、研究もほとんどされていない。謎なぞのおおい、摩ま訶か不ふ思し議ぎな生き物ではある。

　なぜそんなものが、てきとうな山中の川に垂らした釣り糸にかかったのか。

　なぜ、自分と関かかわってくるのか。

「どうした……？」

　ヌンサはぎょろりと黒目を動かして、くちびるを歪ゆがめる。

「雄おすに見つめられて喜ぶ趣しゆ味みはないが、まぁそれも仕方がないか──」

　オレは魚人のなかでは特別に美形と評判だったからな、と嘯うそぶいて。

「キスぐらいなら、してもいいぞ……？」

　ゼルガディスは本能に身をゆだねて、ヌンサを鷲わし摑づかみにして全力で放り捨てた。人間には、何を引き替かえにしてでも優先して行わねばならぬことがある。俺もまた人間だ、とゼルガディスは思った。このような、邪妖精ブロウ・デーモンと岩石人間ゴーレムが合成された今となっても。

　吹ふっ飛んでいったヌンサは鮮あざやかに宙で一回転すると、力学を無視してＵターンして戻もどってくる。弾だん丸がんの速度で飛ひ翔しようし、再びゼルガディスの肩で踏ふん反ぞり返った。

　魔ま術じゆつ──浮遊レビテーシヨンか。いや速度からいって、翔封界レイ・ウイングか。

　それとも人類のまだ知らぬ、魚人特有の魔術あるいは技能なのか。

「あまり、無む駄だに魔力を使わせるな……」

　こっちの台詞せりふだこの魚類が無駄に体力を浪ろう費ひさせるな何で空飛ぶんだ気色悪い──とゼルガディスは思ったが、口にはしなかった。元来、無口な男なのだ。

　それに余計なことを言って、同じような遣やり取とりを繰くり返しても疲つかれるだけだ。今は余よ裕ゆうがない、血を流しすぎた。脂あぶら汗あせがにじんでくる。

　不幸はつづくものだというが、さすがに過か酷こくな半生をおくった己も心が折れそうだ。

「俺は呪のろわれているのか」

　ぼやくと、ヌンサが何を考えてるのかわからぬ「ぬぼぉっ」とした表情で問うてきた。

「その肌のことを、言っているのか……？」

「おまえのことを言っているんだ」

　と怒ど鳴なりつけてやりたかったが、この魚類ともう会話を重ねたくない。

　いつものように、簡潔に応える。

「白魔法、薬学、とくに肌にまつわる研究に特化した町があると聞く」

　己の旅の目的を、語る。

「そこを目指しているが、正体不明の魔物に襲おそわれた。全身が白い岩のようなものに覆おおわれた、土人形ゴーレムに見えたが……。異常な硬こう度どだった、刃は物ものも通さぬ俺の肌に亀裂をいれた」

　この地域はあまり開発されておらず、魔物もおおいが、さほど危険はないはずだった。魔物の分布から考えて、ゼルガディスの手に余るようなものは生息していない。

　あれは何だったのだろう。見たこともない造形だった。個々で特異な見た目を有する純魔族かとも思ったが、それにしては知性のようなものを感じなかった。

　それに、動物特有の生々しさ、気配を有していた。仮に受肉するだけの精神生命体──純魔族とはちがう。この世界で、肉を有する生き物として暮らしてきたにおいがした。

　新種か。どこかの魔術師が戯たわむれにつくった実験的な土人形ゴーレムが逃にげて暴走していたのか。まぁいい、どうせ二度と遭そう遇ぐうすまい──とゼルガディスは考えるのをやめる。

　それよりも。

「なぜ、まとわりついてくる」

　肩の上に乗ったままの、変な生き物が気になる。

「進行方向が同じだ、それにオレは見てのとおり衰すい弱じやくしている……」

　魚人の体調など見てわかるものか。とゼルガディスは思ったが、以下略。

「休息が必要だろう、お互たがいに……」

　気安くゼルガディスの頭を背もたれにして、ヌンサは不気味に笑った。

「休める場所のあてがある、そこまで案内しよう……」

　魚人が顎あごをしゃくるような仕草をして、ゼルガディスは促うながされるままそちらを見る。

　登りつづけて、もうじき山頂である。

　ほぼ隙すき間まなく視界を埋うめ尽つくしていたねじくれ曲がった樹木の向こうに、拓ひらけた空間があるようだ。木々の狭はざ間まから、整地された地面と、畑らしきものが見える。

　年季の入った、建築物も。

　──こんな山の上に、人家だと？

　疑問には思ったが、もはや何を見ても驚おどろかない自信がある。

　疲ひ労ろう感かんも出血による眠ねむ気けも限界だ、ゼルガディスは否いや応おうもなくそちらへ向かう。

　山頂で、何と出で逢あうかも知らないで。




　　　　☆　☆　☆




　夕ゆう陽ひが、すべてを血の色に染めている。

　山上にある平べったい土地だ。細かい特とく殊しゆな砂を水で固めでもしたらしい、つるつるとした白い素材で大地が覆われている。それを平方形にくりぬくようにして露ろ出しゆつした生の土は耕されて、野菜や小麦などが栽さい培ばいされている──畑として活用されている。

　奇き妙みような景観だ。つくりものの、玩具おもちやのようだ。山頂に不可解に存在するその空間の奥には、煉れん瓦がでつくられた愛らしい一いつ軒けん家やがある。料理をしているのか、湯でも沸わかしているのか、煙えん突とつから濛もう々もうと白い煙けむりがあがっている。

「また動物を拾ったな……」

　突つっ立って呆ぼう然ぜんとしていたゼルガディスの肩で、ヌンサが苦く笑しようする。言われてみて初めて気づいたが、とくに奥にある家屋のそばを中心にして、無数の動物がいる。猫。犬。馬。驢ろ馬ば。豚ぶた。羊……。家か畜ちくばかりだ。牧場のようだった。

　そのわりにどの動物も放し飼いにされており、吞のん気きにごろ寝ねをしていたり、追いかけっこをしている。動物たちの楽園のようだ、厳しく管理される家畜──という感じでもない。

　人間はひとりもいない。

　魔物もいないようだ。あの白い土人形ゴーレム──のようなものが万が一にでも出現したら、とりあえず投げつけようと思っていたヌンサからそっと手を遠ざける。

　ヌンサは「？」と不思議そうにしてから、信じられない大声をあげる。

「おおおぉい、ミリアンヌぅううう──」

　うるさくて顔をしかめ、ゼルガディスが文句を言おうとして口を開いた瞬しゆん間かん。

　遠くに見える煉瓦の家の扉とびらが軋きしみながら開いて、何者かが顔を覗かせる。

　女だ。

　遠目なのと、夕日も沈しずみかけており暗くて──細部は判然としない。小こ綺ぎ麗れいな身なりの、若い女のようだった。遠目からでもわかる、優美な肢し体たい。ちいさくて整った頭部。どうにも、つくりもののようだ。人形じみている。

　ミリアンヌというらしいその女は、身につけたエプロンにまとわりついてくる大型犬を困ったようにあやしながら、近づいてくる。

　ゼルガディスは「はっ」として、思わず頭巾フードで顔を隠かくそうとした。

　女は苦手だ。この素顔を見ると、悲鳴をあげる。

「ヌンサさん」

　呼びかけながらミリアンヌは、なぜか同じように顔を隠すみたいな仕草をして──。

「……そちらは、お客さまでしょうか？」

　ようやくはっきり見える位置まで、ゆっくりゆっくり歩んできた。

　ミリアンヌは腕といわず、足といわず首といわず──本来ならば肌はだが晒さらされているはずの箇か所しよが、顔面までも包帯でぐるぐる巻きだった。




　　　　☆　☆　☆




　愛らしい外観とは裏腹に、室内は混こん沌とんとしている。

　清せい掃そうを怠おこたって汚らしく雑然としているというよりは、部屋の面積に比べてものがおおすぎる。何かの木の根。黒焼きにされた爬は虫ちゆう類るい。奇妙な色をした液体で満たされた瓶びん。種類ごとに並べられた獣けものの骨。服ふく飾しよく品づくりに用いるのかと思うほど大量の、虫の死し骸がい……。

　部屋のあちこちに設けられた作業机だけでなく、壁かべにも雑多にいろんなものが貼はりつけられている。天てん井じようからも干し肉や燻いぶされた葉っぱなどが吊つるされていて、足の踏み場どころか身動きをとる空間すらほとんどない。

　──ここはあの女の、ミリアンヌの脳内だ。

　人面のような異様な空くう洞どうのある根菜をかきわけ、比ひ較かく的てき、整理されている机の前に案内される。椅い子すの上に猫ねこが丸まっており、押しのけて座っていいものか迷う。

「散らかっていてすみません」

　ミリアンヌというらしい全身を包帯で覆った女が──気き恥はずかしそうに、猫をひょいと抱だきあげる。優やさしく床ゆかにおろしてやって、鍋なべのかけられた竈かまどの前に立つ。

　お玉と菜さい箸ばしを手にして、鍋を火にかけ何かを煮に始める。

「本来なら、お客さまをお招きできるような状態ではないのですが──」

「白魔法か」

　ゼルガディスはとくに気にせずに、目の前に粉薬のように積まれた粒りゆう子し状の宝石を吐と息いきで吹き飛ばさぬよう、短くそう言った。

　白魔法とはゼルガディスの得意とする精せい霊れい魔法などとは異なる魔術体系で、主に神しん殿でんの神官などが専門としており、治ち療りようや解かい呪じゆ・解げ毒どくなどに特化している。

　悪用も可能だし、派手な攻こう撃げき魔法などとちがって一いつ般ぱん的な生活に寄り添そう医い療りよう技術ともいえる──神殿などが徹てつ底ていして管理し、あまり市し井せいに出回っていない魔術のはずだが。

　どうもミリアンヌという女は、独学でその研究をしている。あちこちで束になっている書きかけの羊皮紙などを見て、そう判断して問うたのだが。

　聞こえなかったのか、ミリアンヌは素知らぬ顔で鍋を搔かき混ぜてから、こちらに歩み寄ってくる。

「手当ていたしましょうか？」

　しゃがみこみ、ゼルガディスの腹部をそっと覗のぞきこんでいる。

　いまだ亀き裂れつが走り、出血した肌を。

「それには及およばん。寝ていれば治る」

「やせ我が慢まんをする……」

　ぼやいたのは、風景の一部と化していたヌンサだ。彼は（魚人の性別はわかりづらいが、『彼』だろうたぶん）棚たなに置かれた水すい槽そうのなかで、優ゆう雅がに平泳ぎをしている。魚の泳ぎかたにしては不自然だが、この生き物について考えても仕方がない。

「治療は不要だが、あのままでは野垂れ死んでいたかもしれない」

　いちおう、ゼルガディスは礼を述べておく。

「感謝する。不ぶ躾しつけだが、すこし休ませてほしい。あんたに迷めい惑わくはかけない、傷が癒いえたらすぐに出て行く」

「迷惑だなんてことは──」

　ミリアンヌは残念そうにこちらの腹部を一ひと撫なでしてから、鍋のもとに戻もどる。鶏とり肉にくや野菜を煮込んだシチューと、小麦のパンをいれたバスケットを運んできた。

「食事ぐらいは、振ふる舞まっても構いませんか？」

「有り難がたい」

　そういえば今日は、まだ食事をとっていない。腹の虫が鳴る。やや赤面してから、目の前に並べられた料理に手を伸のばそうとして、ふとミリアンヌを見た。

「動物はよく拾いますが、人間のお世話は初めてなので。不作法がありましたら──」

　彼女は甲か斐い甲が斐いしく、見も知らぬ旅人に──ゼルガディスのために茶を煎いれている。

「……わたしを見ていると、食欲が失うせますか？」

「食べていいのか」

　すこし困ったように後ずさったミリアンヌに、許可をもらって、ゼルガディスは「がつがつ」と食った。旅暮らしでは、食えるときに食わなければ立ちゆかない。

　たいへん美味だった。

　しばし夢中で味わった。

　人ひと心地ごこちつくと、腹部の痛みをあらためて実感する。普ふ段だん、傷を負うこともほとんどないためか──あまり痛みに慣れていない。懐なつかしくも、心が擦すり減る感覚だ。

「品位のあるかたに見えましたが、食べかたは子供っぽいのですね」

　ミリアンヌは面おも白しろそうにこちらを眺ながめていたが、換かん気きのためにか窓を開けた。

「それとも、わたしが思ってるほど齢よわいを重ねておられない？」

「あんたこそ──」

　何歳なんだ。独りで暮らしているのか。なぜこんな山の上で。聞きたいことは諸もろ々もろあったが、その前に窓の向こうの景色に目を奪うばわれた。

　山頂だ、眺めがいい。

　遠景だが、山の麓ふもとに町が見える。華か麗れいな町並みだ。どういう素材なのだろうか──この山頂で見かけたあの畑を取り囲んだ白い大地と同じ、つるりとした建築物が均等に並んでいる。砂糖菓が子しでつくられたような、純白の町だ。

　ゼルガディスは、美を愛する。

「綺き麗れいだな」

　思わずつぶやくと、ミリアンヌは窓まど際ぎわからそっと逃にげるように離はなれる。

　うつくしいものから、遠ざかるように。光に照らされ、己おのれの包帯だらけの身体からだがよく見えてしまわないように。

「近くから見ると、そうでもありませんよ。わたしと、女と同じですね」

　それは男もそうだ。

　人間はそうだ。この世界は──。

　それにあんたは自分で思っているほど、醜みにくくも汚けがらわしくもない。

　ゼルガディスはそう言いたかったが、口いっぱいに食べものを頰ほお張ばっていたので声をだせなかった。美を語れる面相でもない。

　黙もく々もくと、与あたえられた食事を胃い袋ぶくろに流しこむ。

　元来、無口な男なのだ。




　　　　☆　☆　☆




　しばしミリアンヌの厄やつ介かいになり、逗とう留りゆうした。

　宿しゆく泊はく費などを支し払はらうと申し出たのだが、ミリアンヌは頑がんとして受け取らなかった。潔けつ癖ぺきで、心根の優しい女だった。すこし浮うき世よ離ばなれしているともいえる。

　女ひとりの自宅に、どこの馬の骨ともわからぬ男を泊とめて──。

　ゼルガディスの素す顔がおや、岩がこびりついたような肌を見ても嫌けん悪お感かんすら浮かべずに、献けん身しん的に尽つくしてくれた。

　彼女の白しろ魔ま法ほうの腕うで前まえは、感心するほどであった。治療手段を独どく占せんしているために踏ふん反ぞり返って多額の報ほう酬しゆうを得て、腕前は二流三流という魔道士もおおいのに。治療の効き目ひとつとっても桁けた外はずれで、ゼルガディスの傷は程ほどなく完治した。

　もともと、軽傷ではあったのだ。

　だが旅暮らしの疲つかれもあり、一日、二日とずるずると居座っているうちに別れを切りだしにくくなり──ずいぶん、長く世話になってしまっている。

　ミリアンヌも引き留めてくる。治り立ては傷が開きやすい、という心配もあったのだろうが、人ひと恋こいしかったのだろう。こんな山頂で、女ひとりで暮らしているのだ。

　だが、これ以上はいけない。あまり優しくされると、心のなかに巣食った憎ぞう悪おが浄じよう化かされるようだ。何のために生きているのか、忘れてはいけないはずなのに。

　山頂はあまりにも平和で、安らかで──。

　鈍なまった刃は物ものでは、何も切れまい。

　ゼルガディスはすぐにでも出立するつもりで、旅たび支じ度たくを調ととのえておいた。

　今日はもう暗い。明日あすにでもなったら……。

　星が瞬またたき始めた夜空を、ゼルガディスは見上げる。

　ミリアンヌの自宅、その屋根の上だ。高いところが好きだ。己は浮遊レビテーシヨンでひとっ飛びだったが、こちらはどうやって登ったものか──猫がたくさん、丸まっている。

　その群れの一いつ匹ぴきとなって、己が人間であることも忘れて、星を見た。

　散歩なのか何なのか、魚人ヌンサがくるくる回転しながら舞っているのが見えたので、そちらから目を逸そらして身を起こす。

「…………」

　高い位置から見るとすこし不自然なぐらいにきちんと区分された畑、そのひとつをミリアンヌが手入れしている。こんな日の沈しずんだ時刻に。勤勉なものだ。

　畑仕事など土人形ゴーレムにでもやらせればいいのに、とゼルガディスは不調法ゆえに思うが。繊せん細さいな作業もあるのだろうし、土いじりが楽しいのかもしれない。

　──こんな生活もあったかもしれない。

　人目を避さけて、山奥にこもり、動物たちと暮らす。

　田畑を耕して……。

「ゼルガディスさん」

　ミリアンヌが顔をあげて、こちらに届くようにとやや大声をだした。

「安静にしていないと、治るものも治りませんよ」

「もう治った」

　と地上にいるミリアンヌに聞こえる声を張りあげるのも億おつ劫くうで、ゼルガディスは手を挙げて応こたえる。餌えさをくれると思ったのか、屋根に寝ねそべっていた猫がみゃあみゃあと集まってくる。

　馴なれ馴なれしく、頭のうえや背中に乗ってくるものもいる。

　珍ちん奇きな有様になったゼルガディスを、この山頂の主ミリアンヌは微笑ほほえましそうに見ている。

　すこしだけ、寂さびしそうでもあったが──。

「いつごろ発たたれるのですか？」

「邪じや魔まなようなら、今すぐにでも」

　そのようなことは決して、とミリアンヌは首を振る。声は届いていないはずだが、気持ちは伝わるのだろうか。ゼルガディスはこの包帯で肌はだを隠かくし、何かから逃のがれるように暮らしている女に、ほのかな共感をおぼえ始めていた。

　ともに暮らせば、気心も知れる。

　強くなるため剣けんの道を究きわめんとし、その後も旅暮らしだったゼルガディスにとって──こんな山頂に腰こしを据すえて日々、畑を耕して暮らす彼女のすべてが興味深い。

　料理の仕方ひとつとっても。野菜の種類ひとつとっても。魔術の話題も弾はずみ、いろんな変化アレンジや新たな技法もいくつか教わった。

　与えてもらってばかりだ。

「手伝おうか？」

　ミリアンヌが畑から突つきだした切り株に苦く慮りよしているのを見て、そう声をかける。梃て子こでも動かぬ切り株も、ゼルガディスならばすぐに掘ほり返せる。だが女の細腕では難なん儀ぎするだろう、ミリアンヌはしきりに汗あせを拭ぬぐっている。

　包帯がずれて、星ほし屑くずを集めたような白金色プラチナの髪かみが零こぼれる。

　それを恥はじるように、ミリアンヌは項うな垂だれる。

　その姿は弱々しく、いじらしくて──。

　なのに彼女は、意固地に首をふる。

「お手を煩わずらわせるわけには」

「振動弾ダム・ブラスなら一発だ」

「畑まで吹ふき飛んでしまいます」

　ミリアンヌはか細く、けれど清せい冽れつに言った。

「ゆっくり丁てい寧ねいに、やるしかないこともあります」

　そうか、とゼルガディスは浮かせかけていた腰をまた屋根のへりに戻して、座りこむ。その肩かたに宙を不自然に浮ふ遊ゆうしていたヌンサが、のっそりと腰こし掛かけた。

　先日より、すこし身体がおおきくなっている気がする。

「気の利きかない男だな……」

「手助けは不要と言われた」

「無言で寄り添そい、支えてやるのが男というものだ……」

「邪魔になるだけだ。不器用だからな。それに、『雄おす』が『男』を語るな」

　細かい男だな、とヌンサは嫌いやそうな顔をする。

「あれはおまえが思っている以上に、寂しい女だ……」

　ヌンサは独特な低音で、語る。

　ミリアンヌは魔道士の家系に生まれた才女だ。親の代からこの山頂で暮らし、用があれば麓の町まで降りて薬を処方し、治ち療りようを施ほどこす。そんな生活をしていたらしい。

　山頂に居を構えているのは薬や白魔法の材料となる薬草などの採取に、便利だかららしい。山上の魔女、といえば町では有名なようだ。

　そんな暮らしをする魔道士も、すくなくはない。人里離れたところで、魔術の研究に没ぼつ頭とうする。内向的な、心優やさしき魔女……。

　魔術師協会にもきちんと所属していたが──あの町の協会員は悪あく辣らつな性質らしく、治療の上前を撥はねていたそうだ。

　ゆえに質素な、貧びん乏ぼう暮ぐらし。

　それでも文句も言わずに、ミリアンヌはそれが当たり前だと思って生きてきた。母親が亡なくなるまではその補ほ佐さを、代だい替がわりをしてからは自ら、町の人々の治療を請うけ負おった。

　不幸だったのは、町が富貴であったこと。

　この地域でしか採取できぬ貴金属があり、それを服ふく飾しよく品などに加工して取引し、莫ばく大だいな儲もうけを得ていた。町の領主は富み、立派な白はく亜あの宮きゆう殿でんを建てたほどだとか。

　その領主が、ミリアンヌを見み初そめた。

　彼女のもうひとつの不幸は、誰だれよりもうつくしかったことだ。

　山で暮らすミリアンヌは己の美に無自覚で、素顔を隠すこともなく町を歩いた。そんな彼女にお忍しのびで遊んでいた領主が目をとめて、熱ねつ烈れつにいれあげた。

　領主はミリアンヌの気を引くために、豪ごう華かな屋や敷しきを町に用意しそこで暮らせと口説き、様々な高価な贈おくりものをしてきた。それだけなら、おとぎ話のような恋こい物もの語がたりとして幸せな結末を迎むかえることもあったかもしれないが。

　領主には妻も、子もいた。

　抜ぬけているが善良な領主で、町の人々からの信望も厚かった。

　ミリアンヌは妖あやしげな魔術で彼を誑たぶらかした、魔女と呼ばれた。町の特産品である麗うるわしい衣い装しようで着き飾かざった女たちが、口さがない噂うわさ話ばなしをばらまいた。嫉しつ妬とから。悪意から。あるいは無む邪じや気きな、ちょっとした雑談のついでに……。

　その風評は瞬くうちに、町中に広がり、ついに領主の奥方の耳に入るに至って──すべては潰ついえた。

　可哀かわい想そうな、世間知らずのミリアンヌは領主からの贈りものも受け取らずに、その価値もわからずに、ずっと献身的に町の人々を癒いやしていたのに。

　ある日、治療を依い頼らいされて町外れの小屋に呼びだされて。

　火をつけられ、焼かれた。

　──売女ばいたと。

　魔女と呼ばれて。

「命からがら逃にげ延びたものの、ひどい迫はく害がいはつづいている──」

　ヌンサは、憐あわれむように遠くを見た。

「町の人間には、白魔法などによる治療が必要だ。ミリアンヌも他ほかに生きかたを知らない、町とこの山頂の小屋を行き来しながら、細々とした交流はあるが……」

　最後に、吐と息いきの混じったような濁にごった声こわ音ねでぼやいた。

「ミリアンヌは孤こ独どくだ、魔物のように遠ざけられている……」

　俺と同じようにか、とゼルガディスは言えなかった。

　自分は己の愚おろかさから、人の道を外れた。だが彼女は、ミリアンヌはどんな罪を犯おかしたというのだろうか。優しく孤独なミリアンヌは、まだ切り株と格かく闘とうしている。

　せめて。

　ゼルガディスは浮遊レビテーシヨンで地上に舞まい降り、そっとミリアンヌに寄り添った。

　どんな言葉をかけていいかも、わからない。

　元来、口べたな男なのだ。

「やはり手伝おう」

　切り株を抱だくようにして、ちからをこめる。土が落ち、根っこが露ろ出しゆつし始める。ゼルガディスは剛ごう力りきだ、だから独りでも生きてこれた。

　ミリアンヌは……。

「では、お好きに」

　すこしだけ嬉うれしそうに、そんなゼルガディスを眺ながめている。

　包帯でぐるぐる巻きにされた白い魔女は、これまで幾いく多たの命を救ってきただろうに。

　生まれて初めて、誰かの厚意に触ふれたみたいだった。




　　　　☆　☆　☆




　その日の深夜である。

　家か畜ちく小屋で、ゼルガディスは目覚めた。

　ミリアンヌは自宅の寝しん台だいを提供してくれようとしたのだが、さすがに家主の寝ね床どこを奪うばうのは気が咎とがめる。旅暮らしで慣れている、野宿より屋根があるぶんましだ、と言い張ってここで寝ね泊とまりさせてもらっている。

　煉れん瓦がづくりの家屋の裏手にある、家畜小屋だ。やたら動物がいる山頂で、とくに身体からだのおおきなものはここで寝る。数週間の付きあいだったが、それなりに気心の知れた馬や羊の背をひとしきり撫なでてから、ゼルガディスは出口へと向かう。

　片刃剣ブロード・ソードを鞘さやから抜き、家畜小屋の隙すき間まから差しこむ月光に輝かがやかせる。

　よく研とがれている。切れ味も鈍にぶってはおるまい。

　それを確かめ、鞘に戻もどすと腰に吊つるした。

　どこへ行くの、とつぶらな目つきで馬が見てきたので、「しぃっ」とくちびるに指を添えて黙だまらせる。騒さわがれては困る。

　よしよしと馬のたてがみを撫でてから、屋外にでた。

　静かだ。

　それでも数週間は、賑にぎやかさのなかにいた。その音が冷たく乾かわいた、硬かたいゼルガディスの肌のなかに反はん響きようしている。それを嚙かみしめるようにして、踏ふみだした。

　かるく柔じゆう軟なん運動をして、身体の動きを確かめる。こちらも、さほど鈍ってはいない。

　傷も完治している。痛みも、出血もない。

　ならばもう、ここに居座る理由もない。

「…………」

　最後に世話になったミリアンヌに挨あい拶さつをすべきかどうか、しばし迷ってから──施せ錠じようもされていない煉瓦づくりの家屋の扉とびらを、そっと開いた。

　煌こう々こうと明るい。

　洋燈ランプの輝きが照らす、室内。作業机のひとつに、ミリアンヌが突っ伏ぷしている。書きものの途と中ちゆうで眠ねむってしまったらしく、片手に羽根ペンを握にぎりしめたままだ。

　寒い季節だ。か細く震ふるえる彼女をぬくめるように、よく見かける大型犬だか狼おおかみだかが寄り添っている。こちらは起きているらしく、ゼルガディスを見て低く唸うなった。

「何もしない。最後に挨拶をと、思っただけだ──」

　犬にそう言ってから、ふと棚たなの上の水すい槽そうを見た。ヌンサは水面に仰あお向むけになって、浮うかんでいる。死んでいるのかとも思ったが、よくわからない。どうでもいいし。

「ヌンサ」

　両目を開けているので起きているのか、と考えて呼びかけたが反応がない。

　寝ているようだ。魚類は目を開けて、寝る。ヌンサもそうなのだろうか──そんな比ひ較かく的てきどうでもいいことを考えつつ、音をたてずに猫ねこのように歩いた。

　ミリアンヌの寝床から毛布を拾い、座ったまま寝ている彼女の肩にかけてやる。

　深々と冷える季節だ。

　風邪かぜをひいてしまうのは、忍びない。

　ゼルガディスはミリアンヌが食べ残したらしいパンを、そっと拾って口にくわえる。小腹を満たして、出発しよう。すこし、長居しすぎた。

　食事代、宿しゆく泊はく代ぐらい支し払はらおうかと、金貨などが入った革かわ袋ぶくろを取りだして。

　すこし考えてから、やめる。女の誇ほこりを台無しにする行こう為いだ。

「ありがとう、優しいひと」

　ミリアンヌの寝顔にそう告げると、ゼルガディスは凍いてつく風が吹く屋外へと歩を進める。そっと扉を閉めて、前を見た。

　ここからは独りだ。

　ずっとそうだったのに、なぜだか今こ宵よいはすこし寂さびしい。




　　　　☆　☆　☆




『美容と服飾品の町ピンクス・シティへようこそ！』

　という看板の文字がほとんど判読できないほど、暗い。月も星も雲に覆おおい隠かくされ、闇やみがわだかまっている。明かりのついた人家も、ひとつも見当たらない。洋燈ランプをさげて歩くものの姿も、皆かい無むだ。

　すでに滅ほろびた町のようだ。

　浮遊レビテーシヨンで降り立ったゼルガディスは、周囲を見回して顔をしかめる。陰いん気きな町だ。あのミリアンヌが動物たちと暮らす山頂のほうが、まだ賑やかだったほどだ。

　何の気配もしない。

　音も、ない。

「…………」

　整然と並ぶ白くてつるりとした素材の建築物の隙間を、ゼルガディスはひっそりと歩いた。深夜だ、誰もが寝静まっている──ような感じでもない。しわぶきひとつも聞こえてこない、酒場らしきものを見つけたが人っ子ひとりいない。

　不自然だ。

　背筋に、ぞわぞわとした寒気が這はいあがる。

　流行はやり病やまいでも発生して住民が全ぜん滅めつした、あるいは魔物にでも襲おそわれて老ろう若にやく男なん女によを問わずに食われるか逃げたかしたのか──それにしては、屍し体たいのひとつもない。腐ふ臭しゆうもない。この町の人々は、忽こつ然ぜんと空気にとろけるようにして消えてしまったのか？

　美容と服飾品の町、それは実際そうだったのだろう。目につく店てん舗ぽもほとんどがそれらを扱あつかう、女性が好みそうな小こ綺ぎ麗れいな外観だ。みょうに生々しい人形が愛らしい衣装を着せられ、展示のための硝子シヨーウインドウの向こうで愛想笑いを浮かべている。

　店のひとつに踏みこんだ。

　せめて肌はだに関する資料や薬品でもないものかと、探たん索さくする。そのためにこの町を目指した、長い道のりを歩いてきたのだ。岩のこびりついたような己おのれの肌を、すこしでも真っ当な人間のものに近づけるために。

　優やさしいひとの、ぬくもりを振ふり切って。

　たった独りで、凍てつくような夜に。

「明かりライテイングよ」

　呪じゆ文もんを唱えて、抜いた片刃剣ブロード・ソードの先に照明を灯ともす。

　それを、店内をぐるりと搔かき混ぜるようにして動かした。

　やはり誰だれもいない。とくに商品などが荒あらされている様子もない、なのに防犯もされておらず出入り口も開けっ放しだった。生き物のみが、最初から存在しなかったみたいに消え失うせている。

　店員が接客するためのカウンターに歩み寄り、そこに紙束が積まれていたので手に取った。ずいぶん埃ほこりが溜たまっている、そっと息を吹ふきかける。

　揺ゆれる明かりライテイングの輝きのもとで、ゼルガディスは目を凝こらす。

　その内容を、精査する。

　新聞記事や販はん促そくのためのチラシ。この町のみで流通していたのだろう雑誌。店の売り上げなどが記き載さいされた帳ちよう簿ぼ。それらを、丹たん念ねんに読みこむ。

「どういうことだ……？」

　ゼルガディスは思わず、独り言を漏もらした。

　この町は噂うわさどおり、そして自ら看板などで謳うたうとおりの美容と服ふく飾しよく品の町だったようだ。遠い町からも客が訪おとずれ、こぞって商品を買っていた……。帳簿に記された売り上げに、それは顕けん著ちよだ。たいそう儲もうかっていたらしい、とくに化け粧しよう品ひんのたぐいが大人気だ。

　誰もが美肌に。

　どんな王おう侯こう貴族も、魔ま物ものですら振り向くような美び貌ぼうを。

　美を愛する貴女あなたへ。

　これで誰でもお姫ひめさま。

　景気のいい煽あおり文句が乱らん舞ぶするみたいに、チラシや雑誌に溢あふれている。どこにも破は滅めつの兆候はない、死に絶えたような町の現状とおおきく乖かい離りしている。

「誰もが美肌に、か──」

　興味をおぼえて、チラシに記された化粧品がどこかにないか、探してみる。ゼルガディスの肌は岩石人間ゴーレムと合成されたがゆえに常人とかけ離はなれた、ふつうの化粧品などでどうにかなるものでもないが──そう見える程度に、隠すぐらいのことは。

　化粧など、女め々めしいけれど。

　顔を隠さずに堂々と胸を張って生きられるならば、背に腹は代えられない。

「一いつ般ぱん人を装よそおって、俺はどうしたい」

　自問自答する。

　顔を化粧で彩いろどっても、この身体に合成された岩石人間ゴーレムと邪妖精ブロウ・デーモンが消えるわけではない。人間のふりをするだけ。化けるだけだ。それは魔物とどうちがう。

　そうして己を偽いつわって、得られるものは何なのか。

　誰かと囲む和なごやかな食しよく卓たくか、笑え顔がおか、肌のぬくもりか──。

　愛情だろうか。

　それは、こんな陰いん々いん滅々とした町を彷徨さまよわなくても。

　あの山頂に、あったのに。

　それを振り払はらってきたのだ。

「これか」

　カウンターの奥、関係者以外は立ち入れない小部屋があったので錠じよう前まえを腕わん力りよくで破は壊かいし、そのなかを探した。ちいさな瓶びんが、いくつかあって、それが噂の化粧品だ。

　そのひとつを手に取る。

　見たところ、何の変へん哲てつもない代しろ物ものである。けばけばしいラベルが貼はり付けられていて、効果がなければ返金します──などと、自信満々な文字列が並んでいる。

　成分表が記されていたので、確かく認にんする。とりたてて珍めずらしいものはない、専門知識がないので確信はないが。瓶の蓋ふたを開けて、においを嗅かぎ、なかみを舐なめてみる。

　ゼルガディスは瞠どう目もくした。

　血の味と、魔力を感じる。

　これは──。

　瞬しゆん間かん、闇の奥から巨きよ大だいな手のひらが「ぬうっ」とのびた。




　　　　☆　☆　☆




　流木に激げき突とつされたような衝しよう撃げきを受けて、ゼルガディスは店外に叩たたきだされる。

　つるりとした白い素材で舗ほ装そうされた通りをごろごろと転がり、丸めていた身体からだを一気に引き伸のばすようにして立った。魔力が散ったか、握ったままの片刃剣ブロード・ソードの先から明かりライテイングが消えている。

　新たに明かりライテイングをかけ直す余よ裕ゆうもない。

　店の奥から、のっそりと姿を見せるものがいる。

　見覚えのある、異形──。

「またこいつか」

　毒づきながら、ゼルガディスは暗闇のなかそれを注視する。

　身の丈たけは、こちらをおおきく上回る。腕うでがあり、足があり、頭部がある。けれど全身が、町の道路や建物を覆っているのと同じような、白くて艶つややかな素材で装そう甲こうされている。真っ白で、滑なめらかな土人形ゴーレム。そんな印象の、怪かい物ぶつである。

　山でゼルガディスを襲い、傷を負わせた存在と同じに見えた。同じ個体なのかどうかまではわからない、最初に遭そう遇ぐうしたものと比べて土汚よごれなどがないぶん光をよく弾はじく。雲間から差しこんだ月光を照り返して、いっそ神こう々ごうしいほどだった。

　だが感動している余裕もない、白い怪物は一直線にこちらへ向かってくる。

　動きは緩かん慢まんだが、土人形ゴーレムのように単調ではない。みょうに生物的だ。あきらかに、こちらに害意をもって攻こう撃げきを仕し掛かけてきている。

　対応しなければ、危険だ。戦士の本能に従い、ゼルガディスは地を蹴けった。

　翔封界レイ・ウイングを発動、打ち上げられるように垂直に跳とぶ。

　そんなゼルガディスの足あし下もとを、白い怪物が猛もう烈れつに通過する。体当たりを仕掛けてきたのだ。見たままの重量ならば、そしてこちらと同等かそれ以上の硬こう度どをもつならば──激突されただけで、常人なら即そく死しする。

　勢いよく通りを横切り、白い怪物は向かいの建物に頭から突つっこんだ。

　壁かべの破は片へんが乱舞するなか、宙を飛ひ翔しようするゼルガディスを振り仰あおいでくる。見たところ感覚器などはなさそうだが、的確にこちらを認識している。

「店に勝手に入ったのが、まずかったのか」

　つぶやきながら、かなりの高度で翔封界レイ・ウイングを解除する。

　重力に従い、自由落下が始まる。

　思考を巡めぐらせる。白い怪物はまるで店内でこちらを待ち伏ぶせしていたみたいに、襲ってきた。だが、ゼルガディスはとくに何の意図もなく、てきとうに目についた店に踏ふみこんだのだ。そこに、たまたま白い怪物がいて、遭遇する確率は如何いかほどか──。

　偶ぐう然ぜんではない。

　ならば……。

　脳内で推測を組みあげながら、ゼルガディスは呪文を紡つむぐ。翔封界レイ・ウイングは制せい御ぎよ・維い持じをするのが困難な呪文で、飛翔している間は他の呪文を唱えられない。

　仕掛けるならば解除するしかなかった。そのまま飛んで逃にげることも考えたが──白い怪物には手傷を負わされた怨うらみもある、すこし調べてみたい気持ちもある。

　試ためすように、ゆっくりとゼルガディスは外套マントをはためかせながら落ちていく。

　向かう先には、茫ぼう洋ようと突っ立った白い怪物がいる。

「火炎球フアイアー・ボール」

　敵を指さし、唱えた。刹せつ那な、ゼルガディスの指先に燃える光球が生じ、火の粉を散らしながら疾空する。それは白い怪物に接せつ触しよくすると同時に、大爆ばく発はつを引き起こした。

　闇に沈しずんだ町を、爆ばく炎えんが一瞬だけ白く染めあげる。

　驚おどろくべきことに、火炎球フアイアー・ボールの直撃を受けた白い怪物は数歩、後ずさったのみ。表面に焦こげた跡あとができた程度で、ほぼ無傷。信じがたい硬度だ。

　だが無論、ゼルガディスもそう容易たやすく仕留められると考えてはいない。爆風を外套マントで受けて、空中を泳ぐように移動。落下の勢いを殺し、建物の屋根に着地する。

　同時に、紡いでいた新たな呪文が発動する。

「氷の矢フリーズ・アロー」

　短い詠えい唱しようで発動する簡略化された攻撃呪文で、白い怪物を狙ねらう。形成された氷の矢フリーズ・アローが不規則な動きで白い怪物に迫せまり、乱打した。氷結した大気が、きらきらと輝かがやいた。

　威い力りよくはほとんどない呪文だ。だが白い怪物の身体の各所は凍こおり、地面や触ふれたままだった建物と接着する。白い怪物は巨体だ、全身を凍りづけにするには足りないが──わずかに、身動きを制限できる。

　その間にも、ゼルガディスは野生の獣けもののような身のこなしで動いている。足をつけていた建物の屋根を蹴り、一直線に白い怪物へと跳びかかる。

　抜ぬいたままだった片刃剣ブロード・ソードを両手で握にぎりこみ、全力で白い怪物に突き刺さす。全体重と勢いをのせた突きだ、それは正確に敵の腹部へと吸いこまれる。

　どんな硬度の怪物だろうが、火炎球フアイアー・ボールおよび氷の矢フリーズ・アローで連続して熱と冷気に晒さらされ──急激な温度差から脆もろくなる。片刃剣ブロード・ソードは白い怪物の腹部に亀き裂れつをいれ、深く刺さった。

　これで終わりではない。

　息の根を止めるまで、レゾの狂戦士は油断しない。

「雷撃モノ・ヴオルト」

　最後の呪文を、発動させる。

　ひねくれ曲がった雷らい光こうが、片刃剣ブロード・ソードを中心にして糸状に噴ふきあがった。

　初歩的な雷かみなりの呪文だ、本来なら人間相手でもたしょう麻ま痺ひさせる程度の威力しかない。だが刃はに伝導させ、身体の奥にまで電撃を浸しん透とうさせれば──。

　白い怪物は痙けい攣れんし、轟ごう音おんをたててその場に膝ひざから崩くずれ落ちる。

　効いた。ゼルガディスはその事実によって、ひとつの結論を得る。やはり見た目とちがって、土人形ゴーレムではない。土や岩は電気を通しにくい。筋肉を電気で動かし、また血液などを循じゆん環かんさせている生物ならば雷撃モノ・ヴオルトで痺しびれる。

　こいつは生き物だ。

　血と、肌はだと、肉の──。

　しぶとく白い怪物は顔と、手をあげる。思った以上に頑がん丈じようだ。ゼルガディスは淡たん々たんと、白い怪物の頭部を踏みつけて地べたに押さえつけ、片刃剣ブロード・ソードを首筋に添そえる。

　靴くつ底ぞこで刃のない側を踏み、全力で体重をかけた。

　首が切り落とされる。

　血しぶきが舞まった。

　今度こそ、白い怪物は動きを停止する。

「血か」

　ゼルガディスは返り血に染まりながら、舌打ちをした。

　血が流れ、頭部に脳がある。ゆえに首を切り落とされて、動かなくなった。死んだのだ。生物だ、それも人間に近い──否いな、もしかしたら。

　嫌いやな想像が、頭のなかで膨ふくれあがる。

　だがまだ、考えている余裕はない。

　静まりかえっていた町のあちこちから、岩を引きずる音が響ひびく。地面が揺ゆれている。闇やみの奥から、次々に数えきれないほどの白い怪物が姿を見せている。

　一体、仕留めるだけでそれなりの重労働だった。この数を相手にするのは、しんどい。倒たおした白い怪物を調べようにも、そんな手間をかけている暇ひまはなさそうだ。

　それに、その必要はもうない。推測は、実を結ぼうとしている。

　あとは──。

　ゼルガディスは血で染まった外套マントを脱ぬぎ、無造作に宙へ放った。

　素す顔がおで、迫りくる白い怪物たちに吠ほえる。

「我が名は、ゼルガディス＝グレイワーズ」

　言葉が通じる相手とも思えぬが、それで無意味な殺せつ生しようが避さけられるならば。

　刃を一ひと振ふりし、血を散らす。鞘さやに収めず、剣けん士しとしての正しい作法で構える。

「そこをどいてくれ」

　真まっ直すぐに、怯ひるまず歩く。

　翔封界レイ・ウイングで飛び越こえていくことも考えたが、頭が白熱していて呪文を紡げない。嫌な想像が渦うず巻まき、ゼルガディスは冷静ではいられない。暴れ足りない気分でもある。

「帰る──いいや行くべき、場所がある」

　ゼルガディスは告げると、返事がないので後はもはや言葉もなく……。

　無言で、白い怪物たちの群れへと突っこんでいく。




　　　　☆　☆　☆




　煉れん瓦がづくりの家屋の扉とびらが、軋きしみながら開いた。

　町で白い怪物と死し闘とうを繰くり広げたゼルガディスは息も絶え絶えになりながらも、右を見て、左を見て、すぐに視線を正面に戻もどす。

　深夜だというのに、噓うそくさいほどに明るい。

　暖だん炉ろが焚たかれている。

　その正面に、ミリアンヌが座っている。

　包帯を巻き直しているらしい。身にまとっていた質素な衣服から肩かたがまろびでて、執しゆう念ねん的なものを感じるほど強く、己おのれの左ひだり腕うでに右手で包帯をきつく巻きつけている。

　こちらを振り返りもせずに、彼女はずっとそうしていた。

「扉を開け放していては、冷えますよ」

　どう言葉をかけたらいいかわからず、突っ立っているゼルガディスに彼女は告げる。

　普ふ段だんは包帯で隠かくされた麗うるわしい白金色プラチナの髪かみが、その背中に新しん鮮せんな乳のように垂れている。

「毛布をかけてくれた、優やさしいあなたのすることに思えません」

　平静に告げてくる彼女に、ゼルガディスは赤面して俯うつむいた。

「ノックをすべきだったか」

　ほぼ半はん裸らのミリアンヌは、しばし意味がわからぬというように沈ちん黙もくすると──控ひかえめに、鈴すずを転がすように笑った。

「失礼」

　きっちりと肌が露ろ出しゆつせぬように包帯を巻き、丁てい寧ねいに衣服へ袖そでを通すと襟えり元もとを「ちょんちょん」と触れて直す。みょうに生活感のある仕草が、どこかちぐはぐだった。

　暖炉のなかで、薪まきが弾はじけた。

「町へ行ってきた」

　短くそう告げて、けれど次の言葉は出でてこない。頭のなかには疑いと、推測がある。だがそれを口にした途と端たんに、目の前ののどかな光景は消え失うせてしまう。

「……ヌンサさんに頼たのまれたのですか？」

　やはりこちらを見ないまま、ミリアンヌは部屋の隅すみっこに置かれた水すい槽そうに顎あごをしゃくる。ヌンサはというと──まだ眠ねむっているのか、相変わらず仰あお向むけになって浮うかんでいる。

　ゼルガディスは腰こしに吊つるした片刃剣ブロード・ソードに手を添えて、呻うめくように言った。

「俺は、俺のために生きている」

「似ていますね、わたしたちは」

　そう言ってから、ミリアンヌは弱々しく首を振った。

「いいえ──そこが、わたしたちの相そう違い点ですね」

　懺ざん悔げするみたいに。

「わたしは、わたしのために生きることを怠おこたってきました。母に言われるがまま、畑を耕し、家か畜ちくの世話をし、薬をつくり、町の人々に尽つくす。心のない、木偶でく人形のように」

　ゆるやかに立ちあがり、ミリアンヌは凍こごえたのか震ふるえながら焚き火に手をかざした。

　火かき棒で、炎ほのおを混ぜる。

「外は冷えたでしょう、ぬくもってください」

　声は乱れていない。ずっと、この瞬しゆん間かんを待っていたようだった。

「わたしを、他人にとって都合のいいわたしを──奴ど隷れいのように奉ほう仕しし、尽くすわたしを、誰だれもが欲ほしがりました。幸か不幸か、昔のわたしはうつくしかった。綺き麗れいな、便利なお人形として、わたしは愛されていました」

「今のあんたも、綺麗だ」

　ゼルガディスが心から口にした言葉に、ミリアンヌはとくに反応もせずに。

　すこし経たってから、ようやく振り向いた。

「……これでも？」

　焚き火の逆光で、その顔はほとんど陰かげになっている。包帯で隠されていない素顔は初めて見たが、なるほど絶世の美女だろう。こんな辺境の、つまらない町ではその美び貌ぼうはむしろ異様ですらある。彼女は魔ま女じよだ。町の人々にとって、未知なる危険な魔物であった。

　ただし今は、彼女の鼻は削そがれ、頰ほおも額もくちびるも皮ひ膚ふが剝むかれている。

　筋肉や血管が、もろに見える。

　ゼルガディスはその瞬間、すべてを理解した。己の推測が当たってしまったことに衝しよう撃げきを受けて、怯んでしまって──それが彼女の素顔を見て嫌けん悪おした、あるいは驚いたのだと、思わせてしまったのなら失態だった。

　彼女を傷つけてしまったなら。

　ゼルガディスは、歩を踏ふみだす。頭巾フードで隠していない岩がこびりついたような肌が、ミリアンヌにもよく見えるように。

「考えなしの領主に懸け想そうされ、その嫉しつ妬とのために騙だまされて燃やされた……。そう聞いている、あんたはその復ふく讐しゆうをしたのか？」

「どうでしょう」

　ミリアンヌは目を逸そらさずに、真っ直ぐにゼルガディスを見み据すえている。

「そんな気持ちがなかったとは言いません、肌はだを炙あぶられ焼かれるのは地じ獄ごくの苦痛でした。わたしは何も悪くないのに、そう怨うらんでしまうのは恥はじ知しらずではないでしょう」

　疲つかれたように吐と息いきを漏もらし、彼女は寄り添っている大型犬の背中をそっと撫なでる。

　彼女は町から逃にげた家畜や飼育動物を、保護し、かわいがっている。きっと動物は、見た目のうつくしさを考こう慮りよしないから。どんな汚けがらわしい、醜しゆう悪あくな面つら構がまえでも、動物は気にせず寄り添い、愛する。それを、心の慰なぐさめにして……。

　ゼルガディスは先ほどの、己の言葉を恥はじた。

　彼女は、復讐をするような人間ではない。

　踏みにじられ、謂いわれなき悪意を向けられて、それでも哀あわれな動物たちを愛した。遠ざかり、この山上で静かに暮らしている、傷つき疲れきった女だ。

　だがきっと──そんな彼女が、ひとつの町を滅ほろぼした。

「わたしは、贖しよく罪ざいをしようとしたのです。怨まれ、憎にくまれるだけでは、寂さびしいから。いいえ、確かめようとしたのでしょうか。試ためしたのです──わたしは何も知らない、うつくしいだけの小こ娘むすめでしたから」

　室内に並んだ小こ瓶びんを手にして、かるく動かす。

　攪かく拌はんされた瓶のなかの液体から、あぶくが溢あふれた。

「これは、わたしの肌を原材料として、母から受け継ついだ薬学や白魔法の知識を活用して練りあげた秘薬……。これを皮膚に塗と布ふすれば、わたしと同じうつくしさを得られます」

　彼女は山上で魔術などの研究をし、たまに町におりて白魔法を施ほどこし、また薬を売り歩いたとは聞いている。店々で売られていた化け粧しよう品ひんは、もともとは彼女の成果物だったのだ。

「女ならば、誰もがうつくしくありたい。最初は、それこそわたしが燃やされた復讐をするのではないかと疑っていた町の人々も──こっそりと、ひとりひとり、わたしの秘薬を使用しました。そして、おのおのが理想とする肌の艶つややかさを、美容を、得ました」

　己を抱だき寄せるように、ミリアンヌは項うな垂だれる。

　肌を原材料とする、と言っていた。彼女はそのために徐じよ々じよに皮膚を失い、包帯を巻いて素顔を隠していた。皮膚がなければ、雑ざつ菌きんなどが侵しん入にゆうしやすく病に冒おかされやすい。

　てっきり燃やされたときの、火傷やけどなどが残っているのだと思っていたけれど──。

　彼女は自ら、うつくしい肌を放ほう棄きし、包帯の奥に秘ひめていたのだ。

「誰もがわたしと同じになれば、もう誰もわたしを妬ねたまない。羨うらやまず、領主さまも誰もが余計な感情を抱いだかずに、それぞれどうしで好きあう。わたしはまた、薬を売り歩き、白魔法で人々を癒いやす、穏おだやかで平和な元通りの生活が送れるはずでした」

　ゼルガディスは、ふと気づいた。

　室内に置かれた様々なものの配置が、ずれている。否いな、わずかずつ動いている。得体の知れぬ木の根っこや、粉末状の宝石、並んだ小瓶が……。

　魔力を帯びながら、巧こう妙みように着実に。

「しばらくは、思ったとおりになりました。わたしの目的は、無事に果たされたのです。けれどある日──ふと、哀かなしくなってしまいました。町を歩いても、誰もわたしを見ない。あれほど熱ねつ烈れつに求きゆう婚こんしてくれた領主さまも、うつくしくなった奥さまと仲なか睦むつまじい。それを望んでいたはずなのに、どうしてでしょうね……？」

　どうして、もっと早く気づかなかったのだろう。

　この家屋そのものが、巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じんになっている。

　魔術的な媒介よりしろが、図面どおりに配置され、ひとつの方向性を目指している。あとはこの魔方陣をつくったもの──ミリアンヌが望めば、魔術は発動する。

　膨ぼう大だいな魔力が、混こん沌とんとした室内に渦うず巻まいている。

「わたしは、愛されていました。うつくしかったから。誰もがわたしを褒ほめそやし、焼き殺したいほどに妬みました」

　けれど、とミリアンヌは顔を覆おおって、啜すすり泣いた。

「気づいてしまいました。愛されていたのは、わたしではありません」

　そして魔術が、完成する。

「みんなが愛していたのは、わたしのうつくしさだけでした」

　魔術の発動と同時に吹ふき荒あれた魔力の渦に全身を打たれ、ゼルガディスは何回転もしながら後ろ向きに吹き飛ばされる。

　ちらりと垣かい間ま見みえたミリアンヌは、泣きじゃくっていた。




　　　　☆　☆　☆




　何とか翔封界レイ・ウイングが間にあって、後方に滑かつ空くうして緊きん急きゆう離り脱だつ。

　弧こを描えがきながら、急速に暗雲が立ちこめてきた空へ。

　眼下は地獄めいている。先ほどまでゼルガディスがいた山頂の家屋は脆もろくも崩くずれ、かわいらしい外観のしたから異様なものを露出させている。

　ばかでかい白骨屍し体たいに見える。不思議な、つるつるとした素材でできた巨体である。純白のそんな骨格じみたものの上半身のみが、山頂にそそり立っている。町などで遭そう遇ぐうしたあの白い怪かい物ぶつを、さらに途と方ほうもなく巨大化したような──。

　そんな白い巨神の周囲、山頂の大地も変へん貌ぼうしている。きれいに地面を覆っていた滑なめらかな素材は凸でこ凹ぼこに隆りゆう起きし、みょうに節くれ立った腕うでや足、老人や赤ん坊ぼうの頭部、翼つばさや角や尻尾しつぽなど──奇き妙みような芸術作品と化して、蠢うごめいている。

　ミリアンヌが丹たん念ねんに耕していた畑もそんな白いものに押しつぶされて、瞬まばたきするみたいに生物的に蠕ぜん動どうする白い素材に圧殺され、野菜も葉っぱを引きちぎられ破は裂れつする。

　彼女が慈いつくしんでいた動物たちまで、白い刃やいばと化したそれに貫つらぬかれ苦鳴をあげて、干ひからびていく。生命力を吸われ、取りこまれて白いもののいちぶになる。

　美び麗れいで、整然としていたのは上っ面だけで。

　一ひと皮かわ剝むけば、地獄だった。この山上を覆い尽くしていた白い素材のすべてが──巨大で、不定形の、異様な魔物であったのだ。

　その中心は、ミリアンヌだ。

　魔方陣が敷しかれていた、煉れん瓦がづくりの家屋のなか──崩れていくもろもろを雨のように浴びながら、彼女はまだ動いていない。火の粉を散らして破は砕さいされていく暖だん炉ろの前で、項垂れている。

　その膝ひざに、いつも彼女のいちばんそばにいた大型犬がそっと体重を預けた。

　それを、ミリアンヌは撫でている。

　ひとに愛され、憎ぞう悪おされ裏切られ、動物だけが心の慰めだった彼女。

　彼女の気持ちを理解できるとは、思わない。事情がちがう。男と女だ。見た目のうつくしさの重みがちがう──けれどゼルガディスは、共感していたはずだった。

　すこしだけでも理解し、寄り添そって。

　痛々しく、ひん剝かれた肌でも。

　岩がこびりついたような肌でも。

　触ふれあえば、ぬくもりを共有できたかもしれないのに。

「ミリアンヌ！」

　初めて、その名前を呼んだ。

　禍まが々まがしい怪物へと変貌していく、否──その本ほん性しようを露ろ出しゆつさせていく山頂のすべてを震わせる怒ど号ごうだ。ミリアンヌはぴくりと反応して、顔をあげる。

　砂さ塵じんが吹き荒れ、その姿はもうほとんど見えない。

　だが最後に、彼女のくちびるが言葉を紡つむいだ気がした。

「ゼルガディスさん」

　互たがいに名前を呼びあっただけで、それ以上の会話もなく──。

　所しよ詮せんは行きずりの、ほんの数週間ほど寝しん食しよくをともにしただけの男と女だ。愛を囁ささやくほど深い関係ではない。交かわす言葉は、もうない。

　ゼルガディスは元来、無口な男である。

　顔を覆って、泣きながらミリアンヌは口をぱくぱくと動かした。

　逃げてと言ったのか、ごめんなさいと言ったのか──ただの声なき叫さけびだったのか。

　轟ごう音おんが、すべてをかき消した。

　その間に、最後の異変が起きる。ミリアンヌの膝に身を横たえていた大型犬が、とろける。純白の毛皮をもつその犬は糸のように細く分かれ、ミリアンヌのまだ露出していた素す顔がおに、衣服を裂さいて胸に腰こしに尻しりに、絡からみついた。その糸と包帯がミリアンヌのすべてに巻きつき、覆い隠かくして、締しめあげる。そして皮ひ膚ふに沈しずんでいく。

　一体化していく。

　ゼルガディスは咄とつ嗟さに翔封界レイ・ウイングを解除し、高空から重力に従って落下。新たな呪じゆ文もんを紡ぐ。炎の矢フレア・アローを、解き放った。

　輝かがやきながら宙を貫つらぬく紅ぐ蓮れんの弓矢は、ミリアンヌの肌を雁がん字じ搦がらめにした白いものに直ちよく撃げきする。殺傷力の低い呪文だが、包帯を焦こがし、焼しよう却きやくするにはじゅうぶんなはずだった。

　だがミリアンヌの肌と融ゆう合ごうした白いものは、攻こう撃げき呪文を容易たやすく弾はじいた。あの白い怪物と同等以上の硬こう度どがあるのか──否、単純に届いていないという感覚があった。

「純魔ま族ぞくか」

　落下をつづけ、ゼルガディスは山の中腹に着地する。柔やわらかな土に自重で足が埋うまるので、這はいあがった。口にまぎれこんだ土を、唾つばとともに吐はく。

　構造は、理解した。

　ミリアンヌは魔道士の家系だ。専門は白魔法のようだが、魔術に関かかわるものならどうしても魔族の存在と無関係ではいられない。魔族のちからを借り、また活用する黒魔法に触れるなかで──それに心を蝕むしばまれ、侵入され魂たましいを汚お染せんされ、彼女は怪物に変えられた。

　純魔族が裏切られ焼き殺されかけたミリアンヌの絶望に、怒いかりに哀しみに、嘆なげきに反応してこの世界に侵入はいりこんだ。そして彼女に取り憑つき、溶とけあって、動かしている。

　──何のために？

　決まっている。魔族の望みはこの世界の混沌と混乱、絶望と恐きよう怖ふ、そして崩ほう壊かいである。ミリアンヌを利用し、その心に渦巻く悲ひ哀あいと悪意を膨ふくらませまきちらしたのだ。

　ミリアンヌが売り歩いたという彼女の肌を原材料にした薬品は、化粧品は、町の人々に行き渡わたった。だがそれは魔族の端たん末まつである。ある日、一いつ斉せいにそれは芽め吹ぶき、人々の皮膚を内臓を食い破り、覆い尽つくしてあの白い怪物に変えた。

　町で交戦した白い怪物は、血を流した。皮膚を覆った白いものに、ゆっくりと肉を骨を身体からだのすべてを捕ほ食しよくされながら、絶望の呻うめき声をあげていた人間の成れの果てだ。

　彼らは生かさず殺さず、魔族を喜ばせる苗なえ床どこにされて、ゆっくりと全身を貪むさぼり食われて死んでいく最中だったのだ。

　そんな絶望と恐怖を、魔族は好む。さぞかし、すてきな晩ばん餐さん会だっただろう。

　町は滅んだ。そこで暮らす人々も。

　放置すれば、ミリアンヌの絶望は全世界に広がっていく。純白の哀しみに大地は覆われ、切り刻まれて、草木も生えぬ荒こう野やとなる。

　世界がどうなろうと、知ったことではない。ゼルガディスは自分のためにのみ生きる。そのはずだったのだが、心のなかに憤いきどおりがある。

　ただ平和に生きようとしていた、ミリアンヌの願いは最悪なかたちで叶かなえられた。誰だれもが白いものに覆われ、動きを停止し、他人を妬んだり罵ののしったりせずに永遠に暮らす。全身を、魔族に食われながら……。

　復ふく讐しゆうかと尋たずねた。ミリアンヌはそうかもしれない、と曖あい昧まいに頷うなずいた。

　当たり前だ。ただ穏やかに暮らしていた無む垢くな女は謂いわれなき嫉しつ妬とを受けて、魔女として焼かれた。それで誰も怨うらまなかったなら、それこそ心が壊こわれている。彼女はふつうの女だった。旅人に親切にし、汗あせを流して畑を耕し、動物たちを育てた。

　そんな彼女の復讐心を、憎悪を、哀しみを悪用して魔族がこの地じ獄ごくをつくりあげた。

　ゆるせない。

　彼女は、ただ平和に暮らしたいだけだったのに。

「ミリアンヌ」

　女の名を呼び、ゼルガディスは土ど砂しや崩くずれを起こした山の中腹で、再び翔封界レイ・ウイングを発動。垂直に飛ひ翔しようする。真まっ直すぐに、再び山頂へと。

　土つち煙けむりをあげて、何もかもが崩れていく。もはや煉瓦づくりの家屋も、整然とした畑も原形がない。蠢く、白いものに支配されている。

　その中央に、ミリアンヌがいる。

　肌はだのすべてがつるりとした素材で覆われ、古代の神像のように動かない。その下半身は山に埋うずまり、蠢く白いものを手足のように動かしている。巨大な、白い魔神と化した彼女を、ゼルガディスは高空から見み据すえる。

「ミリアンヌ」

　何度も名を呼ぶが、女からの返答はない。白いもので覆われ、すでに何も届かない。

　山頂に渦巻く白いものが刃のかたちをとり、ゼルガディスに一斉に向かってくる。ひとつひとつが白い怪物と同等以上の硬度なら、岩石人間ゴーレムの肌をもつゼルガディスですら呆あつ気けなく串くし刺ざしにするだろう。

　だがゼルガディスは瞬しゆん時じに翔封界レイ・ウイングを解除、髪かみと衣服をはためかせながら落下する。

　諦あきらめた──のではない。冷静に判断する。白い刃はまだ届かない。こちらが紡ぐ呪文の完成が、ほんのわずかに早いはずだ。どんな強力な武器も、届かなければ意味がない。より早く、より的確に、相手に致ち命めい傷しようを負わせたほうが勝つ。生き残るのだ。

　そうやって生きてきた。

　ミリアンヌは優やさしい女だった。そんな彼女の心から芽生えたこの怪物もまた、戦せん闘とうに、殺しあいに慣れていない。そこが唯ゆい一いつの、ゼルガディスの生きる目だった。

　たしかに強大だ、純魔族ならば通常の攻こう撃げき魔法も受けつけまい。無敵だ。

　けれど。

　むかし、誰よりも強くなりたかった。

　そのために、人の道を踏ふみ外はずした。

　そんなゼルガディスが、強くなった意味がもしもあるのだとしたら──。

「俺は……」

　何かを告げようとした。

　最後にミリアンヌが言わんとしたことに、返答を。だが彼女の声は届かなかったし、こちらも口べただ。呪文の詠えい唱しよう中でもある。ミリアンヌの畑仕事をしながら汗を拭ぬぐう仕草とか、寄り添う動物たちを優しく撫なでる手つきとか、恥はずかしそうに顔を覆おおったその隙すき間まから覗のぞく麗うるわしい双そう眸ぼうとか──。

　そんなことばかりを、思いだしながら。

　うねりながら迫せまる白い刃が、こちらを刺さし貫くその寸前。

　ゼルガディスは、呪文を発動させる。

　あの竜破斬ドラグ・スレイブと並ならび称しようされる、精せい霊れい魔法における最強の攻撃呪文──崩霊裂ラ・テイルトを。

　己おのれもまだ涙なみだを流せるのだと、ゼルガディスは知った。




　　　　☆　☆　☆




　崩霊裂ラ・テイルトの青白い炎ほのおで穿うがたれた山頂に、朝日が昇のぼってくる。

　最強の威い力りよくをもつものの個人にしか攻撃できず、大規模な破は壊かいを伴ともなわないのが崩霊裂ラ・テイルトだ。魔術による被ひ害がいはさほどでもない。だが直撃を受けたミリアンヌが文字どおり根を張っていた山頂はおおきく抉えぐれ、あちこちから骨が突つきだすように白いものが生えている。

　静かだ。

　そそりたった白いものの隙間に、ミリアンヌが倒たおれている。精神を焼き尽くす崩霊裂ラ・テイルトは、純魔族とて瞬時に滅めつする。もちろん、それと同化していた彼女もまた──。

「すまない」

　ゼルガディスは女に歩み寄り、しゃがみこんだ。

「殺さずに止める、すべがなかった」

　物理的な破壊をほとんど伴わない崩霊裂ラ・テイルトに貫つらぬかれたため、ミリアンヌに外傷はほとんどない。うつくしい死に顔だった。その全身を縛いましめていた白い包帯も魔族の焼滅とともに消え失うせようとしており、白い粉となって風に舞まっていく。

　何もかもが、崩くずれていく。

　山頂に屹きつ立りつした幾いく多たもの白いものも、おそらく町を徘はい徊かいしていた住民の成れの果てだろう白い怪かい物ぶつたちも──おとぎ話の魔物のように、朝日のなかでとろけて消える。

　すべてが、悪い夢だったみたいに。

　残るのは無残に抉れた、凸でこ凹ぼこの山頂だ。

　だが月日が、すぐにそれも覆い隠してしまう。ミリアンヌが耕した大地は豊ほう穣じようで、すぐに草木が芽生え、大自然が、生命力が彼女の哀かなしみと絶望でつくりあげた山上の景色すら過去のものにしてしまう。そして、世界はすべてを忘れ、今日も明日あしたもずっと廻まわる。

　この世界を絶望に染めようとした純魔族の企くわだては、潰ついえた。

　企て、というほどでもない──ただの面おも白しろ半分の、お遊びだったのかもしれないけれど。それにひとりの女が深く関わり、翻ほん弄ろうされ、命を落としたことを忘れない。ゼルガディスは血まみれたままの片刃剣ブロード・ソードで、露出した柔らかい土を掘ほる。

　せめて墓標を。

　振動弾ダム・ブラスなら、一発だけれど。

　ゆっくり丁てい寧ねいに、やるべきこともあるのだと──。

　孤こ独どくな、優しい女が教えてくれた。

「よいのです」

　ミリアンヌが不意に、瞬まばたきをした。

　崩霊裂ラ・テイルトが直撃したはずだ。魂の、心の一ひと欠片かけらすら、残っていないはずだ。だからそれは奇き跡せきだった。あるいは、ゼルガディスが聞いた幻げん聴ちようだったのだろうか。

「ずうっと、俯うつむいて生きてきました」

　ミリアンヌは仰あお向むけに倒れたまま、静かに微笑ほほえんだ。

「せめて、空を見上げて死にたい」

「そうか」

　ゼルガディスは他ほかに言葉を思いつかず、ただ片刃剣ブロード・ソードを鞘さやに収める。無言で、しゃがみこんだまま──何ができるかを考えた。

　気の利きいた台詞せりふは吐けない。祈いのりの言葉も知らない。この女の魂の安らぎを願うこともゆるされない。せめて笑え顔がおで看み取とろうにも、この面相だ。不気味なだけである。

　涙ばかりが溢あふれてくる。

「ありがとう、優しいひと」

　どこかで聞いた台詞を、ミリアンヌは掠かすれきった吐と息いきにのせて。

「わたしは、魔女です。だから見えます、わかるのです──」

　震ふるえる指先を、ゼルガディスにのばした。

　子供あつかいするみたいに、頭を撫でようとして。

　愛いとおしそうに。

「あなたの精神面アストラル・サイドは、とっても綺き麗れい……」

　その手はどこにも届かずに、ゆるやかに落ちて、動かなくなった。

　誰も立ち入らぬ山頂で、静かに暮らすミリアンヌという女がいた。

　彼女は苦痛に満ちた生しよう涯がいを、笑顔で終えた。




　　　　☆　☆　☆




　初めて触ふれたミリアンヌの肌は、柔やわらかく優しい手て触ざわりだった。

　ぬくもりが残っている。

　そっと彼女ののばされた指先を、いちどだけ己の頰ほおに押し当ててから、その胸の前で絡からめてやった。安らかに眠ねむるべきだ。

　ゼルガディスは空を見上げてから、立ちあがる。

　歩きだした。

　もう振ふり向かない。

「これからどうする？」

　自問してから、苦笑いした。声をだす癖くせができている。しばし、賑にぎやかな時間を過ごしてしまった後こう遺い症しようだ──無言になって、山のなかへ分け入っていく。道なき道を、独りぼっちで、岩を引きずるようにして歩いた。

　崩霊裂ラ・テイルトによる消しよう耗もうが激しい。修練が、まだ足りない。もっと鍛きたえて、強くなって、それから先──どうすべきか。どう生きていくべきなのか。行く当てもなく、けれど前を見据えて、ゼルガディスは進む。

　その肩かたに、重みが乗った。

　嫌いやな気分になって見ると、これまでどこにいたのだろうか──魚人ヌンサが、不ふ貞て不ぶ貞てしい態度で腰こし掛かけている。また煙草たばこめいた何かを、プカプカとくゆらせている。

「おい」

　文句をつけようとして口を開くと、何も言うな、というようにヌンサは首を振る。

「怒おこるな。哀しむ必要もない、笑っているべきだ──」

　くちびるを、腹の立つ感じに歪ゆがめると。

「さよならだけが、人生だ……」

　今すぐおまえとさよならしたいんだけど魔ま力りよくが足りないからできない、不ふ愉ゆ快かいすぎて発はつ狂きようしそうだ──とゼルガディスは罵ば声せいを浴びせたかったが、その元気がなかった。元来、無口な男である。

「手助けも、助言もできずにすまなかったな……」

　ヌンサは平然とした態度で、気安くゼルガディスの頭を背もたれにする。

「ミリアンヌには、世話になっていた。他の動物たちと同じように拾われ、オレは長く安らぎを与あたえてもらっていた……」

　すこしだけ神しん妙みように、不思議な魚人は独白する。

「その恩を返したかったが、犬に擬ぎ態たいした純魔族に目め障ざわりに思われたらしくてな。攻撃を受けて、瀕ひん死しだった……」

　そういえば、こいつは水すい槽そうで仰向けになって浮うかんでいた。

　あれは寝ねていたのではなく、死にかけていたのか。わかりづらい。おそらく、山中の川でゼルガディスが彼を釣つりあげたのも、純魔族に襲おそわれ息も絶え絶えで逃にげだしたか川に捨てられたか──そういう、危機的状じよう況きようであったのだろう。

　彼も戦っていた。世話になった女の恩義に、報むくいるために。

　何の役にも立たなかったが。

　悪い生き物ではないのだろう、とゼルガディスは判断する。ならばいい。すこし肩が重たく、生なま臭ぐさいのだが。旅は道連れ世は情けともいう、話し相手ぐらいにはなる。

「巻きこんで、すまなかったな──」

　ヌンサはわりと生き真ま面じ目めに、頭をさげるような仕草をした。

「おかげで、ミリアンヌは笑顔で逝ゆけた……」

　己を乗り物にして楽をしている魚人を、ゼルガディスは横目で睨にらむ。

「おまえは結局、何なんだ」

　ただの通りすがりの、あるいはこの近所に暮らしていた変な生き物という感じでもない。たまたま都合よく、ゼルガディスが垂らした釣り糸に引っかかった──わけではないはずだ。最初から馴なれ馴なれしく、訳知り顔であった。

　もしかしたら。ミリアンヌの巻き起こした悪夢めいた出来事のほうが、おまけであり──ゼルガディスが背負った宿命の、ただの通過点でしかなかったとしたら。

　ヌンサは魚類のくせに溜ため息いきを漏もらすと、珍めずらしく語ご尾びを濁にごさずに告げてきた。

「赤法師レゾの手のものだ」

　ゼルガディスは絶句する。

　文字どおり、言葉を失った。全身が、瘧おこりのように震える。

「『自分探しの旅など無益なことは早々にやめて、帰ってきなさい』だそうだぞ……」

　億おつ劫くうそうにそう告げられて、ゼルガディスは唸うなった。

「保護者面づらを──」

「宿命に向きあうときがきたのだ、レゾの狂戦士バーサーカーよ……」

　したり顔で告げてくるヌンサを我が慢まんできずに摑つかみ、全力で放ほうり捨てる。Ｕターンして戻もどってきて、魚人はまたゼルガディスの肩で踏ふん反ぞり返る。

　そちらを見たくなかったけれど。

　前へ進む気力も、めげた。立ち止まって、ゼルガディスは後方を振り向く。

　もう山頂は遠く、見えない。だが梢こずえの向こうに、優やさしく、平へい凡ぼんな女がいた。彼女と過ごした数週間で、ゼルガディスはすこしでもこの岩がこびりついた肌はだの奥に、ぬくもりを宿した。それを、手放さずにいれば──。

　自分も、笑顔で逝けるだろうか。

　しばし無言で、ゼルガディスは立ち尽つくした。

　せめて誰だれよりも優しく、愚おろかだったミリアンヌへ、別れを告げようとした。さよならだけが人生だ──岩石人間ゴーレムと邪妖精ブロウ・デーモンが合成された己おのれだって、人生を歩んでいる。せめて出で逢あったものに感謝をこめて、清すが々すがしく別れたい。

　でないと前へ進めない。一歩だって。

　けれど元来、ゼルガディスは無愛想な男である。どうしたらいいか判然としない。『ばいばい』と手を振るほど幼くはない、頭を下げるだけというのも素っ気ない。気の利いた別れかたも知らない、無骨な己が不ふ甲が斐いない。

　どうした、とヌンサが急せかすように顔を覗のぞきこんできたので、首を振る。

　ただ瞑めい目もくし、女の冥めい福ふくを祈って、己の行く先に足を向けた。

　まだミリアンヌのように、笑顔で誰かと別れる強さはない。己はいまだ、道半ば。もっと強くなり、修練を重ね、逞たくましく成長しよう。そして俯かず、胸を張って生きていけるぐらい己に誇ほこりをもてたなら、またこの静かな山頂へと足を向けよう。

　そして笑顔で、今度こそ別れを──。

　その日までは、前を見て歩いていく。




　ぬくもりを、この心に抱いだいて。





ミリアンヌの肌：完






























「はいよ、きのこたっぷりホワイトシチューと山さん賊ぞく風イノシシステーキおまち！」

「まってましたー」

　さっきから厨ちゆう房ぼうから漂ただよってくる匂においに負けそうだったあたしは、食堂のおばちゃんが皿を置くなりナイフとフォークを相棒にお昼ごはんに取りかかった。

　まずはホワイトシチューをぱくりと一口。

　──んまい。

　幻まぼろしの茸きのこ、ニギタケ並みの美味おいしさだ。

　この食堂を教えてくれた地味顔のお姉さんには感謝しないと。

「おばちゃん！　まさか、このシチューってニギタケが入ってない？」

「あはは、こんな田舎いなかの宿でそんな高級品は使えないさ。

　それはミギダケって言ってね。そこに見える山の奥で採れる隠かくれた名産なんだよ」

　冗じよう談だん交じりに聞いてみたら、パチモンみたいな名前が返って来た。

「へー、これだけ美味しかったら、もっと有名になりそうなのに」

「本当ならもっと小さな茸なんだけど、ここ最近、急に大きなのが採れるようになってね。そのうち、ミギダケ目当てで人が沢たく山さんきてくれるようになるといいね」

「なら、今の内に食い溜だめしておかないと」

　食事を続けながら、おばちゃんと談だん笑しようする。

　急に大きなのが採れるようになったって言うのが気になるけど、んまいから許す。

　──シチューをもう一口ぱくり。

「あの山はリハードやルヴィナガルドとの国境沿いだから、注意しないと兵隊さんに怒おこられるけどね」

「え？　この辺ってリハードの国境とも近いの？」

　今、あたしがいるのは沿岸諸国連合に属する小国の一つ、セレニアス王国だ。

　ちょっとしたゴタゴタの後なので、リハードの方には近寄りたくない。

　──シチューに入っていたベーコンをもきゅもきゅと咀そ嚼しやくする。

「ええ、あの山を二つほど越こえた所が国境だよ。

　私の婆ばあちゃんの婆ちゃんが娘むすめの頃ころは、あの辺に鉱山があって、三国で取り合いしてたそうさ。

　ずいぶん前に廃はい坑こうになって、当時に作られた砦とりで跡あとが残ってるくらいだね」

　ふ～ん、廃坑に砦か。

　盗とう賊ぞくどもが住み着いてないか見に行くのもいいかも。

　ちょっとした社会貢こう献けんになって、あたしの懐ふところも温かくなって一石二鳥だ。

　──シチューのレギュラー選手、お芋いもとニンジンも煮に崩くずれしてなくて美味。

　話している間に、なぜかシチューが空になった。

　あたしはおばちゃんにシチューのお代わりをたのんで、その間にイノシシステーキを食べる。

　こっちもガーリックソースと肉の上に掛かけられたミギダケのパウダーでイノシシ肉の臭くさみを上手うまく消して、野性的で強きよう烈れつな旨うま味みだけを引き出している。

　二十皿ほどお代わりしてお腹なかが落ち着いたところで、芳ほう醇じゆんな香かおり漂うミギダケの串くし焼やきや食感が素す敵てきなミギダケのお刺さし身みを戴いただく。

　へっぽこ諜ちよう報ほう員のミリエラのせいでやってきたセレニアス王国だけど、これだけの料理が食べられるなら迷めい惑わく掛けられた苦労が報むくわれた気がする。

　もう会うことはないミリエラの顔を脳のう裏りから振ふり払はらい、あたしはミギダケを味わう事に集中した。




「大変だ！　リナ＝インバースが出たぞ」

　ぶはっ。

　食堂に飛び込んできた男の言葉を聞いて、あたしは口に含ふくんでいたオレンジジュースを盛せい大だいに吹ふき出した。

　オレンジジュースで汚よごれたテーブルから目を逸そらすように、飛び込んできた男達に目を移す。

　自警団風の革かわ鎧よろいを着た兄ちゃん達がテーブルの一つに陣じん取どって、真しん剣けんな表情でごっついヒゲ面づらを突つき合わせていた。

「またか！」

「今度は何がやられた!?」

「牧場の牛が一頭丸ごとやられたらしい」

「くそう、昨日の曇くもり空のせいか！　新月の晩まで三日あったから油断した」

「リナ＝インバースめっ、豚ぶたやニワトリを食い尽つくしただけではあきたらず、今度は牛までか……」

　をいっ。

　これまでもニセモノは沢山出くわしたけど、今度のは取り分けヒドイ。

　こういう時に無実を訴うつたえに行くと問答無用で巻き込まれるので、もう少し話を聞いてからにしよう──。

　そんな穏おん便びんなあたしの気き遣づかいをぶち壊こわしにする人ひと影かげが飛び込んできた。

「リナさん！　見つけた！」

「──リナだと!?」

「リナ＝インバースが昼間に現れたのか！」

　人影──ミリエラの不用意な言葉にいきり立つ兄ちゃん達。

　あたしはミリエラの口を塞ふさぎ、この場をとりなす。

「いえいえ、聞き間ま違ちがいです。この子はリイナって言ったんです」

「なんだ、紛まぎらわしい」

「もがっ、どうして口を塞ぐんですか、リナさ──」

　ぼぐっ。

　せっかく誤ご魔ま化かしたのに、空気を読まない発言を重ねようとしたミリエラにボディブローを決めて黙だまらせる。

　聞き耳を立てて判わかったのは、偽にせリナ＝インバースが熊くまか盗賊みたいな害がい獣じゆうって事と、盗賊の方が似合いそうなヒゲ面の兄ちゃん達がこの村の自警団だって事だけ。

　自警団の面々が出て行った後、ミリエラに尋じん問もん──もとい、事情を説明して貰もらう。

「……それで、何の用？

　──いえ、何が起きてるのか説明して貰いましょうか？」

　へっぽこでもセレニアスの諜報員が、こんな田舎の村まで来るくらいだ。

　さっきの男達の件と関連していると考えて間違いないだろう。

「それが……。リハードとの国境付近の村々で、リナさん──じゃ、なくてですね、リナさんの名を騙かたる怪かい生物が月のない夜に家か畜ちくや農作物を荒あらす事件が頻ひん発ぱつしてるそうなんです」

「怪生物？」

「はい、頭に小さな角を持った薄うす青あおい肌はだの大おお柄がらの人間みたいな生き物らしいです」

　──どこかで聞いた外見だ。

「それで、その奇き妙みような生き物があたしの名前で呼ばれてる理由は？」

「えっと、それは……」

「──それはリハードの諜報員達のせいです」

　いつの間に現れたのか、ミリエラの背後に特とく徴ちようのない地味な顔をした女性が変な決めポーズで立っていた。

　よそ見したら次の瞬しゆん間かんに忘れてしまいそうな地味顔だ。

「メロディさん！」

「それは前の作戦の時のコードネームよ。今の名前は白蛇のサーペントナ──」

「止やめて！」

　あたしは全力でミリエラの言葉を遮さえぎった。

　迂う闊かつに名前を呼んだりしたら、ナーガが現れそうで怖こわい。あいつが来たら事件が三倍増しで面めん倒どうになる。

「地味子さんの名前はメロディで。

　反論は禁止ね。偽ぎ名めいだからいいでしょ？」

「ええ、別にかまいませんけど」

　──いいんかい！

　あっさりと頷うなずく彼女に内心で突っ込みを入れる。

　さて、それよりも本題に戻もどろう。

「それで、リハードの諜報員達のせいってのは？」

　今いるセレニアス王国とリハード王国は隣となり同どう士しなのにとことん仲が悪い。

　あたしが、このセレニアス王国にいるのも、ミリエラがリハード王国の諜報員に追われるハメになった件に巻き込まれたからだ。

「今回の怪生物の件を追いかけていたリハード王国の諜報員達が、怪生物のアジトらしき砦から『リナ＝インバース』と怨えん嗟さの声が漏もれるのを聞いて、怪生物の名前がリナ＝インバースと判明したわけです」

「をい！

　最後のトコがおかしいでしょ！

　どう聞いても、怪生物を作った黒幕があたしを恨うらんでるとかそっちの線でしょうが！」

「そういわれても、そう判断したのはリハード王国の諜報員ですし」

　メロディが頰ほおに手を当てて、困ったように微笑ほほえむ。

　……思い出した。

　そういえば、リハード王国の諜報員達が言ってた──。




〝本物のリナ＝インバースは巨きよ大だいな体格と薄青い肌、額に生えた小さなツノをいつも前まえ髪がみで隠しており、月のない夜にしか活動しないということが、我々の綿密な調査でわかっているのだ〟




　──って。

　あの時は、「メンミツナチョーサ？」と内心で呆あきれたけど、こんな事件が隠されてたなんて。

「で、あんたはわざわざその話を教えに来てくれたの？」

「怪生物の調査に同行して欲しいんですぅ～」

　ミリエラが顔の前で手を組んで懇こん願がんする。

　滂ぼう沱だの涙なみだがうっとうしい。

「なるほど、話は判った──」

「そ、それじゃ……」

　あたしはミリエラの目を見てそう答える。喜色を浮かべるミリエラ。

「──うん、断る。あんたらだけで頑がん張ばってね」

　あたしはにっこりと微笑んで容よう赦しやない言葉を告げる。

　汚お名めいを着せた黒幕にはきっちりとおとしまえを付けて貰うつもりだけど、足手まとい確定のミリエラのお守もりをする気はない。

「お願いですよぉ～、ちゃんと謝礼は出ますから」

　謝礼か──ミリエラを護衛した時のしょっぱい金額を思い出す。

「金貨二十枚出すなら、そのアジトまで同行してあげるわ。ただし、拘こう束そく期間は五日間だけね」

　それだけあれば山奥のアジトまで往復するくらいはできるはず。

「それに加えて、道中やアジトで遭そう遇ぐうした怪生物の退治もお願いします」

「アジトごと始末しようか？」

　遠くから竜破斬ドラグ・スレイブで山ごと始末した方が早い。

　呪じゆ文もん一発で金貨二十枚なら悪くない。

「大規模な呪文は止めてください。リハードと戦争になったら困ります」

　メロディがしっかりと釘くぎを刺さす。

「なら、道中の敵の始末は可能な範はん囲いでって事にしてよ。逃にげる敵まで追ってらんないわ」

「はい、あくまで調査が主目的ですから、退治するのはついでで構いません」

「おっけー、そういう条件なら問題なし」

　夜の森の中を彷徨さまよって狩かりをするなんて、考えただけでも億おつ劫くうだ。

「それにしても、もう実害が出てるみたいなのに、こんなのに任せて大だい丈じよう夫ぶなの？」

「こんなのなんて、ひどいですぅ～」

「……大丈夫です」

　をい、今の間はなんだ。

　メロディに顔を近づけて小声で尋たずねる。

「まさか、またミリエラと一いつ緒しよにあたしを囮おとりにしようってんじゃないでしょうね？」

「隊長の言ってた通りリナさんは鋭するどいですね。でも、二度も同じ手が利きくほどリハードの連中は優やさしくありません。あからさまな囮に食いついて来ないでしょう。それにとりあえず始末、という手段に出るにはリナさんは強すぎますから」

　おだてられているのは判っているが、事実なのでスルーする。

　たぶん、あたしに自分達が本命だと誤解させたいんだろうけど、本命は多分別にいるはず。

　あたし達を見て囮だと思ったリハードの諜ちよう報ほう員が、周辺を探たん索さくして見つけるのが本物の囮部隊だろう。

　そして、あたし達を含ふくめた二つの囮を隠かくれ蓑みのにして、本命の部隊がアジトを調査するに違ちがいない。

　あたし達の役目は露つゆ払はらいと、攪かく乱らん役なんだと思う。

　ま、山の散歩して適当に怪生物をぷちぷち退治すればいいか。

　あたしが納なつ得とくしたのを見計らってメロディが追加の情報を話す。

「もう一つ、お知らせしておきたい事があります。リナさんはリハードの『バロン』をご存知ですか？」

「ええ、知ってるわ。もっとも、もう会いたくないけどね」

　あたしもバロンと一線交えた事があるが、ボーラ型のゴーレムを使うリハードの優ゆう秀しゆうな諜報員だった。

　バロンというのが貴族の男爵バロンを指すのかは知らない。

「そのバロンが怪生物の調査に向かったきり消息を絶ったそうです」

「マジで!?」

　メロディの言葉にあたしは驚おどろきを隠せない。

　あの男が消息を絶ったなら、さっき提示した金額は安かったかも。

　そんな後こう悔かいをしている間にも、メロディが話を進める。

「では、報ほう酬しゆうは前金でお渡わたしします」

「いいの？　全額先に渡しても」

　メロディから受け取った袋ふくろを覗のぞき込む。

　中にはさっき提示したよりも多めの金貨が詰つまっていた。

「リナさんは信しん頼らいできる方だと伺うかがっていますから」

　どこまで本心か判らないけど、人の良さそうな顔で微笑むメロディ。

　なのに、なぜかぶっちしたらセレニアスの諜報員に嫌いやがらせとかされそうな予感がする。

「ミリエラにはコレを」

「お弁当ですか？」

　メロディから受け取った包みをミリエラが開いて中を見る。

　中には黒光りする拳こぶし大の塊かたまりが幾いくつか見えた。

　──あれは確か。

「……こ、これって」

「万が一の保険です。前の事件の時は持っていなかったのでしょう？」

「で、でも、これって自決用の……」

「諜報員は敵に捕つかまると死ぬより酷ひどい目にあいますから」

　震ふるえるミリエラににっこりとメロディが微笑む。

　微び笑しようがすっごく黒い。

「捕まらなければ良いのですよ」

「は、はい……」

　がくがく震えるミリエラが軍用の魔ま道どう爆ばく雷らいを布で包み直す。

　自決用と言っていたが、自殺させるなら歯の奥に毒でも仕込めば充じゆう分ぶんだ。

　あの大げさな魔道爆雷は向こうの施し設せつを破は壊かいする為ための物だろう。

　メロディに弄いじられたミリエラが真に受けて震えている。

　さて、食後のオレンジジュースも堪たん能のうしたし、依い頼らい先に向かいますか。

「それじゃ、任せておいて。腹ごなしも兼かねて山に行って来るわ」

　あたしは片手を上げてメロディに別れを告げて、食堂を出る。

「ま、まってくださいよ！　おいてかないでぇ～」

　ミリエラを置き去りにしようとしたけど、泣きながら子犬のように追いかけてきた。

　……なるほど、メロディが弄りたくなる気持ちも判わかる。




　あたし達は川沿いを上流へと進む。

　ミリエラが持っていた地図だと、川沿いを進むのが近道らしい。

　空は生あい憎にくの曇どん天てんなので、雨が降り出したら川岸を離はなれて森の中に入った方が良いだろう。

　茸きのこが特産だけあって、じめじめした暗い感じの森なのであまり足を踏ふみ入れたくない。

「リ、リナさん。ちょ、ちょっと休きゆう憩けいしましょうよ」

「ダメよ。根こん性じようで歩きなさい」

　ミリエラが弱音を吐はくが、あたしは取り合わない。

　まだ山に入って一時間だ。ミリエラのペースに合わせてたら砦とりで跡あとまで何日かかるか判らない。

　このくらいの山歩きなんて、普ふ通つうのおばちゃんだってできるのだ、頑張れ。

　途と中ちゆうで滝たきにぶち当たった。

　五メートルほどの落差だけど、登とう攀はんするのも面めん倒どうだ。

「ミリエラ、摑つかまりなさい」

「え!?」

　あたしの呪じゆ文もん詠えい唱しようを聞いて、ミリエラが必死の形相でしがみ付いて来る。

　前に翔封界レイ・ウイングで川の上を飛んだのがトラウマになったのかも知れない。

「浮遊レビテーシヨン」

　ミリエラと一緒にフワリと浮うかぶ。

　そのままふよふよと滝の上まで移動した。

　速度が遅おそいので戦せん闘とうには使えないけど、この呪文は制せい御ぎよが簡単で扱あつかい易やすいのが良い。

　さらに川沿いを進み、日が暮れるまでに二つの滝を越こえて砦のある山の麓ふもとにたどり着いた。

「もう、動けましぇん」

「だらしないわね」

　ここで野営すると告げると、ミリエラがスライムのように地面にべちゃりと倒たおれ伏ふした。

「ミリエラ、携けい帯たい食しよくとかは持ってる？」

「……はい、持ってまふ」

　なら、ミリエラの分は必要ないか。

　あたしは、森に入って薪たきぎになりそうな枝や美味おいしそうな茸を採る。

　あった♪　ミギダケちゃん、ゲット♪

　不思議な事に、同じ場所に群生しているのに、虫食いされているのと、されてないのがある。

　あたしは気にせず両方摘つんで野営場所へと戻もどり、焚たき火をおこしてから、川岸へと向かう。

　やっぱ川の傍そばなんだし、釣つりたてのお魚も賞味しないと。

　自じ慢まんの髪かみを何本か引き抜ぬいて釣り糸をでっち上げる。続いてあらかじめ拾っておいた長めの枝を一本選んでその糸を結び、最後に荷物の中に常備している小さな釣り針を付けて釣つり竿ざおの完成だ。

　川岸の適当な石を裏返して、餌えさになりそうな虫を探す。

　この川は栄養が良いのか、石の裏に潜ひそむ虫のサイズが大きい。

　手て頃ごろな虫を摘まんで、釣り針に引っ掛かける。

　日にち没ぼつまであまり時間がないので、裏うら技わざの「入れ食いの呪文（仮）」を使う。

　あたしは呪文の完成を待って、川かわ面もに釣り糸を垂らした。

　川のせせらぎに癒いやされる間もなく手て応ごたえがくる。

「うっしゃ！　来たぁ」

　一気にゴボウ抜きすると、魚が中を舞まう。

　なかなか綺き麗れいなアマゴだ。しかも大きい。これは食べ応えがありそうだ。

　あたしはアマゴを針から外すと、次の虫を付けて糸を垂らす。

　面おも白しろいように釣れるが、やりすぎると川から魚がいなくなるので自重して十匹ぴきほど釣ったところで終しゆう了りようする。

　ぱちぱちと焚き火に落ちた魚の脂あぶらが食欲を誘さそう香かおりを出す。

　塩を振ふりかけて串くし焼やきにしただけだけど、すぐにでも齧かじりつきたいくらいだ。

　先に焼き始めた茸の串焼きの方は、そろそろ頃ころ合あいだろう。

「……う、う。良い匂においが」

　さっきまで死体みたいに動かなかったミリエラが、うぞうぞと顔を上げる。

「美味しそう……」

　涎よだれを垂らして伸のばすミリエラの手を、ていっとばかりに叩たたき落とす。

「意地悪しないでくださいよぅ～」

「働かざる者食うべからずよ！　薪を拾うわけでもなく、魚や茸を採ってきたわけでもない人間に与あたえる食事はない！」

　まったく食べ物がないなら話は別だが、食料調達より休息を選んだのはミリエラだ。

「リナさん、厳しい……」

　ミリエラが物欲ほしそうな顔で携帯食をもそもそと食べる。

　ときおりチラチラと視線を送ってくるのがうっとうしい。

「これ食べ──」

「はい！　戴いただきます」

　あたしの言葉が終わるより早く、ミリエラがあたしの差し出した茸の串焼きに齧り付く。

　美味しそうに喰くらい付いていたミリエラが突とつ然ぜんパタンと倒れる。

「リ、リりナらさん……ら、何らりか身体かららが……、痺しひれるん、れすけど!?」

　やっぱりか。

　ちなみに、ミリエラが食べたのは虫食いのない綺麗な茸の方だ。

　同じ場所の茸で虫食いがないから何かあると思ったけど、速効性のシビレ茸だけだったみたいね。

「人の話を最後まで聞かずに、意い地じ汚きたなく食べるからよ」

「……しょんにゃぁ～」

　ま、近くに動物の骨がなかったから毒キノコじゃないと確信していたから焼いてみたんだけどさ。

　間ま違ちがって食べないようにシビレ茸の方は横に避よけて、あたしはミギダケの串焼きを食べる。

　ん～～でりしゃす。




　あのシビレ茸は効果時間が短いみたいで、完全に日が落ちきった頃ころにはミリエラも動けるようになった。

　さっきまで賑にぎやかに鳴いていた虫や獣けものが静かに身を潜めていく。

　森の奥でがさがさと草くさ叢むらが蠢うごめく。

　──向こうから現れたか。

　草叢に現れた光は三対つい。気配からしても三匹ほどが現れたようだ。

　あたしは既すでに呪文の詠えい唱しようを終え、三匹が丁度良い位置に現れるのを待つ。

　焚き火の光に照らされたのは、噂うわさ通りの姿。

　青い肌はだをした巨きよ軀くに長い髪、髪の間からは小さな角と精気のない瞳ひとみが覗のぞいている。

　ぱっと見は色違いのグールみたいだ。

「りぃなぁ～」

「いんばぁ～」

「すぅ～」

　──どんな鳴き声だ！

　エコーの掛かった不気味な声であたしの名前を叫さけぶ怪かい生物に、内心で突つっ込こみを入れる。

「氷窟蔦ヴアン・レイル」

　地面に手を叩きつけながら、「力あることば」を唱えて氷の魔ま術じゆつを発動する。

　あたしの手を基点にして、氷の蔦つたが螺ら旋せん状に地面を這はい進み森から姿を現した怪生物達を氷こおり漬づけにしていく。

「何か気持ち悪い姿ですね」

　ミリエラが氷漬けになった怪生物に近付いて顔を傾かしげる。

　その時、ギョロリと氷の向こうの怪生物の目が動く。

「危ない！」

　ぼぐっ。

　あたしの蹴けりを受けて転がっていくミリエラ。

　そのミリエラがさっきまでいた場所に、怪生物の鉤かぎ爪づめの生えた手が伸びていた。

　ビキビキと氷を割って、怪生物達が氷漬けの状態から脱だつする。

　どうやら、氷には耐たい性せいがあるようだ。

　──でも、動きは鈍のろい。

　あたしは〝混沌の言語カオス・ワーズ〟の詠唱を始める。





闇やみよ

集つどいて我に従い深しん淵えんとなり

我が前に在ある敵を撃うて






「──黒妖陣ブラスト・アツシユ」

　あたしに飛び掛かかろうとしていた怪生物達が、黒妖陣ブラスト・アツシユの直ちよく撃げきを受けて黒い塵ちりと化し、森に静寂が戻る。

　ふむ、黒くろ魔ま術じゆつなら問題ないか。

　いつもなら火炎球フアイアー・ボールあたりを使うところだけど、ヘタに森を燃やしてミギダケを食べられなくなったり値段が高こう騰とうしたら困る。

　今日は自然に優やさしいリナ＝インバースで行くのだ。

「ミリエラ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　あられもない姿で気絶するミリエラに声を掛ける。

　山歩きで、スカートじゃなかったのが救いだろう。

　ゆさゆさと揺ゆするとミリエラの目に焦しよう点てんが戻る。

「……ん、リナさん？」

「良かった怪け我がはないようね──」

　あたしはミリエラの肩かたをパンパンと叩く。

「──じゃ、死ぬ気で走ってね？」

「え!?」

　森の奥に無数の気配が生まれる。

　そう、さっきまでずっと森は静寂のままだったのだ。つまり、虫や獣達が何かに警けい戒かいした状態を維い持じしていたという事。

「リ、リナさん！　あ、あれ！」

　森を指差すミリエラがあたしがいた場所を振り返る。

「ミリエラ～～、早く逃にげないと危ないわよ～～」

「ちょ、ちょっとぉ、一人で逃げないでくださいよぉ～」

　必死の形相でミリエラが追いかけて来る。

　すごいすごい、人間命がかかると頑がん張ばれるもんねぇ。

　うぞうぞと群れて追いかけて来る怪生物を森の中で適当に分断しながら、黒妖陣ブラスト・アツシユで数を減らして行く。

　ミリエラはわきゃわきゃ叫びながらも、ちゃんとついて来ている。

　怪生物の足が思ったよりも遅おそいのと、本気で危ない時は魔風デイム・ウインなんかでフォローしてやったお陰かげだろう。

　木々の向こうに砦とりでのシルエットが見えてきた。

「もう一頑張りよ」

「リ、リナさん、死ぬ。死んじゃうぅ～」

　あたしは決死のミリエラにエールを送って、森を駆かけ抜ぬけた。




　あたし達の見下ろす先には闇に沈しずむ砦がある。

　無意味に数時間も山を彷徨さまよったわけじゃない。森の中で怪生物を撒まいて、本ほん拠きよ地ちを手て薄うすにしたのだ。

　ここの調査さえ終われば、朝になって巣穴に戻もどった怪生物を火炎球フアイアー・ボールの乱射か、砦を霊呪法ヴ＝ヴライマでゴーレムの材料にして壊かい滅めつさせるのが楽ちんだろう。

　砦の手前の岩場には怪生物が数十匹ぴき徘はい徊かいしているので、あたしは空から潜せん入にゆうする事を選んだ。

　夜が明けて怪生物が砦の中に撤てつ収しゆうする前に調査を済ませよう。

「それじゃ、行きましょうか」

「本当に空から行くんですか？」

「嫌いやなら、ミリエラ一人で走って行ってもいいわよ？」

　ぐずるミリエラにそんな提案をする。

　飛ぶのを怖こわがるミリエラだったが、あたしの非情な言葉に不承不承といった感じで承しよう諾だくした。

　もちろん、ミリエラに状じよう況きようを認にん識しきさせる為ための言葉なので本気じゃない。

　さて、ミリエラが一いつ緒しよだと翔封界レイ・ウイングで高度が取れないので、浮遊レビテーシヨンでふよふよと移動する。

　こんなところを見つかったら良い的マトだ。

　砦の外がい壁へきの上まで移動したところで、砦の上に人の気配が生じた。

　あたしは浮遊レビテーシヨンの魔術を解除して、呪じゆ文もんの詠唱を始める。

「きゃあああああ、落ち、落ちてますよぉおおおお」

　ミリエラの悲鳴が五月蠅うるさい。

「空断壁エア・ヴアルム」

　あたしは完成した魔術を放つ。風の防壁の魔法を砦とは角度を付けて展開する。

　ごうんっ。

　暗闇の中飛来した何かが、風の防壁の上を滑すべって何処どこかに飛んで行く。

　矢を射い掛かけられるかと警戒して使ったけど、それが功を奏したようだ。

　結構重い攻こう撃げきだったみたいだから、風裂球エアロ・ボムあたりだと突き抜けてきたかも。

　あたしは数メートル下の城壁にしなやかに着地する。

　着地寸前に浮遊レビテーシヨンの再詠唱が間に合ったので、足を痛めたりはしていない。

「酷ひどいですよ、リナさん」

「空中で狙そ撃げきされるよりはマシでしょ──魔風デイム・ウイン」

　砦に顔を向けていたあたしの後ろから、風切り音をなびかせてさっきと同じ攻撃が襲おそってきた。誘ゆう導どう型のようだ。

　とっさに使い慣れた魔風デイム・ウインで進路を逸そらす。

　ごがんっ！

　外壁と繫つながっている見張り塔とうの一つに、それが激げき突とつする。

「……黒い鉄球？」

　塔に激突した三つほどの黒い鉄球が意思あるように、塔から剝はがれて転がってくる。

　鉄球は黒く塗ぬられたワイヤーで繫がっているようだ。

　あたしは、最近、こんな武器を使うヤツを見た事がある。

　これはリハードの腕うで利きき諜ちよう報ほう員──バロンの仕し業わざだろう。

　そういえば砦の調査中に消息を絶ったって言ってたっけ。

「どうやらバロンがいるみたいね」

「ど、どうしましょう、リナさん」

　無能な発言をするミリエラに答えず呪文を詠唱する。

　それを阻そ止しせんと、ワイヤー付きの鉄球──ボーラが襲ってくる前に、呪文が完成する。

「火炎球フアイアー・ボール」

　あたしの打ち出した火炎球フアイアー・ボールとボーラが激突する。

「やった！」

　ミリエラが手を叩たたいて喜ぶが、それがフラグだったかのように爆ばく煙えんの向こうからボーラが姿を見せた。

「う、うそっ」

　絶望したミリエラが膝ひざを突く。

　三つの鉄球とそれを繫ぐワイヤーが虫のように動いている。

　あの鉄球の正体がボーラ型のゴーレムだっていうのは、前の事件で種が割れているのだ。

　あたしは腰こしのショートソードを抜いて、こちらから向かっていく。

　鉄球の一つであたしを殴なぐろうとするゴーレムを搔かい潜くぐってショートソードを振ふり下ろす。

　魔道士にして美少女剣けん士したるあたしでも、鉄球を斬きる技量はない。

　でも──。

　あたしの火炎球フアイアー・ボールは絶好調なら鉄だって溶とかす。

　鉄球本体を溶かすには至らなくても、ワイヤーくらいなら変質させられる。

　──あたしの剣は脆もろくなったワイヤーを見事切断した。

　これでゴレームを壊こわしたわけじゃないけど、ワイヤーあってこそのあの動きだ。

　あたしはバラバラになった鉄球を拾い上げて、外壁の外にポイポイと捨てる。

　そんなあたしの背中が、強きよう烈れつな光で照らされた。砦の方からだ。

　とっさに外壁の通路に身を伏ふせ、狭はざ間まからそちらを覗のぞく。

　どうやら砦の上に設置された三基ほどの投光器で、こちらを照らしているようだ。

　投光器の傍そばには逆光で見えないが、長身のバロンともう一人女性らしき影かげが見える。

　あたしはミリエラに簡単な作戦を授さずけて、見張り塔の方に避ひ難なんさせる。

　必死で匍ほ匐ふく前進する姿があまり様になっていない。

　それじゃ、行動を開始しますか。

　──先手必勝！

「火炎球フアイアー・ボール」

　狭間からこそっと呪文を放つ。

「氷結弾フリーズ・ブリツド」

　あたしの術に少し遅おくれて、砦の上にいた女が呪文を唱えた。

　あたしの放ったオレンジ色の光球を、女が放った青い光球が迎げい撃げきする。

　ぱきいいいいいいんっ！

　高く乾かわいた音を残して二つの光球が消しよう滅めつする。

　これは呪文の相そう互ご干かん渉しようという現象なのだが……。

　それを知っている者は限られている。

　嫌な予感というのは外れてくれないようだ。

　高らかな笑いが、それを肯こう定ていした。

「ほーっほっほっほ！」

　トゲトゲの肩かた当あての付いた黒いマントに長い黒くろ髪かみ、露ろ出しゆつ狂きようにしかみえない布地の少ない服に自己主張しすぎの胸部。そしてその谷間に乗っかった悪あく趣しゆ味みなドクロのペンダント。

　こんな格好で高笑いする奴やつなんて、そうそういない。

「この白蛇のサーペントナーガが守る砦に侵しん入にゆうしようなんて甘いのよ！」

　自己顕けん示じ欲の強いナーガが名乗りを上げる。

　敵にしたらやっかいな相手だ。

　もっとも、味方にするよりは百倍マシ。

　なんと言っても、ナーガの性格は良く知っている。

　あたしは光の前に姿を現した。

「腕利きの魔道士が相手だと思ったらあなただったのね！　リナ＝インバースっ！

　この白蛇のサーペントナーガがいる限り、ギュラン殿どのの研究成果を盗ぬすませないわ。

　アンデッドを材料にした新しいキメラの創造！

　特とく殊しゆ栄養剤ざいによる体たい軀くの大型化！

　そんな秘密を決して奪うばわせはしない！」

　はい、ありがとう。

　さすがナーガ、主犯の名前も研究内容の概がい要ようもみんな喋しやべってくれた。

　ギュランって聞いた事がある名前だけど誰だれだったっけ。モブは良く覚えてない。

「ちょ、ちょっとナーガ様。自分から守る対象をバラしてはいけません」

　バロンが慌あわてて、ナーガを叱しかってる。

　──って言うか、「様」って何？

　ナーガは変なカリスマ性があるのか、変人を心しん酔すいさせる事がある。

　バロンは普ふ通つうの人っぽかったけど、ナーガに魅み力りよくを感じているって事は変態の一員だったか……。

　でも、勢いだけのナーガを止めてくれた事は感謝する。

「ナーガ！　盗とう賊ぞくの片棒を担かつぐなんて落ちたもんね」

「な、なんですって！　研究内容を盗みに来たのはあなたでしょ？」

「砦とりでの周りにいる『研究成果』達が家か畜ちくや麓ふもとの村の畑を荒あらしてるのよ！　あたしはその犯人を捕つかまえに来ただけよ」

「そ、そんなっ」

　ナーガは悪人みたいな外見と常識外れの言動で誤解されがちだが、基本的に「正義の人」だ。

　なので、悪人の片棒を担がされたと判わかると裏切ってくれる可能性が高い。

　ナーガはともかくバロンの方は、ギュランとやらから離り反はんして欲しい。

「騙だまされてはいけませんぞ、ナーガ殿」

　ゆらりと投光器の陰かげから出て来たのは、魔ま法ほう使つかい風のローブの男。

　フードから覗く顔は三十前後か。

「こやつは研究に勤いそしむ私と老ディオルから受け継ついだ資料と素材に使った自分の髪かみを取り返しに来ただけですぞ」

　ディオルって名前には聞き覚えがある。

　あたしを材料にしてキメラを作ろうとしてた魔道士で、後にナーガのコピー・ホムンクルス量産という大罪を犯おかした変態ジジイだ。

　その弟で子しなのか──違ちがう、その時の事件でディオルじーさんとライバル関係にあった魔道士だ。

　あの事件の時にはナーガもいたはずだけど……。

「あんた、あんときディオルじーさんの研究資料をパクってた魔道士ね！」

「な、なななな、何を言うか！　失しつ踪そうした老ディオルから正当に研究を受け継いだ私に、な、なんたる暴言か！」

「いやいや、それだけ動どう揺ようしておいて、暴言も何もないでしょ」

　この動揺っぷりからして、牢ろう屋やから出た後にディオルじーさんの研究資料をまた盗みに行ったようだ。

　まあ、ディオルじーさんの研究資料を盗んだ事はおいておくとして、確かく認にんしておかないといけない事がある。

「で、どうしてあの青いキメラ？　があたしの名前を連呼してるの？」

「ふふん、聞きたくば教えてやろう」

　男がばさりとマントをはね上げてポーズを付ける。

　ナーガに習ったのか、妙みように見覚えのある仕草だ。

「あのキメラの素体には老ディオルの研究室にあった貴様の髪を培ばい養ようした物を使った。

　ただ、髪を培養して完成したコピー・ホムンクルスが、貴様と似ても似つかない男の姿だったのだ」

　をい。

「普通ならば、中身が違ったのだと思うだろう。

　だが、優ゆう秀しゆうな私は易やす々やすとは騙されない。

　これは老ディオルの防犯用の罠わなだと気が付いたのだ。

　ならば、素材の瓶びんに入っていたのは『リナ＝インバース』の物に違いない」

　どんな間違った推理だ。

「なので、私は貴様の素材から作ったホムンクルスやそのホムンクルスを使ったキメラ達に、本来の姿を思い出すように暗示を掛かけたのだぁ！」

　もう一度、バサリとマントをはね上げるギュラン。

「ああ、あのリナの名前を連呼するオウム達がいる部屋って、その為ための物だったのね」

　そこにポンと手の平を叩いてナーガが証言した。

　なんつー、アホな部屋を作るのか……。

　脱だつ力りよく感かんがハンパ無い。

　そこにシリアス調の渋しぶい声が割って入った──バロンだ。

「舌ぜつ戦せんの間に間者を忍しのばせる策は見事だが、間者の人選は考えた方が良いな」

　こっそり砦に潜せん入にゆうしていたミリエラが、ネコの様にバロンに襟えり首くびを摑つかまれて砦の屋上に連行されてきた。

「そうね。でも、ミリエラはするべき事をしてくれたわ」

「──何？」

　あたしの言葉にバロンが動揺する。

　そして状じよう況きようが判っていないナーガがキョロキョロする隙すきを突ついて呪じゆ文もんを完成させる。

「炎の矢フレア・アロー！」

　あたしが狙ねらったのは、ナーガ達の下の階。

　ミリエラが潜入の途と中ちゆうで落とした彼女の荷物の方だ。

　彼女がメロディに渡わたされた自決用の魔道爆ばく雷らいが炎の矢フレア・アローで点火されて連れん鎖さ爆発する。

　崩くずれる砦に向かってポイポイと火炎球フアイアー・ボールを投げ込む。

　バロンは逃にげたかもしれないが、ナーガとギュランは気絶させたはずだ。




　──あ、ミリエラ。




　大だい丈じよう夫ぶ、きっとミリエラなら無事……だといいな。

　任務中の殉じゆん職しよくなら、きっと家族には弔ちよう慰い金も出るだろうし。成じよう仏ぶつしてね。

　あたしはミリエラ達の確認をしに、崩れた砦の方へ向かう。

　むくりと起き上がる人ひと影かげ──ミリエラだ。

「ひどいですよぉ、リナさん～」

「あれ？　あんた良く生きてたわね」

　あたしは驚おどろきを隠かくせない。

　だって、ナーガなら烈火球バースト・フレアを喰くらってもケロッとしていそうだけど、普通の人類にそこまでの耐たい久きゆう力はない。

「この人が爆発から守ってくれたんですよ」

　ミリエラの足元には背中を黒くろ焦こげにしたバロンの姿があった。

　敵方の女性を助けるとか、紳しん士しにもほどがある。

　なんで、この人、諜ちよう報ほう員なんて非情な職業をやってるんだろう？

　あたしは、バロンと瓦が礫れきの下から発はつ掘くつしたナーガを縛しばり上げる。

　ギュランの姿は見当たらない。

　……骨まで焼けたって事はないし、逃げたか。

　さて、ここは真のクライアントに追うか終しゆう了りようか確認しよう。

「いるんでしょ？　出てきなさいよ」

「何言ってるんですか、リナさん？」

　あたしが虚こ空くうに向かって声を掛けたのをミリエラが不思議そうに首を傾かたむける。

　ゆらりと見張り塔とうの一つから影が生じる。

「お見事です、リナさん」

　ぴょん、っと軽快に見張り塔から飛び降りた黒くろ装しよう束ぞくがこちらにやってくる。

　黒装束の隙すき間まから地味な目元が覗のぞく。

「こいつらはここで引き渡していいのかしら？　メロディさん」

「ええ、引き受けます。

　それにしても、勘かんが良い方だとは聞いていましたが、最初からご存知だったのですね」

「まーね」

　もちろん、これはブラフ。

　いるとは思ったけど、姿を現すまで何処どこにいたのか全く判らなかった。

　さて、それはともかく確認をしないと。

「それで逃げた魔道士を追う必要はあるかしら？」

「いいえ、この砦と繫つながる地下道の先には他の者達を潜ひそませてありますから」

　メロディが首を横に振ふる。

　あたし達はバロンとナーガの排はい除じよで充じゆう分ぶんだったみたい。

「なら、これで依い頼らい完かん了りようね」

　あたしはにっこり笑ってメロディから言げん質ちを取る。

　帰り道のミリエラのお守もりはメロディに押し付けたい。

「ええ、お疲つか──」

『りぃいいなぁああ、ぃいんぶぁあああすぅうううううう』

　メロディの言葉の途中で、重低音の叫さけび声が山やま間あいを木霊こだまする。

　ごうんっ。

　山の中腹辺りから、赤い炎ほのおが噴ふん出しゆつする。

　炎に追われるように幾いくつかの黒い影が、坑こう道どうのような場所から外に飛び出すのが微かすかに見えた。

「もしかして、あれって」

「ええ、脱だつ出しゆつ用の地下道が繫がっている鉱山の入り口です」

　がらがらと山やま肌はだが崩れ、巨きよ大だいな岩がごろごろと転がっていく。

　そこから顔をだしたのは、例の怪かい生物と同じ姿。

　だけど──。

「なんて大きい……」

「すごい、です」

　メロディとミリエラがあんぐりと口を開けて、その怪生物の大きさに驚く。

　周りの木々の高さからして、鉱山の入り口を崩して現れたのは、この砦とりで並みの大きさの巨大怪生物だった。

　──そういえば、本来は小さいはずの茸きのこが大きかったり、川底の虫や川魚がデカかったりしてたっけ。

　それにナーガが言ってたじゃない「特とく殊しゆ栄養剤ざいによる体たい軀くの大型化」を研究してたって。

　自分の迂う闊かつさに歯は嚙がみしながら、巨大怪生物を見上げる。

「先に言っておくけど、あれは依頼料に含ふくまれないわよ」

　縋すがるように振り向いたメロディに釘くぎを刺さす。

　少し黙もつ考こうしたメロディが苦々しい顔を上げる。

「判りました、追加報ほう酬しゆう金貨十五枚で──」

「あんなサイズの敵を倒たおすんだから最低でも、金貨五十枚は欲ほしいわね」

「そ、それは……」

　迷うメロディを決断させるように、巨大怪生物が鉱山の外に歩みだす。

　ズシン、ズシンと一歩踏ふみ出す度たびに地じ震しんのような縦たて揺ゆれが伝わってくる。

「国軍を動かしたら、もっと掛かるでしょ？」

「……その額でお願いします」

　いかにも断腸と言った感じの顔で、メロディが言葉を紡つむいだ。

「よっし、依頼成立」

　追加報酬げっと！

　なかなか美味おいしい金額だ。

　あのサイズだと烈火球バースト・フレアくらいじゃ倒せない。

「この期ごに及およんで派手な呪文を使うなとか言わないわよね」

「はい、セレニアスが巨大魔ま道どう兵器を作って周辺諸国を侵しん略りやくしようとしている、と言われるよりは謎なぞの魔術士が作った巨大キメラを処分した、と言われた方が幾分マシでしょう」

　じゃ、行きますか。





黄昏たそがれよりも昏くらきもの

血の流れより紅あかきもの

時の流れに埋うずもれし

偉い大だいな汝なんじの名において

我ここに闇やみに誓ちかわん

我等が前に立ち塞ふさがりし

すべての愚おろかなるものに

我と汝が力もて

等しく滅ほろびを与あたえんことを






「竜破斬ドラグ・スレイブ！！！」

　赤しやつ光こうが巨大怪生物に伸のび、着ちやく弾だんと同時に──。

　ごうっ。

　立っていられないほどの振しん動どうと、轟ごう音おんが山間に響ひびき渡る。

　山一つ吹ふき飛とばした威い力りよくは凄すさまじく、余波で森の木々が吹き飛び、土つち埃ぼこりと木の葉が噴ふん流りゆうのように吹き荒あれる。

　これが純魔族すら倒す、最強の名をほしいままにする黒魔術の威力だ。

　爆ばく風ふうでたなびく髪かみを押さえ、山があった場所を見つめる。

　もちろん、そこにはあたしの名前を呼ぶ存在はいない。




　みっしょん・こんぷりーと！




　あたしは下山後、貰もらった報酬で心ゆくまでミギダケ料理を堪たん能のうし、セレニアスを後にした。




　その後──。

『るぅぃいいなぁああぁ、ぃいぃぃぃんぐぅぁぁあああすぅうううううう』

　そんな声が竜破斬ドラグ・スレイブで破は壊かいした鉱山付近で聞こえたとかという風の噂うわさを旅先で耳にした。

　あたしが倒した巨大怪生物は最後の一いつ匹ぴきじゃなかったのかもしれない……。





リナ＝インバース討とう伐ばつ！：完






























　セイルーンとゼフィーリアの、およそ中間点に位置する山中の奥深く。日中にも拘かかわらず薄うす暗ぐらい森の中を歩いていた一組の男女が、不意に立ち止まる。

　まずは女性側──栗くり色いろの長い髪を持つ、一見すると可か憐れんにも見える美少女が、ばさり、黒いマントをひるがえしながら気の強い声を発した。

「さーて……目的地はココ、でイイのかしら？　……ねえ、ゼルガディス？」

　声を掛かけられたのは、白色のコートと貫かん頭とう衣いを身に着け、フードとマスクで顔のほとんどを隠かくしている男性。ゼルガディスと呼ばれた彼は、小さく頷うなずきながら返事をする。

「ああ、リナ。間ま違ちがいない、この遺い跡せきだ……ここに」

　ゼルガディスの見つめる先には、苔こけむした遺跡。見るからに古びた外観を眺ながめつつ、顔を隠していたフードとマスクを外すと、現れたのは銀ぎん髪ぱつの美青年──だが、しかし。

「ここに、俺の《身体からだを治す》方法が──あるはずだ」

　ゼルガディスの肌はだは、硬こう質しつな青黒い岩と化していた。それは岩人形ゴーレムと邪妖精ブロウ・デーモンを合成された、その結果──彼は《合成獣キメラ》となってしまったその身体を、元の人間の姿に戻もどすことを悲願としているのだ。

　そんな彼の《身体を治す》方法が、この遺跡にあるらしい。ゆえにゼルガディスは、腐くされ縁えんでもあり仲間でもあり、また魔術への理解も深いリナ＝インバースに協力を求めたということだが、彼女は少しばかり訝いぶかしげな声を漏もらした。

「ゼルの話じゃ、ここは《稀き代たいの呪じゆ術じゆつ師し》が数十年かけた研究に使った施し設せつだったんだっけ？　魔力を増ぞう幅ふくする研究をしてて、その研究の集大成は、あの《賢けん者じやの石》にも匹ひつ敵てきする可能性もある、と目されてるとか……その情報、ホントに信用できるの？」

「ああ……情報の出所は、セイルーン王家のフィリオネル殿でん下かだ。信しん憑ぴよう性せいは高いだろ？」

「あー、アメリアのとーちゃんか……ま、変な噓うそつくよーな人じゃないでしょーけど」

　ドワーフを縦に伸ばしたような体たい軀くの豪ごう快かいなオッサンを思い浮うかべ、少しげんなりとするリナへと、ゼルガディスが質問を投げ返す。

「しかし、ガウリイのやつは放ほうっておいて平気なのか？　ここへ来る前、少し顔を合わせただけだが……随ずい分ぶんと調子悪そうに見えたぞ？」

「！　……ええ、そうね……ガウリイは……ガウリイはっ……！」

　何やら表情を曇くもらせたリナが、ガウリイの悲劇を思い出して哀かなしみの滲にじむ声を放った。

「なんか食べ過ぎたとかでっ……おなか壊こわしちゃったみたいでっ……！」

「そ、そんなバカな……!?　ドラゴンでも丸々一頭、平らげたのか……!?」

「あ、あのねえゼル、アイツを何だと思ってんのよ……まあ大方、道みち端ばたで拾い食いでもしたんじゃないの？」

「おまえも結構ヒドイこと言ってるぞ。……だが、まあ、ちょっと別行動していただけで俺のコトを『ゼディルガス』とか呼びくさったクラゲ頭のことは置いておくとして」

（根にもってるなー）

　とにかく、とゼルガディスは改めて真ま面じ目めな顔をリナへと向けた。

「この遺跡、どうやら侵しん入にゆう者を拒こばむ強力な結界が張られているらしい……セイルーンの調査隊が足を踏ふみ入れようとした際も、遺跡へと近づくだけで吹っ飛ばされ、入り口にさえ到とう達たつできなかったようだ。……ここを攻こう略りやくするのは、容易じゃないぞ」

　道のりは、間違いなく険しい──注意を促うながしてくるゼルガディスに、けれど対するリナは臆おくすることなく、胸を張って答えた。

「……ふっふーん、ジョートーじゃない。道のりが困難なほど、誰だれも手を付けてないお宝ちゃんが眠ねむってるってモンでしょ？　むしろ、腕うでが鳴るってモンよっ」

「……ふっ、そうだな。一国の調査隊をも寄せ付けんような遺跡なら、盗とう賊ぞく共だって手を出せなかっただろうし。……前向きなお前に協力を求めて、正解だったよ」

「でしょ？　ま、お宝ちゃんはキッチリ報ほう酬しゆうとして頂くから、気き兼がねしなさんなっ。ゼル、あんたはその身体を元に戻すための《呪術師の遺産》を手に入れるため……」

「ああ、リナ。お前はそれ以外の《呪術師の宝》を手に入れるため……」

　利害は一いつ致ちしている、と頷き合う二人。この先、待ち構えるのは大きな困難だろう。しかし決して引き下がりはしない、と鉄の意志を示し、ついに足を踏み出す──！

「さあっ……行くぞっ──！」

「結界だろうとトラップだろうと、かかってきなさいっ──！」

　……が、二人同時に踏み出した瞬しゆん間かん、ぷそんっ、と気の抜ぬけた音が響き、

「「…………あれっ？」」

　ゼルガディスとリナは揃そろって気の抜けた声を漏らし、互たがいに顔を見合わせる。

「……なあ、リナ……今の感じ」

「え、ええ……どーやら結界、抜けられた？　……みたいな？」

「……冗じよう談だんだろう？　魔力の欠片かけらも感じなかったし、結界が張ってあったコトにさえ気付かなかったぞ。……まさか、結界の効力が弱まっていたとでもいうのか？」

「う、うーん、どーかしら……まあ結界には、条件を満たせば無効化できるってタイプもあるじゃない？　でないと、術者自体が入れなくなる場合もあるし」

「とは言っても……俺達が、一体どんな条件を満たしたっていうんだ？　ただ単に、入り口に向かって進んだだけなのに──」

『その答え……知りたくば、教えて進ぜようか……』

「ああ、頼たのむ。…………はっ!?」

　つい反射的に返事したゼルガディスだが、どこからともなく聞こえてきたしわがれた声に、慌あわてて身構える。いや、どこからともなく、ではない──声の主は、すぐ前方の入り口前に佇たたずんでいた。灰はい褐かつ色しよくのローブを纏まとった老人が、杖つえを突つき、ゼルガディスとリナを見み据すえている。その姿の最たる異質は、薄うっすらと全身が透すけていることだろう。

「こいつは、ゴースト……いや、残留思念の類たぐいか？　恐おそらく、件くだんの呪術師だろうが……」

「そうね、見た目からして間違いないわ。……呪術師だとかってヤツらは、どいつもこいつも、こんな恰かつ好こうせにゃならん決まりでもあるのかしらね……」

　分かりやすくはあるけれど、と微び妙みような顔をするリナだが、実体が薄っすらと透けている呪術師は構わず、空気が振しん動どうするような音声を周囲へ響ひびかせる。

『この結界を抜ける条件は、《男女一組》が、我が施設へと同時に足を踏み入れようとすること……過去、盗賊団や調査隊、冒ぼう険けん者共がやって来たことはあるが、この結界によって全すべて退けられてきた……』

「！　なるほどな……セイルーンの調査隊が入り口にさえ辿たどり着けなかったのも、それか。《呪術師の遺産》を求めるのに、少数で訪おとずれる無む謀ぼうな人間は、少ないだろうしな……」

『ふん……しかし恐らく汝なんじらとて、我が生しよう涯がいをかけた研究を求め、訪れた者共じゃろう。汝らより感ずる魔力の波動が、並々ならぬ使い手であることを証明しておるわ……とはいえ、死したりといえど、我が研究……易やす々やすとくれてやるわけには、いかぬ……』

「っ、待ってくれ！　アンタの言い分は尤もつともだ……だが俺にも、譲ゆずれない事情がある！　無理を承知で、頼むっ……アンタの研究の集大成を、俺に──」

『だからこそ──我が研究は、我が《試練》を乗り越こえた者に、譲り渡わたそう──』

「……な、なに!?　本当か!?　……《試練》、っていうのは……？」

　緊きん張ちよう感かんを漲みなぎらせ、ゼルガディスが問う。果たして《試練》とは、何なのか──相手は死したりといえど《稀代の呪術師》。生半可な障害ではないのは明らかだ。

『血肉を分かちし親兄弟を捨て、若き日より人里を離はなれ、孤こ独どくの帳とばりを軒のきと成し、死するまで研究に明け暮れ……しかして晩年、研究を完成させた我には、一つの《心残り》が生まれた。……それを、取り除いてほしい。それは……その《心残り》とはっ……！』

「そ、その《心残り》とは……一体っ!?」

　まるで焦じらすかのように音声を中断した、呪術師の残留思念が──次の瞬間、《試練》の内容を高らかに叫さけぶ──！

『我はっ……お若いカップルのイチャラブ♡　が──見たいッ──！』

「なるほど！　そういう──……ん？」

　散々もったいつけられた挙あげ句く、飛び出してきたみょうちくりんな要求に、ゼルガディスは軽く絶句。同じく呆あつ気けに取られるリナと顔を見合わせてから、

「……かっぷる？」「あたしと、ゼルが？」

　二人して、気の抜けた声を漏らすことしかできなかった。

　しかしこの呪術師はマイペースなのか、二人の様子に気付かず続けてくる。

『全てのしがらみを放ほう棄きした研究の果てに辿り着いた真理が、まさか愛とはな……気付くのが遅おそすぎたが、なればこそ汝らには、我が心残りを払ふつ拭しよくして欲しい。これより先、待ち受けるのは汝ら《カップル》を試ためす数々の試練。それを乗り越えた者にこそ、我が研究の集大成を譲り渡そう……てなワケで、後はお若いお二人に任せる感じで、一つ……』

「見合いか！　……おい、まさか……結界を抜ける条件が男女一組だったのは、このために!?　いやアンタ、そんなもんで生涯をかけた研究を譲り渡してイイのか!?」

『いやー、アイツらマジすっげーよな……人目も憚はばからずイチャついてよ……ぶっちゃけ人と目を合わせるのも恥はずかしい我的には信じられんわー……遠望の理ことわりだわー……』

「思春期か！　というか急にキャラがおかしくなってないか!?　最後まで厳おごそかな雰ふん囲い気きを貫つらぬけよ！　こちとら藁わらにも縋すがる思いでやってきたのに──」

「全ての力の源よ　輝かがやき燃える　赤き炎ほのおよ　我が手に集つどいて力となれ」

「……ん？　……──!?　お、おいリナ、待っ──」

　隣となりから聞こえてきた声に、まさか、とゼルが制止の声を上げるも、時すでに遅し。詠えい唱しようを終えたリナが、胸の前で合わせていた両手を開くと同時に、

「付き合ってられますかっ！　──《火炎球フアイアー・ボール》ッ──！」

　形成された火球が唸うなりを上げて呪術師の残留思念へと向かっていく──いや、狙ねらいは呪術師の向こう側。遺跡の入り口たる苔むした扉とびら──！

「っ、いくら何でも乱暴すぎる……ぞっ？」

「…………えっ？」

　が、ゼルガディスとリナは、信じられないものを目まの当たりにする。唸りを上げて飛ひ翔しようしていた炎が、周囲の壁かべや天てん井じようへと吸い込まれるように、見る見るうちに小さく萎しぼんでいき──標的の扉へと到達する頃ころには、蠟ろう燭そく程度の炎になってしまったのだ。

　当然、それで扉が破れるはずもない。ゼルガディスとリナは困こん惑わくの色を示す。

「これ、は……《破法封呪ルーン・ブレイカー》の類か……？」

「いいえ……今のは《魔力を殺そがれた》っていうより、《魔力を吸い取られた》って感じよ……この遺跡に、ね。あの呪術師を見て、正直微妙かな、って思ってたけど……」

「……ああ、《呪じゆ術じゆつ師しの遺産》……ヤツの研究の、集大成」

　本当に期待できるかもしれない──一いち抹まつの希望がゼルガディスとリナの心中に湧わき上がる中、呪術師の残留思念は振動する音声を放つ。

『さあ、どうする若人わこうどよ……我が研究の集大成を手にせんと望むなら、我が《試練》を受けて立つ他ほかに道は無い……汝らに、その覚かく悟ごはあるか……？』

「……その《試練》とやらが、アンタがさっき言ってた、その……カップルの、イチャラブ？　……というヤツか？　いや、勘かん違ちがいしているようだが、俺達は──」

「──ちょっと待ちなさい、ゼル」

「？　リナ、なにを……うおっ!?」

　正直に真実を告げようとしたゼルガディスの後ろ首を、リナが片かた腕うでをのし掛かからせて拘こう束そくし、こっそり呟つぶやく。

「ゼル、アンタね、な～に馬ば鹿か正直に明かそうとしてんのよ……ここで門もん前ぜん払ばらいなんて喰くらっちゃ、アンタの身体からだを治す手段も得られないでしょ。それでイイの？」

「！　そ、それは困る！　が……しかし、カップルとして、と言ってもだな……」

「そんなの、フリでイイのよ、フリで！　どんな困難も乗り越えてきたあたし達なら、これくらい、お茶の子さいさいよっ。でしょ!?」

「う、うーむ……まさかここまで来て、こんな微妙な困難が待ち受けてるとは、夢にも思わなかったがな……だが、確かに……」

　要は、ゼルガディスとリナで《カップル》のフリをし、《呪術師の遺産》を手に入れるべし──進むか退ひくか、伸のるか反そるか、選せん択たくを迫せまる声が呪術師から上がってくる。

『さあ、答えよ──我が《試練》、受けるか否いなか……汝らの熱い想おもい、燃え上がり[image: 迸]ほとばしり弾はじけ飛とび爆ばく散さんする様を見せつけてくれるのか!?　さあさあ、いかにいかにーっ!?』

（（う、うざい……））

　興奮しまくりな呪術師のテンションに、暫しばし二人は逡しゆん巡じゆんしたが──やがて意を決したかのように、リナとゼルガディスが互いの手の平を合わせて声を発する。

「も、もちろんよん、あたくし達なら余よ裕ゆうですしぃ──ね、だぁりん♡」

「あ、ああ、おまえの言う通りだぜ──ハニィ？」

「「う、うははは……」」

　呪術師の《試練》を受け入れた二人の道のりが、険しいであろうことは──二人の引きつる笑え顔がおと、乾かわいた笑い声が暗示しているかのようだった。







　二人が遺い跡せきの内部へと足を踏み入れると、薄うす暗ぐらい回かい廊ろうの足元を照らすような光が自動で点灯した。恐らく《明かりライテイング》の魔ま法ほうが作用しているのだろう。その魔法が吸収されないのは、それがこの遺跡自体の仕し掛かけだからか。

　それにしても、とリナが回廊の奥を見つめながら、ゆっくり口を開く。

「何てゆーか、まあ当たり前に古びてて、いかにもって感じねぇ……雰囲気あるわ。そこの曲がり角を進んだら、今にも何か出てきそうなカンジ……ぶるるっ」

「……どうした？　珍めずらしく慎しん重ちよう、というか……。ドラゴンにも食われんおまえにしては、まるで女の子のような言い分で、若じやつ干かん奇き妙みようというか……」

「アンタあたしをなんだと思ってんの？　ていうかあたし、こーいう怖こわ～い話に出てきそうな雰囲気とか、苦手なんだって……それに今のあたしは、魔力が発揮できない状態だし、警けい戒かいして当然よ。いざという時は、ゼルの剣けんであたしを守りなさいよねっ」

「ああ、それは分かっているが……そういえば、あの呪術師が言ってた《試練》ってのは、何なんだ？　ここへ入ってから姿が見えなくなったが……──っ！」

　辺りを見回そうとしたゼルガディスが、回廊の先を視し認にんして身構える。冗談から駒こまとでも言うべきか、何やら巨きよ大だいな影かげが行く先の壁に映り、徐じよ々じよに大きくなっていたのだ。

　曲がり角の先に、何かいる──それはほとんど時を置かず、のそり、姿を現した。ごつごつとした硬こう質しつの、岩の塊かたまり。人じん為い的に造られた、《岩人形ゴーレム》だ。

「……チッ、皮肉めいた相手だな、どうも……」

　自身の青黒くなった肌はだを撫なでつつ、ゼルガディスは右手でブロード・ソードを抜ぬき放つ。そんな彼の横で……いや、後ろで、リナもショート・ソードを抜いた。

「よーし、ゼル、見せてやんなさい、アンタの力を！　魔法剣けん士しが魔法を取り上げられたって、剣士は残るのよ！　それ、がんばれー！　ふれー、ふれー！　ゼールっ！」

「おまえ、俺を盾たてにする気満々だろ。……まあいい、少し待ってろ……」

『……ウ、ウウ、ウ……』

「!?　なっ……あの《岩人形》、喋しやべるのか？　一体、何を……！」

《岩人形》の思わぬ行動に、ゼルガディスが固かた唾ずを吞のんで身構える。まるでスローモーションのように蠢うごめく岩がん塊かいが、その口からついに言葉を吐はき出した。

『ウ……ウラメシ、ヤ……アア……』

「どこの国の言葉だ!?」

『オ、オ、オバケ……モトイ、ゴースト、ダゾ、オオオ……ウラメシイ……』

「まさか怖がらせようと!?　一体、何の狙いがあって……いや、というか……」

　思わずツッコんでいたゼルガディスだが──幽ゆう霊れいを演じる《岩人形》を前に、リナ共々微妙な顔にならざるを得ない事実が、二人の横の壁から響いてくる。

『ほれ、そこじゃっ……そこで女子が《キャー！　こわーい！》と悲鳴を上げて、男の腕うでに抱だき着く！　ほれ、早くっ……早くゥ！』

（（……こいつのほうが、よっぽどだよなぁ……））

　残留思念というか幽霊のようなもの、しかも壁から呪術師の顔半分がはみ出している状態である。もはや入り口の段階で出オチが約束された《岩人形》は憐あわれでしかないが、リナは先へ進むため、仕方なく呪術師の要求に乗ってゼルガディスの左腕に抱き着いた。

「……きゃー、こわーい。ゼル、たすけてー」

「ヒイッ……こわっ……」

「おうゼルどういう意味よソレ。ちょっとツラ貸しなさいよコラ。張り倒たおすわよコラ」

「後でどれだけ請せい求きゆうされるかを考えると恐おそろしい……怖くて前が見えん……」

「あたしゃぼったくり酒場の悪徳女か！　ったく、仮にも仲間相手に請求なんて……ちゃんと少しは勉強してあげるっての！」

「やだ、良心的……できれば金を取らん前提で話を進めて欲しかった……」

　冗じよう談だん交じりの会話……であってほしいと願うゼルガディス。そんな二人を眺ながめていた呪術師の残留思念が、不意に呟く。

『ヒュウゥ～……恐きよう怖ふを共有して急接近する二人の距きよ離り……たまりませんなァ！　ええぞ、ええぞ……この調子で、どんどん汝なんじらのラブラブっぷり見せつけてくれやァ！』

「こんなんでイイのか!?　思った以上にハードル低くないか!?」

「いやまあ……あたし的には、意外と恥ずかしかったんだけどな……ま、とにかく、簡単なのに越こしたことはないでしょ？」

「それは、そうだが……しかし、何というかだなっ……ええい、モヤモヤするっ！」

　煩はん悶もんするゼルガディスの反応も尤もつともだ、とリナでさえ思わずにいられない。と、そこで回廊の先に佇たたずんでいた《岩人形》が、ゆっくりと声を放った。

『ア、アア……ヤット、ヤクメ、オワッタ……ヤッテクル《かっぷる》ヲ、コワガラセルトイウ、ヤクメガ……コレデ、ヨウヤク、ネムレル……』

「役目がカワイソすぎる！　何十年もこんなコトのために待たされていたのか!?」

『アナタタチニ、カンシャヲ……ソシテ、ワレニ……《安息をミイス》』

「！　ご、《岩人形》……いや、《岩人形》さァーん！」

《岩人形》が最さい期ごに呟いた言葉がキーになったかのように、硬質な岩塊がぼろぼろと崩くずれていき、最後には砂の山と化した。《岩人形》という存在自体と決して浅からぬ関係であるゼルガディスなどは感情移入してしまったのか、思わずうなだれている。

　そんなゼルガディスの背中を、ぽん、とリナが叩たたきながら語りかけた。

「ゼル……顔を上げて、前を向きなさいな。あたし達は、進まなきゃならないのよ……彼の犠ぎ牲せいを、無む駄だにしないためにも……」

「……そうだな、リナ……行こう。俺達は悲しんでなど、いられないのだから……！」

　ぐっ、と握にぎり拳こぶしを作り、前を向きなおしたゼルガディスに、呪術師も声を掛けた。

『うむ、早く進むのじゃ……そして若き情欲の滾たぎるさまを見せつけ、我を満足させるがよい。ほれ、きびきび進めーい。《試練》はまだまだ序の口じゃぞーい』

「おう呪術師テメェ許さんぞ！　肉体あったら五分裂ざきにしてやってたぞマジで！　こんなアホな役目のために数十年も待たされた《岩人形》さんに謝れコラァ！」

「どーどー、どーどー、落ち着いてゼル。キャラが大分ぶっ壊こわれてるわよー」

　軽く我を忘れているゼルガディスを後ろから羽は交がい絞じめにして制しながら、リナはリナで先行きの不安をため息として吐き出すのだった。







　悲しき犠牲（？）を乗り越え、ゼルガディスとリナは先へ進む。回廊の先にあった扉とびらを開くと、そこは魔術書などが乱雑に散らばる広い書しよ斎さいだった。

　書斎の奥に、更さらに扉がある──が、ゼルガディスとリナが押しても引いても、扉は頑がんとして動かない。ショルダーガードで体当たりするかのように扉へ全体重をかけていたリナは、少しばかり苛いら立だった声を漏もらした。

「ふっ、ふんぎぎぎっ……！　ああもうっ、なぁによこれっ！　鍵かぎ穴あなも見当たらないし、他に扉なんて無いし……どうしろってのよ！　おーい、呪術師ー！　出てこーいっ！」

「……出て来る気配は無いな。まあ大方、隠かくれて様子を窺うかがって楽しんでるんだろうが……しかし参ったな。どうすれば進めるんだ？」

「う～っ、こんな扉、いつもの魔力が出せれば一発なのに……仕方ない、ゼル！」

「ああ……まあ、やってみるか」

　リナに促うながされ、先ほどは活かつ躍やくの機会が無かったブロード・ソードを抜き放ち、今度こそ、と全身に力を込こめて振ふり下ろす──

「すうっ──ぜあっ！　……ッ」

　──が、一いつ閃せんを放ったはずの扉には、まるで傷が付いていない。かすり傷一つ無いのは明らかにおかしいと、ゼルガディスが軽く舌打ちする。

「ちっ……どうやらこの扉も入り口同様、特とく殊しゆな結界で守られているみたいだな……こういう随ずい所しよで研究の完成度の高さが窺えるのに、呪術師がアレなせいでイマイチ素す直なおに褒ほめられんのも腹立つが……ちっ、ちっ」

「すごい不服そうねぇ……でも確かに、これじゃガウリイの馬ば鹿か力ぢからでもビクともしなさそうだわ。ホント、どうやって進めってのかしら」

　どうしたものか、と立ち止まっていると、例の呪じゆ術じゆつ師しの声が響ひびいてきた。

『クックック……さあ、次の《試練》じゃ……この扉は、我が設定した《とある呪じゆ文もんの詠えい唱しよう》でしか開かぬ……そちらの御お嬢じようさんの唱える呪文でのみ、な』

「！　やっと出たか鬼き畜ちく呪術師……っと、《呪文の詠唱》、だと？　そうは言っても、一体何の呪文を詠唱しろっていうんだ？」

『ククク、慌あわてるでない……その呪文は、ほれ、そこの……机の上の書物に、記されてある……じゃが、ククク……それを見て、果たして平静でいられるかな……？』

「……？　何だ、一体……どんな書物だ──って？」

　呪術師の指定した机の上を見て、ゼルガディスが思わず目を丸くする。何やら戸と惑まどっている様子の彼を見て、リナもその後ろから机の上を覗のぞき込む……が。

「？　なになに、何があったのよ？　書物って──は？」

　リナもまた、それを目まの当たりにし、ゼルガディス同様に固まってしまう。

　その書物を──ある人は、穢けがれし魔の書と呼ぶ。しかしまたある人は、神聖なる宝と崇あがめ奉たてまつる。表紙に描えがかれたる姿は見るからに艶つやっぽく扇せん情じよう的な女によ人にんの姿で、あるいは人々を劣れつ情じように導き、あるいは人々に賢けん者じやたる時を与あたえるであろう、人によっては不ふ浄じようの象しよう徴ちよう、良い子は見ちゃあいけません、いわゆる禁断の一品──

　そう、これは、これこそは───エロ本、だ。

「……おい、鬼畜呪術師……これは一体、何だ……どういうアレだ？」

『ククク……今こそこの羞しゆう恥ちたる禁断の書物、女人に音読させ、頰ほおを染めて恥はずかしがる様を見せつけてもらおう……その可か憐れんなる様こそ、男児の夢……クーックックック！』

「まさかコレを読むコトが《試練》だっていうのか……この鬼畜変態呪術師が……」

『ククク……な、なんか増えた!?』

　先ほどの《岩人形》の件をまだ根に持っているらしいゼルガディスに、呪術師の残留思念も軽く戸惑わされる。が、ここへ来てまさかのエロ本を前にして、リナとゼルガディスは再び微び妙みような心境に陥おちいっていた。

（（こいつ、ホントに人里からずっと離はなれてたんだろーか……））

《試練》を通して垣かい間ま見みる呪術師の俗ぞくっぽさといい、なぜか存在するエロ本といい、何というか《生しよう涯がいをかけて研究に明け暮れた》という情報も噓うそくさい気がしてくる。本当はちょくちょく人里に下りていたのではなかろうか、この呪術師。

　まあ、真しん偽ぎのほどは、今となっては定さだかでない。それよりも重要なのは、とりあえずこの《試練》とやらを乗り越えてお宝を手にすることだ、とリナが足を踏ふみ出す。

「はあ……こんなアホみたいな《試練》じゃなければ、もっと粛しゆく々しゆくとした気持ちで臨のぞめたんでしょーけどね……しゃーないか」

「り、リナ……やって、くれるのか？」

「いやまあ、気が乗らないっちゃ気が乗らないんだけどね。でも、ま……ゼルの身体からだが戻もどるかも、って割と真ま面じ目めな話だし……やってあげるわよ。気が乗らないけど」

「！　……リナ、すまん……恩に着るっ……！」

「ふふん、いいってコトよっ。しっかし気が乗らないわホント……」

　心底から気が乗らないのは確からしいが、リナはそれでも《試練》に挑いどんでくれるらしい。そんな彼女の背中を見送るゼルガディスの目には、言葉では伝えきれない感謝（と申し訳なさ）が込められていた。

　そしてついに、稀き代たいの美少女天才魔道士（自じ称しよう）リナ＝インバースは、この忌いむべき《試練》を攻こう略りやくするため、それを手に取る──エロ本を、その手に──！

「さあ、行くわよ──耳かっぽじって、よ～く聞きなさい、この助べえ共っ！」

『ククク……よかろう、かかってくるがよい！　その麗うるわしき美声で、残留思念と成り果てた我が情念を揺ゆさぶるが良い！　詠唱項こう目もくは十ページ目からの赤線引いてるところからです！　よろしくお願いします！』

（……あれ？　今さりげなく俺も、助べえの仲間にされた!?）

　ちょっと捨て置けない事実に気付いたゼルガディスだが、もはやリナは止まらない。

　ついに……ついにリナは開いた──エロ本を。凜りんと強気な双そう眸ぼうが、目標を捉とらえる──エロ本を。そして呪術師の《試練》を攻略するため、声こわ高だかに音読し始めた──エロ本を！

「うふんくすぐったい。だめよもうすぐママがかえってくるんだから。とマーガレットはいったのだがボブはごういんに……」

「な、何か甚はなはだ微妙だー!?　その、コメントしにくいが、妙に古ふる臭くさいというか……いや数十年以上も前の本だし当然かもしれんが、リナの棒読み加減も相まって、一いつ切さいの劣情も覚えんぞ!?　しっかしエロ本についてとか、コメントしにくいコトこの上ないなホント！」

　本当にコメントしにくいのだろう、この微妙としか形容しえないエロ本朗読を解説しながらも、割と純なところのあるゼルガディスは少しばかり顔を赤くしている。

　ちなみに、この妙ちくりんな《試練》を提示してきた呪術者はというと──

『ひゃあああ!?　美少女が淫いん猥わいなる書物に記されし卑ひ猥わいな文章を朗読しているぅぅぅ!?　言こと霊だまが……言霊が我の魂たましいを揺さぶるぅぅぅ!?』

「いいんだな、これで!?　呪術師のおどろおどろしさとか尊厳とか、もはや完全に爆散して消え去ってるけど、いいんだな!?」

　何を今さら、という感じではあるが、ゼルガディスは律りち儀ぎにツッコむ。しかしなぜかリナは、そんな彼をエロ本と交こう互ごに見比べつつ、冷ややかな流し目を送った。

「ふーん、男ってこんなのが好きなんだー……へぇー、ほぉー、ふうぅぅ～ん……」

「えっ。……おいちょっと待てリナ……違ちがう、全すべての男がそういうワケじゃない。だから、俺をそんな蔑さげすんだ目で見るな……俺に変なイメージを付けようとするなぁ！」

「さっきの《岩人形》の時にあんだけキャラぶっ壊しといて、今さらナニを……大だい丈じよう夫ぶよ。まあゼルも男だし、仕方ないでしょ……こういうのに？　興味が？　おありでもぉ？」

「だから違うっての！　その冷たい目はやめろ！　俺はこんなのに興味なんて──」

『フヒィィィ!?　美少女の見下すような冷たい視線、ご褒ほう美びです……ゴチになります！　もっと……もっとくださぁぁぁい！』

「お前もう何でもアリだろ！　《試練》とは一体何だったのか！」

　この遺い跡せきに到とう着ちやくした当初、確かに感じていた《道のりの困難さ》は──ある意味、全く別の困難さに置き換かわってしまったのだ、とゼルガディスは鮮せん明めいに感じていた。







　固く閉とざされていた扉は、リナのおかげであっさりと開いた。広い書斎のような部屋を抜ぬけ、再び長い回かい廊ろうを歩いていたリナが、この珍ちん妙みような《試練》について文句を漏らす。

「ったく……何かここまで、あたしばっか色々やらされてない？　不公平だー。男女差別だー。職務怠たい慢まんだー。職場環かん境きようの改善を要求するー」

「職務怠慢は違うだろ……だがまあ、付き合わせてる身として、悪いとは思って──」

『安心せよ……次の《試練》は、男側が対象じゃ……クックック』

「っ、いきなり出てくるな、鬼畜変態呪術師──って、なに!?」

　唐とう突とつな指名を受けたゼルガディスが、つい身み動じろぎする。だが、呪術師は待ってはくれない。いや、《試練》は既すでに迫せまってきていた。

『ほれ……汝なんじらは既に、我の術中よ……道の先を、見てみよ……』

「!?　術中、だと……はっ!?」

　呪術師の示す方向には──ありえない。数十年以上、誰だれも立ち入ることのなかったこの場所に、絶世の美女が立ち尽つくし、ゼルガディスに向けて艶っぽい動作で手招きをしていた。しかし、あまりにも現実味が無さすぎる、とゼルガディスは思案する。

「この感覚、あの女の気配の不自然さ……これは、まさか……《夢幻覚イリユージヨン》!?」

「え……ゼルにも、あの女の人が見えるの？」

「!?　リナも見えるのか!?　そんな、バカな……」

《夢幻覚》は受けた者にのみ作用する幻げん覚かくのはず。リナに見えるはずが無い──が、その疑問には、呪術師が答えてきた。

『ふっ、簡潔に説明すれば……汝ら一人一人にではなく、この空間に発生させた、我独自の《夢幻覚》と言ったところじゃ……我が施し設せつの力で吸収した魔ま力りよくを使うことにより、ここにのみ限定で発生させられる、独自の意思すら持つ幻覚よ……』

「くっ、また無む駄だに高度な真似まねをっ……し、しかし、幻覚なんぞ発生させて、一体ナニをしようと──」

『──ウフフ……ウフフ……』

「！　あの幻覚っ……喋しやべることもできるのか!?」

　技術の無駄遣づかいは留とどまるところを知らないが、呪術師の意図が分からない状じよう況きようでは、ゼルガディスも戸惑うしかない。

　……いや、違った。呪術師の意図など、最初から一つしか無かった。それは──

『ウフフ……ねぇん、おにいさ～ん……私と遊んで、い・か・な・い？』

「「………………」」

『ウッフ～ン……ほらほら、遠えん慮りよしなくてイイわよ～ん？　ほぉらぁ～？』

　いきなりクネクネと身動ぎしながら誘さそってくる幻覚の美女に、ゼルガディスとリナは沈ちん黙もくするしかない。が、その反面、呪術師は何やら熱を上げていた。

『くぅっ……キタァァァ！　ほうれ、どうじゃ！　汝、どうじゃ！　堪たまらんじゃろ……美女の誘ゆう惑わく、堪らんじゃろ！　あんなん現実にあったら、三秒で即そく座ざに転げ落ちるしかないじゃろ！　クックック……片割れの前で、果たして耐たえられるかな!?』

「……いや、あの」

『ウッフ～ン……ねえねえ、遊びましょぉよぉ～……ほらほらぁ・♡』

「………………」

　根気よく誘ってくる幻覚の美女、だがしかし──特に近寄ってくることもなく、その場で台詞せりふを吐はきながらクネクネしているだけだ。まあ、近寄ってきたところで幻覚なのだから触さわれないだろうが、どうにもパターンに乏とぼしすぎる。

　そんな幻覚の美女に、ゼルガディスは面めん倒どうそうにではあるが、渋しぶ々しぶ声を掛かけた。

「あー、おい、えーと……その、なんていうかだな……」

『！　あら～ん？　私と遊ぶ気になったかしらぁ～？　ウッフフ～ン？』

「いや、全くそんな気にはならん。……というか、色仕掛けにしても、クネクネしてるだけって、芸が無いんじゃないか？　まあ、積極的になられても困るが──」

　これまた律儀に指し摘てきするゼルガディスだが、そこで幻覚の美女は急に狼ろう狽ばいし始めた。

『!?　なっ、ばっ……積極的にとか、ナニ考えてんですかっ！　ハレンチですよ、ハレンチ……えっちぃのはダメですよ！　ほんともうっ……ほんともうっ！』

「あの術者にしてこの幻覚ありかいっ！　というか……そんなんで、一体何の遊びに誘ってるっていうんだ!?」

『え……それは、その……おにごっことか、おままごと……とか？』

「子供の遊びかっ！　誘惑もへったくれもあったもんじゃないぞ！」

『えっ……でも、これ以上の誘惑とか、そんな……恥ずかしいし……』

「………………」

　一転してもじもじと恥じらう幻覚の美女に、ゼルガディスも思わず沈黙。そんな彼の横で、リナも呆あきれながら口を開いた。

「はあ……ったく、ナニやってんだか……障害にもなりゃしないわよ、こんな《試練》。ほら、ゼルだってこの通り呆れて──」

「これはこれで」

「うおいゼルぅーっ!?　どういう反応よ、そりゃあっ!?」

「正直、男は異性に対し、恥じらいというものを求める部分があり……我、男であるがゆえに、それを否定できぬ部分も……ありおりはべり……」

「なによその満まん更ざらでも無い反応は、こらぁーっ！　アンタ、あたしに対する扱あつかいと違いすぎんじゃないの!?　おうおうっ!?」

　胸むな倉ぐらを摑つかんでガタガタと揺さぶってくるリナに、ゼルガディスは『こういうトコだよなぁ……』と頭で思いながらも、口には出さず耐え忍しのんだ。

　一通り揺さぶって疲つかれたのか、ぜぇぜぇと息を荒あららげるリナから解放され、ゼルガディスは改めて行く先を見み据すえた。

「さて、冗じよう談だんはここまでにして、だ……」

『！　遊ぶ気になった!?　あ、じゃなく……なったかしらぁ～ん？　ウッフー……ン？』

　誘惑（？）してくる幻覚の美女だが、ゼルガディスの反応は彼女にとって思いがけないもの──一いち瞥べつもくれることなく、あっさりと通り過ぎて行った。

「さっきも言ったが、全くそんなつもりは無い……通らせてもらうぞ」

『なっ……そ、そんなぁ～、何でぇ～!?　ほらほら、私、美女なんでしょ!?　男なら美女と遊びたいんじゃないの!?　ね、ねえねえ、ちょっとぉ──』

「……悪いが」

　なおも引き留めようとしてくる幻覚の美女に──ゼルガディスは、簡潔に一言。

「俺には、成すべき目的がある──子供と遊んでる暇ひまなんて、ないんでな」

『！　あ……ああ、あ……』

　ゼルガディスの突つき放すような視線と言葉を受け、幻覚の美女は小さく身み震ぶるいし、

『ヤダ……イケメン……───』

　……また微び妙みような言葉を残して、霞かすみのように消え去った。

　そんな一連のやり取りを目まの当たりにし、呪じゆ術じゆつ師しの残留思念も焦しよう燥そうする。

『ばっ、馬ば鹿かなっ……幻覚とはいえ美女の誘惑を受けたにも拘かかわらず、心乱すこともなく突き放すとはっ……く、くそう……覚えてろやーいっ！』

「悪役か！　まあ、見た目的にはしっくりくるが……しかしまあ、相変わらず微妙な《試練》だったな。なあ、リナ？　……リナ？」

　声を掛けるも、返事が無い。どうしたのか、とゼルガディスが振ふり返ると──そこには先ほどゼルガディスが幻覚の美女に向けていた以上に、冷ややかな目をしたリナが。

「……あ、ども、むっつり助べえさーん。お疲れでーす」

「いや誰が助べえだ!?　さっきのエロ本のネタをまだ引っ張って……え、むっつり？」

「『これはこれで』『恥はじらいというものを求める部分が』……ねえ？　まあ、男だもの、しょぉ～がないですわよねぇ～～～？　ねぇ、むっつり助べえさん？」

「……いや、あの……それは、ただの冗談で……」

「え、なに？　むっつり助べえさん？」

「……いや、だから、その……」

　全く取りつく島も無いリナに、追い詰つめられたゼルガディス氏から一言。

「……す、すまなかった」

「あら、別に気にしてないわよぉ？　……むっつり助べえさん？」

「……勘かん弁べんしてください……お願いだ……お願いします……」

　謝り倒たおすゼルガディスだが、残念ながらリナの機き嫌げんが直るまでには、まだまだ時間が必要そうだ。







《夢幻覚》の《試練》を突とつ破ぱし、改めて先へ進むゼルガディスとリナだが、二人の間には微妙に気まずい沈黙が流れていた。ふんっ、ふんっ、と不機嫌そうに前を歩くリナには、声を掛けるのも躊躇ためらわれる。

　とはいえ、このままでもいられない。それにここへ来て、一つ伝えたいこともある──ゼルガディスは意を決して、リナに向けて言葉を紡つむいだ。

「……なあ、リナ、ちょっといいか？」

「あーら、なにかしら、むっつり助べえさん？」

「そのネタを引っ張るのはやめろぉっ！　……い、いや、そんなコトより、だ」

　こほん、と咳せき払ばらいしたゼルガディスが、気を取り直して話を続けた。

「……こんな妙みようなコトに付き合わせて、悪いな。いや、そもそもこんなアホな《試練》なんかが待ち受けてるなんて、微み塵じんも思わなかった訳だが……しかし、結果的におまえがいなければ、俺はここに入ることもできなかった。だから、何というか……すまん」

　真しん摯しに謝るゼルガディスに、そこまで不機嫌気味だったリナが──

「……ぷっ！　トートツに真ま面じ目めくさった顔したかと思えば、そんな……あっはは！」

「……え？　お、おい、リナ？」

　いきなり噴ふき出されて戸と惑まどうゼルガディスだが、リナは笑いながら続けた。

「ふふっ……ったく、アンタは相変わらず、変なトコで生き真面目よねー。……むっつり助べえさんの割には」

「い、いやだからっ……それは誤解でだなっ──」

「別にイイわよ、あたしだってお宝ちゃん目当てだし、お互たがい様さまよ……でしょ、ゼル？」

「！　お、おお……」

　ようやく名前で呼んでもらい、むっつり助べえを脱だつしたゼルガディスは小さく拳こぶしを握にぎり締しめる。けれどリナは、更さらに言葉を付け足した。

「……でもまあ、一つ文句をつけるなら」

「？　……文句をつけるなら？」

　尋たずねながらリナへ視線を向け直すと──びしり、彼女はゼルガディスの鼻先に人差し指を突き付けながら、一言。

「こーいう時は、『悪い』とか『すまん』なんて謝るんじゃなく、お礼を言うモンでしょ！　そーいうトコ、気が利きかないんだから、ホント！」

「！　……リナ……」

　リナから受けた指摘に、『その通りだ』とゼルガディスはたじろぐ。目当てがお宝だとしても、ここまで彼女はきっちり付き合ってくれている。今この瞬しゆん間かんのように、何だかんだと不満は連ねていても、だ。

「ったく、そんな他た人にん行ぎよう儀ぎは減点よ。大体、これだけ長い付き合いなんだし……まあ、腐くされ縁えんこじらせた結果なトコは否いなめないけど……仲間に対して、そんなねぇ──」

　尚なおも口酸っぱく説教してくるリナに──ゼルガディスは口元に小さく笑えみを湛たたえながら、割り込むように一言を発した。

「ありがとな───リナ」

「！　……ん、ふふんっ、そーそー、素す直なおでよろしいっ♪」

　ゼルガディスの素直な一言に、リナも上機嫌な笑顔で応こたえた。《明かり》が灯ともっていても薄うす暗ぐらい回かい廊ろうで、ともすれば重くなってしまいそうな足も、何となく軽くなった気がする。それはゼルガディスもリナも、同様だった。

　互いに笑い合い、意い気き揚よう々ようと歩を進めようとした──のだが、しかし。

『──ええのぉーっ！　互いに信しん頼らいし合う男女の絆きずな……もうどうにも堪らんモンを感じるのーっ！　これじゃ……我、こういうんが見たかったんじゃあー！　ヒャッフゥー！』

「……まあコイツが出てくるたびに、ちょっと帰りたいな、って思うのは確かなんだけどね？　割と本気で」

「り、リナ、そう言わず……その言い分には果てしなく同感だが」

　せっかく軽くなった足取りも、鉛なまりを巻き付けられたかの如ごとく、一瞬で重くなってしまうのだった。……と、そんな微妙な心境に叩たたき落とされた二人だが、

「……ん？　あれは……次の扉とびら、か？」

　ゼルガディスが呟つぶやく通り、新たな扉を見つけて二人は立ち止まる。先ほどの書しよ斎さいの件といい、こちらにも特とく殊しゆな仕し掛かけがあるのでは、とリナが警けい戒かいしつつ扉に手を掛けた。

「ふんぬっ。……うん、ビクともしないわね……はあ、なーんかイヤな予感するんだけど、これってつまり……」

『そう、その通り──次なる《試練》の始まりじゃ。うむ、かなり流れが摑めてきたようじゃな。感心、感心……』

「こんな流れ摑みたくなかったわ！　はあ……魔ま法ほうが使えれば、ホントもう一瞬で消しよう滅めつさせちゃるのに、ホンットもう……」

　物ぶつ騒そうなことを呟きつつ肩かたを落とすリナに、ゼルガディスの申し訳なく思う気持ちは更に増ぞう幅ふくされていくが、しかし彼女はめげることなく呪術師に問いただした。

「んで、次は何すればイイわけ？　まさかとは思うけど……キスしろ、だなんて言わないでしょーね？　だとしたらアンタ、乙女おとめの唇くちびるを何だと──」

『ばっ……ちゅ、チューとか汝なんじ、ハレンチだっつーの！　一足飛びだっつーの！　マジ信じらんねっつーの……これだからイマドキの若いモンはだっつーの……』

（大だい丈じよう夫ぶそうだ）

　この呪術師、変な要求をしてくる割には、思春期男子の如きウブさである。それがまた微妙さを加速させている気はするが、かといって過激な要求をされても困るし、これはこれで良しとするしかない。

　それはそれとして、勝手に恥ずかしがっていた呪術師が、遥はるか昔に消え去った威い儀ぎを正し、空気の振しん動どうする音声を発してきた。

『さて……若人わこうどよ、我が過か酷こくなる《試練》を、よくぞここまで乗り越こえてきた』

（まあ別の意味で過酷だったがな……）

『しかし、お互い残念極きわまりないだろうが……《試練》は次で、最後じゃ。ここを乗り越えた暁あかつきには……我が研究の集大成、《遺産》を譲ゆずり渡わたそう』

「よっしゃ終わる！　……え、な、なに!?　本当か!?」

　思わず本音が出たゼルガディスだが、呪術師の言葉を信じるならば、これが最後の《試練》らしい。リナと顔を見合わせ、ぐっ、と握り拳を作るゼルガディスに、呪術師は厳おごそかに《試練》の内容を告げる。

『さて……ここまで汝らの絆、しかと見せてもらった。恐おそるべき《岩人形》……げふんげふん、おばけを目の当たりにしても、片割れを見捨てて逃にげ出すこともなく。甘美なる恥ち辱じよくの宴うたげを強要されても、背を向けることもなく。《夢幻覚イリユージヨン》の誘ゆう惑わくを受けてさえ、心揺ゆらぐこともなく』

（（どれもすごい微妙だったからなぁ……））

『だが、最後は──いや、最後だからこそ、ここで一発、でっかい花火を散らして欲しい。そう……今こそ、ここでっ──』

　呪術師が、虚うつろな残留思念とは思えない機き敏びんな動作で、びしっ、と二人を指差す。

『カップル同士、互いの好きなところを言い合う──《告白合戦》を希望する──！』

「「…………はっ？」」

　珍ちん妙みよう極まる《試練》の内容を突き付けられ、呆あつ気けに取られたゼルガディスとリナだが、

「「は……はあああっ!?　こ、告白ぅ!?」」

　叫さけび声を揃そろえた直後、呪術師に慌あわてて背を向け、二人は小声で話し合う。

「お、おい、リナっ……コクハクって何だ、酷こく薄はくか!?　ど、どうしろというんだ!?」

「ガウリイみたいなコト言ってんぢゃないわよ！　コクハクったら告白でしょーが！」

「や、やはりそうだよな……しかし告白なんて、ほとんど経験も無いし、いきなり思いつかんぞ……り、リナ、おまえは告白とかしたコトはあるのか？」

「まっさか……この花も恥じらう超ちよう絶ぜつ純情可か憐れん乙女、告白されるコトは星の数でも、したコトなんて無いわっ！　されたけりゃ国の一つでも持ってこんかいっ！」

「おまえの自己評価の高さ、相変わらずスゴイな！　って、そんな冗じよう談だんを言ってる場合じゃないぞ……そもそもカップルでもない俺達に、告白云うん々ぬんなんて……た、互いの好きなところを言い合えとかほざいてたが、上手うまくはぐらかせるか……!?」

　ぼそぼそと相談し合う二人、だが──呪じゆ術じゆつ師しはそんな猶ゆう予よも与あたえてくれない。

『おーい、若人達、どうしたんじゃー？　イチャつきたいのは分かるが、せっかくだから我に見せてくれんかのー。おーい？』

「！　お、おほほ、そうでございますわねー……じーちゃん、ごめんザマスねー？」

「は、ははは、全く困ったマドモアゼルだなー？　ま、まあそんなところもお茶目で可愛かわいいんだけどナー？　シルブプレー？」

『汝らどうした？　急激にキャラぶれしとるぞ？　我が言うのもなんじゃが』

　ゼルガディスに至っては、どこの世界のどこの国の言葉だろうか。どうにも戸惑いを隠かくせない二人だが、最もキャラぶれ甚はなはだしい呪術師は、せっかちにも急せかしてくる。

『さあ、恥はずかしいのは分かるが……いやむしろ女子が恥ずかしがるのは、そりゃもう大歓かん迎げいじゃがぁ！　早く、早く見せて……いや、魅みせてくれっ……汝らの嬉うれし恥ずかし気恥ずかしい告白合戦を、我に魅せてくりゃりゃあ!?』

「くっ……さすが呪術師、何てウザさだっ……！」

「っ、こ、こーなったら、なるようにしかならないわっ……さあゼル！　遠えん慮りよせず、この天才美少女魔道士リナ様に思いの丈たけをぶつけなさい！　良かったわねアンタ簡単で！」

「あっおまズルッ！　さりげなく自分のターン後回しにしやがって！　くっ……す、好きなところと言ってもだな……うーむ、うーむ……」

　恐ろしくがめついとか、基本的に乱暴とか、欠点は言えるんだけどな、と考えるゼルガディスを、獰どう猛もうな野や獣じゆうのような目で睨にらむリナ。割と空気の読めるゼルガディスは、彼女の欠点を何とか喉のどの奥に押し込め、辛かろうじて言葉を紡つむぎ始めた。

「そ、そのー、あー……魔法が、得意で……剣けんも、それなりに使える……ぶっちゃけ竜りゆうや魔族よりも強い……そこらの男より、千倍は頼たよりになる……」

「へい、ゼル。そーいうんじゃないでしょ。もっとこう……あるでしょ？　……あるだろう!?　怒いかり狂くるうわよ！　ほら、あたしの超ちよう絶ぜつ秀ひいでてるこのルックスとか──」

「る、ルックス？　ルックス、って。…………」

　自分で言うな、と思わなくもないが、変に生真面目なことに定評のあるゼルガディスは、真剣な表情でリナを見つめ──ぼそり、言葉を紡ぎ出す。

「顔は……悪く、ないと思う。……いや、かなり、可愛いほうだと……思う」

「……おぉ……」

　ゼルガディスの拙つたない褒ほめ言葉に、不意打ちを食くらったような声を漏もらすリナは、どうも満まん更ざらではなさそうだ。しかしゼルガディスにしてみれば、恥ずかしくて仕方ない。

「……何だ、これ……何だこれ！　恥ずかしすぎるっ……何でこんな所まで来て、面と向かってこんなコト言わねばならんのだ!?　いや、何より……この変態呪術師の前で言わねばならんのがイヤだ！　あああ、恥ずかしいっ！」

『ほれほれ、恥ずかしがっとらんで、ちゃっちゃと続けんかーい。ヒューヒュー、もう汝コクっちゃえよー。ヒュッヒュヒューイッ』

「おおお貴様ァァァ！　覚えてろよ……ホントもう覚えてろよ！　《遺産》もらったら貴様の書斎、燃やし尽つくしてやっからな！　エロ本ごと昇しよう天てんしくされっ！」

『ごめんなさいやめてください』

「そこまでエロ本が大事か!?　……っ、ああ、あーっ……っ！」

　呪術師に怒りの矛ほこ先さきを向け、話を逸そらしていたゼルガディスだが──《試練》はまだ、終わっていない。この告白とやらを切りあげるべく、黙もくして待つリナと向き合った。

「だから……付き合いも長いし、だな……一いつ緒しよに旅したり、今みたいに困難と立ち向かったり……そういうおまえを、頼りにしてるし……だから、そういうトコがだな……」

「……うん……うん、うん」

「その、すっ……好きなほうだと、思うぞ!?　……い、以上、終わりだっ！」

　気恥ずかしさが頂点に達したのか、青黒いはずの肌はだに朱しゆを上うわ塗ぬりしつつ、思い切り顔を背そむける。リナもまた照れ臭くさいのか、人差し指で頰ほおを搔かきながら、ふっ、と軽く笑えみを浮うかべ、ゼルガディスの肩に手を置き、一言。

「やるじゃん」

「どんだけ上から目線!?　おまえは何者だよ！」

「ま、アレよね……ゼルの貴重なデレが見られただけでも、このアホな《試練》も捨てたモンじゃないわね……アレね、デレゼルね、デレゼル」

「訳の分からんコトを言うな！　そして俺に変なあだ名をつけるのはヤメロォ！」

「ふっ……まあまあ、落ち着きなさいな。アンタの健けん闘とうに免めんじて、あたしもいっちょ、盛せい大だいに応えたげるからさ……感謝しなさいよ？　ふっふっふ……」

「!?　お、おお……？　何だ、リナ……何か、余よ裕ゆうだな……？」

　その意外な様子に驚おどろきを隠せないゼルガディスへと、リナは口元に軽く笑みを湛たたえつつ、声こわ高だかに言い放った。

「神の気まぐれにより地上に舞まい降りし、この超絶美少女天才大魔道士の、魔王も放ほっとかない恋れん愛あいの手て練れん手て管くだ──今こそ見せてくれるわぁーっ！」

「花も恥じらう超絶可か憐れん乙女じゃなかったのか？」

「モッテモテの超絶可憐乙女なのっ。ふんっ、街を歩けばしょっちゅうナンパされまくりのあたしが、見事にこの状じよう況きようをもあしらってあげるわっ！」

「ナンパのようにあしらって大丈夫か？　何か告白とかを求められてるようだが」

　一いち抹まつの不安に駆かられるゼルガディスだが、そこでリナに思わぬ変化──こほん、と小さく咳せき払ばらいした彼女は、何やら真剣な顔をして、ゼルガディスと真正面から向き合った。

「……ゼル、まあ、改めてこんなコト言うのは……恥ずかしいんだけどさ。今日まで一緒に冒ぼう険けんしたり、一緒に戦ったりしてきて……争うコトも、そりゃあ、あったけど……何だかんだ言って、あたしはアンタのコト、嫌きらいじゃないわよ」

「……!?　お、おい、リナ……急に、何だ？　そんな……」

「いいから、黙だまって聞いて。……ねえ、ゼル？」

　いつもとはまるで違ちがうしおらしい言動に、ゼルガディスは思わず警けい戒かい……いやいや、戸と惑まどってしまう。しかしリナは、そんな彼に向けて、小さく目を伏ふせながら続けた。

「今まで、何度も助けられたわね……アンタってば、ピンチの時に限って、ここぞとばかりにオイシイとこ持ってってくれちゃってさ……でも、何て言ったらイイのかな……アンタのそういうトコ、すっごく頼りになる、って……本気で思ってるのよ？　ホント……そんなアンタのコト……ゼルの、コト……」

「……リナ……」

　その語気はいつになく真剣味を帯びており、ゼルガディスも軽く圧あつ倒とうされてしまう。そしてリナの紡ぐ言葉の熱っぽさが、とうとうクライマックスに達し──！

「あたしっ……きっと、忘れないからっ……忘れないからあっ！」

「俺、死ぬのか？」

　非常に縁えん起ぎでもないリナの言い分に、ゼルガディスも遠い目をしながらツッコむ。リナはリナでヒートアップしているのか、ハンカチで目元を拭ぬぐいながら小芝しば居いを続けた。

「ああっ……ホントに頼りになる、イイヤツでした……なのに、まさか……あんなコトになろうとは……」

「なあ、俺に何があったんだ？　そこんトコ、ハッキリ教えてくれないか？　気になって今晩、眠ねむれなくなりそうなんだが」

「ゼル……無茶しやがって……でも大だい丈じよう夫ぶ、アンタのコト、時々思い出すからさ……だから、ゆっくりと、おやすみなさい……ううっ」

「今ここに居る俺の存在も思い出してほしいんだが？　おい、リナ……リナさーん」

　呼べど叫べど、浸ひたりきっているリナに届きはしない。そろそろゼルガディスも心配になってきたが、それを眺ながめていた呪術師はというと。

『う、ううっ……ええ話や……なんちゅうええ話や！　片割れが死しても、その思い出を胸に生きていく力強さっ……これが、これが……未亡人萌もえってヤツですかァ！』

「死んでねぇよ俺は。ていうかアンタ、何でもアリだったなそういや」

「ホント、変に難しく考えても、損するだけよねぇ。ね、ゼル？」

「おうリナ、おかえり。はあ……何かもう、最後の最後でげっそり疲つかれたな……」

　ゼルガディスが大きなため息を吐つきながら肩かたを落とすのと、ほぼ同時に──《試練》のクリアを示すかのように、閉とざされていた扉とびらが音を立てて開いた。







　想像を絶する恐おそろしき試練（？）を乗り越こえ、ゼルガディスとリナは、ついに辿たどり着いた。遺い跡せきの最さい奥おう、《呪術師の遺産》が眠る、その場所へ。

　遺跡の奥深くにあって、一ひと際きわ広大な大広間の中で、リナが感かん嘆たんの声を漏らす。

「ふ、ふわぁっ……呪術師がアレだし、実のところあんま期待してなかったんだけど……これ、予想外に……すっごいわね……！」

　リナの言葉が示す通り、広間には所ところ狭せましと《お宝》が敷しき詰つめられていた。とはいえ、金銀財宝の類たぐいは少ない。代わりに、魔ま力りよく増ぞう幅ふくのための《呪符タリスマン》。魔力を封ふうじ込めるためのルビーやエメラルドなどの宝石。

　その一つ一つが、既すでにして金銀財宝のそれを上回る価値を秘ひめているかもしれない。予想以上のお宝を前にして目を輝かがやかせるリナだが、隣となりに立つゼルガディスの視線は、大広間の中央に釘くぎ付づけだった。

「……あれが……《呪術師の遺産》……」

　大広間の中央には、巨きよ大だいな五ご芒ぼう星せいの魔ま法ほう陣じんが。一見すれば《破法封呪ルーン・ブレイカー》にも見えるが、しかし《魔力が弱まっている》のとは逆に、その魔法陣の内部では膨ぼう大だいな魔力が渦うず巻まいているのが感じ取れた。

　無言で立ち尽くすゼルガディスへと、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな呪術師の残留思念が、空気を振しん動どうさせる声をゆっくりと放つ。

『これぞ、我が研究の集大成……この施し設せつそのものを魔力の収集装置として機能させ、恒こう常じよう的に魔法陣の中心へと魔力を蓄たくわえる術……汝なんじらがこの建物内で魔法の力を吸収されていたのも、それによってである』

「なるほど、な……しかし、確かに莫ばく大だいな魔力が蓄えられている……《賢けん者じやの石》に匹ひつ敵てきする、という話も、あながち間ま違ちがいではないかもしれん……」

『左様……とはいえ、魔力を蓄えるのにも時を要する。ゆえに、今の魔力量を使用できるのは、一度限りじゃ。何に使うのかは知らぬが……良く考えて使うのじゃな』

「……使い道は、もう決まっている。しかし、ここまで来て何だが……正直、苦労させられっぱなしだったし、別にこういうコトを言う義理も無いような気はするが……その、感謝……する。アンタの研究の集大成を、譲ゆずってくれるコトを」

『……ふっ、構わぬよ……いや、今となっては、是ぜ非ひとも汝らに使ってほしいと……我は、願っている』

「……え？　どういう意味、だ？」

　怪け訝げんそうに尋たずねるゼルガディスだが、呪じゆ術じゆつ師しは薄うっすらと笑みを浮かべて言った。

『我は人里を離はなれ、死ぬまで一人で、研究に明け暮れた……ゆえに我は、若きカップルの情欲がぶつかり合う様を見たいと望んだ……その想おもいが残留思念にまでなって、我をここに留とどまらせていた……』

「……ああ、残留思念にしてはハッキリ明確に意思を持って行動しすぎな気もするが……そのせいで、苦労させられた訳だからな。痛いほど良く分かって──」

『じゃが、本当は──こうして誰だれかと対話をし、孤こ独どくを埋うめたかった──それだけだったのかも、しれんな』

「！　……アンタ……」

　遠くを眺めるようにして呟つぶやいた呪術師に、ゼルガディスは何となく、物もの寂さびしい感情を覚えた。こんな所にたった一人、残留思念を抱いだいてまで留まり続けた彼の心情を思うと、何も言えなくなってしまう。

　しかし呪術師は、過ぎたことだ、と言わんばかりに、また薄っすらと笑ってみせる。

『さあ、若人わこうどよ……遠えん慮りよせず、我が研究の集大成を受け取るが良い。それこそが、汝らの望みじゃったはず……汝らに使われるなら、我も思い残すことはない』

「……ああ……感謝する」

　重ねて礼を述べたゼルガディスに──リナが後ろから背を叩たたきつつ、声を掛かける。

「ゼル。……これでようやく、アンタの念願が叶かなうわね」

「リナ……ああ、そうだな。……そう願うばかりだ」

「あはは、ここへ来て弱気になりなさんなって！　まあ、何だかんだ……今のアンタだって、割とイイ男だと思うわよ？　これで見納めと思うと、ちょっと寂しいかもね～」

「ふっ……言ってろ！　さて、それじゃ……」

　リナに笑いかけたゼルガディスが、魔法陣へと向き直り、ついに歩を踏ふみ出す。一歩ずつ近づくたびに、中央に溜ためこまれた膨大な魔力を肌で感じた。

　凄すさまじい魔力──これを利用すれば、《合成獣キメラ》と化してしまった自分の身体からだを、元の人間の姿へと戻もどすことも、本当に可能かもしれない。

　一歩、また一歩、歩を進めるごとに、高まる期待の中──

「……──ッ！　……これ……は……」

　突とつ然ぜん、ゼルガディスの足が止まる。急に呆ぼう然ぜんと立ち尽くした彼に、動向を見守っていたリナが怪訝な声を上げた。

「？　ゼル……どうしたの？　……？　ゼル──うっ!?」

　瞬しゆん間かん、異変が起こった──ずん、と重い地じ響ひびきのような音が聞こえたのと同時に、自分達のいる遺跡が揺ゆれ動き始めたのだ。

　一体どうしたことか、と焦あせるリナの耳が、地響きに紛まぎれた呪術師の笑い声を捉とらえた。

『クク、ク……ククク……』

「!?　なっ……何よ、何がおかしいのよ、アンタ！」

『クッ、クックック……クックック……！』

「……──！　まさか……まさか、アンタ──！」

　瞬間、リナは思い至る──これは罠わなだ、と──！

　良く考えれば、おかしかった。ここへ至るまでに乗り越えてきた《試練》、確かに変な苦労はしたものの、果たしてそれほど難しいものだっただろうか。

　否いな、身を挺ていすこともなく、命と引き換かえにすることもない。《賢者の石》に匹敵し得うる研究と引き換えるにしては、あまりにも簡単なものだった。では、なぜあの呪術師は、己おのれの研究成果を餌えさにしてまで、自分達をここまで引き入れたのか。

　それは、恐らく──あの孤独をこじらせてしまった呪術師の、本当の望みは──死し出での旅への道連れを、手に入れることではないのか──！

「ッ……このっ、鬼き畜ちく変態呪術師っ……！」

　呪術師の真意に気付き、悔くやしそうに歯は嚙がみするリナへと──笑い声を漏もらしていた呪術師が、地響きの中で振動する音声を発する。

『やっべ……魔法陣に近づいたら施設自じ爆ばくすんの……忘れてた☆』

「こっ──この鬼畜変態うっかり呪術師──！」

『ま、また増えた!?　うう、すまぬ、すまぬ……我、残留思念じゃし、忘れとったの……そういや自爆装置の解除呪じゆ文もんとかあったはずじゃけど、それも忘れたっつうね……』

「ちょい待ちアンタいい加減にせんかーいっ!?　どどどーすんのよ、この状じよう況きよう！　思い出せぇっ！　解除キーを思い出せぇっ!?」

『もう完全、忘ぼう却きやくの彼方かなたっぽい……テヘペロ☆　……でも我、汝らのイチャイチャ見続けて、超ちよう満足……もう思い残すコトは無いんで、このまま昇しよう天てんするッスー』

「うぉーいふざけんなぁー！　こらぁー！　アンタだけ勝手に満足して勝手に成じよう仏ぶつしてんぢゃねーっ！　悪あく霊りようになってでも現世に留まれぇーっ！」

『汝らなら、きっと何とかしてくれるって、信じてる……我ら、ズッ友だョ……！』

「あたしら的にはアンタなんか永遠の敵じゃぁぁぁ！　覚えてなさいよアンタ！　あたしらがそっち行ったら、魔族もドン引くほどの報むくいを与あたえてやっかんねぇぇぇ!?」

　そんなリナの叫さけびも空むなしく、呪術師の残留思念は途と轍てつもなく満足そうな笑顔と共に昇天していった。大いにイラッと来たリナだが、しかし今はそれどころではない。そんなやり取りをしている間に、とうとう遺跡は崩くずれ出してしまったのだ。

「ど、ど、どーすっ……どーしよっ!?　こーなったら、大魔法でも一発ぶちかまして……ああっ、ダメっ、遺跡の効果、まだ生きてるっぽい!?　魔力が吸い取られて……これじゃ、大した威い力りよくが出ない……は、八はつ方ぽう塞ふさがりじゃない！」

　慌あわてふためき右往左往するリナ、だがしかし──思いがけず冷静な声が響ひびいてきた。

「リナ……落ち着け」

「！　ぜ、ゼル！　どうしよっ……このままじゃあたし達、生き埋めよー！　やだー！　若い身空でこんなボロい遺跡でおっ死ぬなんて、やだー！　ゼル、助けてっ──」

「いいから、落ち着け──遺跡の効果が生きてるなら、好都合だ。……この窮きゆう地ちを脱だつする術すべは、一つだけ……ある」

「ふぇ？　え、それ、って……──！　ま、まさかっ！」

　尋ねながら、リナも《窮地を脱する術》に気付く。こくり、ゼルガディスは一つ頷うなずきながら──魔法陣を指差した。

「あの鬼畜変態うっかり呪術師の、研究の集大成──あの魔法陣に蓄えられた魔力を……リナ。……おまえが、使うんだ」

「ッ！　でも、ゼルっ……アンタ、せっかく身体、元に戻せるかもしんないのに……そのために、ここまで来たのにっ……！」

「……いいさ。身体が元に戻っても、命を拾い零こぼしちゃ本ほん末まつ転てん倒とうだ。……だから、リナ。遠慮せず……やってくれ」

「！　……ゼル……」

　地響きの中に、崩れ始めた天てん井じようが地に落ちる音が交じりだす。そんな中、リナはゼルガディスの言う通り、己の足を魔法陣の中央へと踏み入れた。

「わかったわ──せめてもの手た向むけよ。思い切り派手に、やったげる──！」

　膨大な魔力の渦巻く中心で、リナは前方へと両りよう腕うでを差し出し、呪文の詠えい唱しようを始める。

「──黄昏たそがれよりも昏くらきもの　血の流れより紅あかきもの　時の流れに埋うずもれし　偉い大だいな汝の名において　我ここに闇やみに誓ちかわん」

　リナが《混沌の言語カオス・ワーズ》を綴つづっていくのと共に、ぴし、ぴし、と周囲へと魔ま力りよくの波動が[image: 迸]ほとばしる。リナ自身の精神力に蓄たくわえられた膨大な魔力が上乗せされ、崩れ落ちてくる天井の一部さえも近寄れず、中空で粉々に砕くだけてしまう程ほどに。

「我等が前に立ち塞ふさがりし　すべての愚おろかなるものに　我と汝が力もて　等しく滅ほろびを与えんことを──！」

　そしてついに、《力ある言葉》に導かれ──リナの《大魔法》が発動する──！




「───《竜破斬ドラグ・スレイブ》───!!」




　リナが両手を上方へと掲かかげた、その瞬間──荒あれ狂くるう魔力が解放され、閃せん光こうが天空へと舞まい上がっていったのだった──







　リナの放った《竜破斬》の余波で、呪術師の遺い跡せきは、あっさりと崩ほう壊かいした。

　崩れてくる瓦が礫れきを天井ごと吹ふき飛ばすため、天に向けて《竜破斬》を放ったのは、結果的に正解だったかもしれない。増大した魔力による《竜破斬》の一いち撃げきは、真正面へ向けて放てば、山の一つや二つは消し飛ばしかねない破は壊かい力を秘ひめていたのだ。かなり乱暴なやり方だったが、結果的にほとんど無傷で命を拾えたのだし、結果オーライと言える。

　しかしゼルガディスは、廃はい墟きよと化した遺跡の瓦礫に、物言わず腰こしかけていた。気落ちして当然かもしれない。自身の身体を元に戻せたかもしれないのに、その手段が失われたのだから……と思いきや、それは違ちがう。リナは全すべてを理解していた。

「ゼル……あの《呪術師の遺産》に蓄えられてた魔力……あれじゃ、アンタの《合成獣》になった身体を元に戻すには足りない、って……アンタは、気付いてたのね？」

「……ああ、その通りだ」

「あたしも、あそこに足を踏み入れて気付いたわ。確かに、一呪術師が完成させたなんて信じられない、凄すごい力だったけど……とてもじゃないけど《賢けん者じやの石》には及およばない。あれくらいじゃ、どう利用したところで……目的の達成は、難しいわね」

「……ああ、そうだな」

　わかっている、と頷いたゼルガディスが、小さく笑えみを浮うかべながら顔を上げた。

「まあ──呪術師がアレだったしな。別に不思議でもないさ。この身体を元に戻す方法は、また改めて探せば良い。いつも通り、ってヤツだ……気にしちゃいないさ」

「……ゼル……」

　その言葉は強がりだと、付き合いの長いリナには理解できた。ゼルガディスがどれほど自身の身体からだを元に戻もどすことを念願にしているか、知っているからだ。

　けれど彼が、これくらいで諦あきらめるはずはない、と──リナはそれも分かっていた。だからこそ、下手な慰なぐさめを口にするより、リナはニカッと笑みを浮かべ、

「──おしっ！　ほれ、ゼル……暗い顔しなさんなって！」

「うおっ！　……り、リナ？」

　いきなり肩かたを組んできたリナに、ゼルガディスは怪け訝げんな顔を向ける。対するリナは笑顔のまま、明快な声を投げかけた。

「ま、今回も残念でしたってコトで──ゼルのために、残念ぱーちーを開いてあげよー！　あたしの奢おごりだから、遠えん慮りよしなさんなっ♪」

「え。……は、なにっ!?　おごっ……あのリナが、奢り……だと……!?」

「おうナニよその反応。ちょい失礼しちゃうんですけど、ゼルぅ？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶか、リナ……まさか、あの魔ま法ほう陣じんを使ったことで、何か副作用が!?　そうでなければ、天変地異の前まえ触ぶれか!?」

「し、失礼すぎんでしょーが！　……そりゃま、理由がないわけでも……ないけどぉ？」

「ん？　……え、あ……リナ、おまえ、それはっ!?」

　にやり、不敵な笑みを浮かべたリナが、ばさり、黒マントをひるがえすと──マントの内側には、魔法陣の大広間に所せましと敷しき詰つめられていた、《呪符》や宝石、魔力を秘めた宝玉の数々が──！

「ま、まさかっ……い、いつの間に!?」

「アンタがあの呪じゆ術じゆつ師しと話し込んでる間に、あたしはせっせと仕事してたのよん。おほほ……このリナ＝インバース様を、お舐なめでないわよーっ！」

「な、なんつう……くっ、はは……ホントおまえは、タダじゃ転ばないというか……」

　呆あきれを通り越こして、さすがだ、と思わず失しつ笑しようしてしまうゼルガディス──そんな彼の笑顔を見て、リナは満足そうに頷きながら、真しん剣けんな声を出した。

「……ゼル、ま、今回も残念だったけどさ……大丈夫よ。アンタの身体を元に戻す方法は、絶対、ぜ～ったい、どっかに転がってるはずだからさ」

「！　……リナ……」

「だから、また、その手がかりを見つけた時は──このあたしが、手伝ってあげるわよっ！　……今回同様、お宝の報ほう酬しゆう付きでねっ。にひひっ♪」

　宝石の一つを指で摘つまみ、上じよう機き嫌げんに笑うリナを見て──気落ちしていた自分がいつの間にか消えていたことに、ゼルガディスは気付く。

　リナの前向きさを見習わなければならない、とゼルガディスは思う。彼女の言う通り、己の身体を元に戻す術は、必ずどこかにあるはずだ。それを探し当てるまでにイチイチ気落ちしていては、キリがない。

　それを教えてくれた、自じ称しよう・美少女天才魔道士は──弾はずんだ声で、呼びかけてくる。

「そんじゃ、ゼルっ──おいし～ごはんでも、パーッと食べに行くわよんっ！」

「ふっ……ああ、そうだな。遠慮なく、奢られてやるよ」

「あーらナマイキ！　でもま、いいわっ。アンタのおかげって部分もあるしねっ！　そんじゃ、元気出して──いってみよーっ！」

　スキップするような軽い足取りで、山道を進むリナを見つめるゼルガディスは──

（おまえのそういう部分に……結構、助けられてるよ。……ありがとな……リナ）

　その口元に小さな笑みを湛たたえたまま、前向きな心境で、彼女の背中を追うのだった。





呪じゆ術じゆつ遺い跡せきの偽愛戦争ラブナロク：完






























「冥王ヘルマスターフィブリゾのー、世界滅ぼし会議ー」

　暗い空間の中。円えん卓たくについた小こ柄がらな少年がそんな声を上げた。

　肩かた口ぐちをくすぐる黒くろ髪かみに、少女と見まごうような愛らしい顔立ち。彼に声をかけられれば、恐おそらく誰だれしもが頰ほおを緩ゆるめてしまうような紅顔の美少年である。

　しかし、今この場にいる三つの人ひと影かげは、怪訝そうに眉まゆをひそめるばかりだった。

「……冥王ヘルマスター殿どの。二、三聞きたいことがあるのだが」

　フィブリゾの左方に座っていた長身の女性が、腕うで組ぐみしながら声を発する。癖くせの強い金きん髪ぱつに、しなやかな筋肉を備えた体たい軀く。全身から滲にじみ出る偉い容ようと野性的な雰ふん囲い気きは、どことなく獅し子しを思わせた。

「ん、なんだい、ゼラス」

「ここは一体どこなのです？　まさか夢の中などとは言いますまいな」

　言って女性──獣王グレーター・ビーストゼラス＝メタリオムが、周囲をぐるりと見回す。しかしそこにあるのは、果てすら知れない見み渡わたす限かぎりの闇やみのみだった。

「というか──」

　と、それに続くように、今度はフィブリゾの右方に座っていた華きや奢しやな黒髪の女性が、あごに指を一本当てた。

　──海王デイープシーダルフィン。フィブリゾ、ゼラスと同じく、赤眼の魔王ルビーアイシャブラニグドゥの腹心たる高位魔ま族ぞくの一人である。

「なぜ生きておられるのですか、冥王ヘルマスター様。確かあなたは、随ずい分ぶん前に消しよう滅めつしたと聞いたのですけれど」

　言ってダルフィンが、不思議そうに黒目がちの双そう眸ぼうを瞬またたかせる。

　彼女らの言葉に、フィブリゾは小さく笑いながら肩をすくめた。

「なるほど、きみたちの疑問ももっともだ。──結論から言うと、ぼくは別に生き返ったわけじゃあないよ。いくら輪りん廻ね転生を『視みる』ことができるぼくでも、自身を甦よみがえらせることなんてできるはずがないからね」

「なら、今わたくしたちと話をしているあなたは一体──」

「話は最後まで聞くものだよ、ダルフィン」

　フィブリゾはダルフィンの言葉を止めるように指を一本立ててから、続けた。

「──確かにあのとき、ぼくは『あのかた』によって世界から存在を消し去られた。

　でも、『あのお方』の力の影えい響きようか、ぼくの意識は『ここ』に残り続けたのさ。

　今きみたちと話ができている理由も単純だよ。

　──ぼくが、きみたちの意識のみを『ここ』に呼んだんだ」

「…………」

　フィブリゾの言葉に、ゼラスとダルフィンは押おし黙だまった。その様は言葉の真しん偽ぎを推おし量っているようにも見えたし──『ここ』が一体どこなのかを察したようにも見えた。

　フィブリゾがニッと唇くちびるの端はしを上げ、言葉を続ける。

「もう察しは付いているみたいだね。

　そう──『ここ』はきみたちが混こん沌とんの海と呼ぶ場所。




　またの名を──『あとがき』という」




『…………は？』

　フィブリゾの言葉に。

　ゼラスとダルフィンの声が見事にハモった。

「ええと……もう一回言ってもらってもいいでしょうか、冥王ヘルマスター殿」

「だから、ここは混沌の海──」

「いや、その続き。またの名の方」

「あとがき」

「そうそれ。一体何なのです、それは」

　ゼラスが、困こん惑わくしきった様子で問う。フィブリゾはあははと笑った。

「そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。あとがきとはいっても、ここは端の端だから。その証しよう拠こに、まだここには地の文があるだろう？」

「地の文!?　地の文ってなんですの!?」

　ダルフィンが額に汗あせを滲ませながら叫さけびを上げる。ちなみに地の文とは台詞せりふ以外の文章、つまりこれのことである。

「まあ、細かいことはいいじゃないか。ああ、ちなみにぼくはここでは冥王ヘルマスターではなく部下の部下Ｆと呼ばれている」

「部下の部下Ｆ!?」

「ああ、あまり深層には行かないように気を付けておくれよ？　もとの世界では冥王ヘルマスターと呼ばれたぼくだけど、ここでは下したっ端ぱの下っ端だ。深みにはまったら助けられないからね」

「し、深層……まだここより先があると？」

「うん。そっちの方では、赤眼の魔王ルビーアイ様が手て縫ぬいの金ラメタキシードを着たりしてる」

「金ラメタキシード!?」

「あとは雪ダルマになったり」

「雪ダルマ!?」

「たまに烏うー龍ろん茶ちやのボトルで殴なぐられたり」

「烏龍茶!?……って、そもそも烏龍茶ってなんですの!?」

「ああ、知らない？　茶葉を半発はつ酵こうさせた中国のお茶でね……」

「中国ってなんですのーっ!?」

　ダルフィンが甲かん高だかい声を上げる。高位魔族にあるまじき狼ろう狽ばいっぷりではあったが、無理からぬことであろう。フィブリゾは感かん慨がい深ぶかげにうなずいた。

「わかるよ。ぼくも最初ここにきたときはそうだった。でもそのうち気づくんだ。──考えるだけ、無む駄だだって」

「…………」

　達観したようなフィブリゾの口調に、ゼラスが渋じゆう面めんを作りながらも首を振ふった。未いまだ自分が置かれた状じよう況きようを理解しきれてはいないようだったが、動どう揺ようと狼狽は、精神生命体である魔族にとって命取りになりかねないと判断したのだろう。

「と、とにかく。まずは話を進めていただこう。貴公の話が本当だとして、なぜ我らをここに呼んだのです？」

「もちろん、話をするためさ」

「話……？」

「ああ。既すでに亡なき者とはいえ、ぼくは魔族。世界に秩ちつ序じよある滅びをもたらしたいという気持ちは今も変わらない。そこで、元五人の腹心の長おさとして、まだ生きているきみたちに助言をしようと思ってね」

「な、なるほど……」

　無理矢理自分を納なつ得とくさせるように、ゼラスはうなずいた。というか、ようやく理解できる言葉がフィブリゾから発せられたことに安あん堵どしているようにも見えた。

「……で、本音は？」

「ぶっちゃけやることないんで話し相手が欲ほしかったんだよね」

「……おい」

「はっ」

　ゼラスとダルフィンに半眼で睨にらまれ、フィブリゾは肩を揺ゆらした。

「ふふ……ぼくを誘ゆう導どう尋じん問もんにはめるなんて、なかなかやるようになったじゃないかゼラス」

「いや、誘導尋問……？」

　ゼラスが頰をかくと、ようやく呼吸を整えたダルフィンが肩をすくめた。

「ま、まあ、いいではないですか。わたくしたちに知ち恵えを授さずけてくれるというのは間ま違ちがいないようですし」

「むう……まあ、そうだな」

　ゼラスが渋しぶ々しぶといった調子で首しゆ肯こうすると、フィブリゾが満足げな笑えみを作った。

「──では改めて。歓かん迎げいするよ、獣王グレーター・ビーストゼラス＝メタリオム。海王デイープシーダルフィン。覇王ダイナストグラウシェラー」

「…………！」

　と、フィブリゾがそう言ったところで、円えん卓たくの向かいに座っていた鎧よろい姿の男が、ガタッと椅い子すを揺らした。

　──まるで、いきなり自分の名を呼ばれて驚おどろいたかのように。

「……グラウシェラー」

　ゼラスが、グラウシェラーを睨ねめ付つける。

「おまえ、今寝ねていただろう」

「寝てなどおらぬ」

「なぜ噓うそをつく」

「噓などついておらぬ」

「では、ここがどこか言ってみろ」

「…………」

　グラウシェラーは辺りをぐるりと見回したのち、再び椅子を揺らした。

「はっ……なぜ冥王ヘルマスター殿がここに!?」

『…………』

　ゼラスとダルフィンがジト目を作ってグラウシェラーを見る。だがフィブリゾは、そんなグラウシェラーに気分を害した様子もなく、快活に笑った。

「あっははは、どうやら彼はいち早くこの場所に馴な染じんでいるようだね」

「……どういうことです？」

　ゼラスの問いに、フィブリゾはまたも笑って返すと、話を戻もどすように円卓に向かった。

「とにかく、話を始めよう。世界に秩序ある滅ほろびをもたらすため──」

　だがそこで、再び、フィブリゾの言葉は中断させられた。

　しかし、今度の原因はグラウシェラーではない。

「──おいおい、面おも白しろそうなことしてんじゃねーか」

　そんな野太い声が、どこかから響ひびいてきたのである。

「な……」

　いち早くその声の主を察したゼラスが、小さく息を漏もらす。

　だが、それも当然だ。何しろその声の持ち主は、フィブリゾ同様、既に世界から消え去った存在のはずだったのだ。

「……ガーヴ」

　今まで朗ほがらかな顔をしていたフィブリゾが、渋面を作りながら言う。するとそれに答えるように、闇の中から象ぞう牙げ色のコートを纏まとった大おお柄がらな男が一人、歩み出てきた。

「おう、フィブリゾ。オレ抜ぬきで同窓会たぁ、相変わらず人が悪いじゃねーか」

　言って、炎ほのおのように赤い髪かみを揺らしながら、野性的な笑みを浮うかべてみせる。

　その男の名を知らぬ者は、今この場にはいなかった。──魔竜王カオスドラゴンガーヴ。かつて魔族に反旗を翻ひるがえし、冥王ヘルマスターに討うたれた元魔ま王おうの腹心である。

「ガーヴ！　おまえまでもがここに!?」

　ゼラスが声を上げると、ガーヴがフフンと鼻を鳴らした。

「ああ。何の因果か知らねーがな。にしても、随ずい分ぶん久しぶりじゃねーか。えー……」

　ガーヴが、眉まゆ根ねを寄せてゼラスを見つめる。

「……すまん、誰だれだっけ」

「ゼラスだ、ゼラス＝メタリオム。……裏切り者とはいえ、かつて共に戦った同どう胞ほうの顔を忘れるとは何事だ！」

　ゼラスの言葉に、ガーヴが目を見開いた。

「獣王グレーター・ビースト!?　ちょっと待てオイ、ゼラスっつったらもっとこう、髪長くて華きや奢しやで、ついでに煙管キセルとか吸ってなかったか!?」

「それはアニメ版だ！」

「えっ、じゃあ羽の生えた鎧姿の狼おおかみっぽい──」

「それはＳＦＣスーフアミ版!!」

「……ゼラス、ゼラス」

　と、叫ぶゼラスに、ダルフィンが声をかけた。

「なんだ、今この不届き者に──」

「いや、そうではなく。……先ほどからアニメとかＳＦＣスーフアミとか、何のことを言っているんですの……？」

「は……っ!?」

　ダルフィンの言葉に、ゼラスが顔を戦せん慄りつに歪ゆがめる。

「な、何だ……？　今私は何を口走ったのだ？」

　と、ゼラスが手を震ふるわせていると、ガーヴが何かに気づいたようにポンと手を打った。

「あ、ってこたぁもしかしておまえさん、ダルフィンか？」

「何を当然のことを」

「いやー、悪い悪い。獣王グレーター・ビーストと海王デイープシーのペアっていったら、猫ねこと、それにくわえられた魚のイメージだったからよ」

「それは！」

「年賀状の話ですわ！」

『は……っ！』

　口を揃そろえて叫さけびを上げたゼラスとダルフィンが、これまた同時に息を詰つまらせる。どちらも、今自分の口から出た言葉が信じられないといった様子だった。

「あー、二人とも、もう『ここ』の毒に当てられ始めたか。気を付けろよー。戻れなくなるぞ」

　ガーヴは適当な調子でそう言うと、動揺するゼラスとダルフィンから、鎧姿の男に視線を移した。

　するとそれに合わせるように、鎧の男があごを上げる。

「よもや、我のことも忘れたとは吐ぬかさぬだろうな」

「はっ、安心しろよ。ようやく見知った顔が出てきて安心してるところだ。久しぶりだな、えー……熱血最強ゴウザウラー」

「誰だそれはッ!?」

　グラウシェラーがたまらずといった調子で叫びを上げる。

「ああすまん。……元気爆ばく発はつガンバルガーの方だっけか？」

「我の名は覇王ダイナストグラウシェラーだ！」

「ああ、それそれ。絶ぜつ対たい覇は王おうグラウシェラー」

「なぜ絶対とかつける!?」

「悪い悪い。エルドランシリーズにいそうな名前ってのは覚えてたんだけどなー」

　ガーヴが言うほどには悪びれていない様子で笑う。グラウシェラーが憤ふん然ぜんと息を吐はいた。

「……まったく、無礼にもほどがあるぞ」

「まあ許せって。はっは、それより格好良くねえか、絶対覇王グラウシェラー」

「ふざけるな。なんだそのネーミングセンスは」

「あン？」

　と、グラウシェラーの言葉に、ガーヴが急に表情を一変させた。

「なんだ？　気に障さわったとでもいうのか？　フン、元はと言えば貴様が我の名を間違えるのが悪いのだろう」

「違ちげぇよ。そんなんじゃねえ。それに関しちゃ確かにオレが悪いしな」

　ガーヴが目を伏ふせ、頭かぶりを振る。

「──ただ。ただ、だ。

　グラウシェラー、てめぇにネーミングセンスのことを言われるのだけは我が慢まんならねぇ！」

「な、なんだと？」

　さすがにその言葉は予想外だったのか、グラウシェラーが顔を困こん惑わくの色に染める。

　しかしそれを聞いていたフィブリゾ、ゼラス、ダルフィンの三人は、

『あー』

　と一様に納得した様子でうなずいていた。

「おい、なんだその『あー』というのは」

「いや……だってねぇ」

「うむ……」

「そうですわよねえ……」

　三人が言葉を濁にごしながら顔を見合わせる。

　グラウシェラーは意味がわからないといった様子で眉み間けんに深いしわを刻んだ。それを見てか、ガーヴがやれやれと肩をすくめる。

「グラウシェラー、おまえさんトコの覇王将軍ジエネラルと覇王神官プリーストの名前、全部言ってみ」

　将軍ジエネラル、神官プリーストとは、彼ら魔王の腹心が、自分の側近として作り出した高位魔ま族のことだ。無論その名前は、主あるじである腹心たち本人が命名することになる。

「何……？　なぜそんなことを」

「いいから、ほら」

「……、覇王将軍ジエネラルシェーラ、覇王将軍ジエネラルノースト、覇王神官プリーストディー、えー……あと覇王神官プリーストグルー……グロウ……？」

　グラウシェラーが眉根を寄せて考え込む。腹心たちが額に汗あせを滲にじませた。

「まさか覚えていないのか……」

「自分の部下の名前を？　冗じよう談だんでしょう……？」

「ま、まあ、どっちにしろだ！」

　ガーヴが、呆あきれ顔がおをしながらも叫ぶ。

「……覇王ダイナストグラウシェラーの部下が、ディー、ノースト、グルー（仮）、シェーラ……って、舐なめてんのかてめぇ!?　安直にもほどがあるわ！」

「な……っ！　別に構わぬだろうが！　人の陣じん営えいに口を挟はさむな！」

「うるせえ！　よくそれで人のネーミングセンスをどうこう言えたな！　なんだその名前！　合体か!?　合体でもすんのか!?　このＤＸ四体合体・絶対覇王グラウシェラー！」

「このッ、まだ言うか！　というかそんなことを言うなら、獣王グレーター・ビーストのところの獣神官プリーストはどうなるのだ！」

　叫び、グラウシェラーがゼラスを指さす。

　確かにゼラスの部下である獣神官の名はゼロス。グラウシェラーの言い分もわからなくはない。

　しかし当のゼラスは狼ろう狽ばいするようすもなく、悠ゆう然ぜんと足を組んだ。

「私の側近はゼロス一人。私が心血を注いで創つくり上げた分身だ。それに己おのれの名を与あたえることの何がおかしい」

　ゼラスが言う。グラウシェラーは我が意を得たりと首しゆ肯こうした。

「そらみろ。何もおかしくはないではないか」

「いやいやいやいや。それは違ちがうのでは？」

　グラウシェラーの言葉に首を振ふったのは、ガーヴではなくダルフィンだった。

「なんだ。何が違うというのだ」

「だってあなた、シェーラちゃんに名前の由来聞かれたとき『なにゆえ、たかが道具の名前に拘こだわる必要がある』とか言っていたではありませんの。シェーラちゃんかなりショック受けていましたわよ。あれはひどいですわー。いくら魔族とはいえドン引きでしたわー」

　ダルフィンが渋しぶい顔をしながら言う。するとグラウシェラーは小さく息を詰まらせてから、気まずそうに視線を逸そらした。

「たわけ。本人を前に名の由来など言えるか」

「なぜ？」

「………………恥はずかしいではないか」

　言って、グラウシェラーがポッと頰ほおを染める。

　四人の魔族たちは頰の代わりに顔を戦慄の色に染めた。

「えええええ……」

「うっわきめぇ。おっさんツンデレかよ」

「とかいうわりには、覇王神官プリーストの名前一人曖あい昧まいでしたし……」

「可哀かわい相そうにシェーラ……こんなおっさんのもとに生まれなければ」

「う、うるさい！　貴様らには関係あるまい！　というかフィブリゾ殿どの！　会議をするのならば、早く始めていただこうか！」

　グラウシェラーがぷいと顔を背そむけながら叫ぶ。どうやらうつらうつらしながらも、会議をするということだけは聞いていたらしい。フィブリゾは乾かわいた笑えみを浮うかべながらも姿勢を正し、円えん卓たくに向き直った。

「……そうだね。じゃあ始めようか。あまりみんなに時間を取らせても悪いし」

「そ、そうですね」

「わかりましたわ」

　フィブリゾの言葉に従うように、ゼラスとダルフィンもまた、椅い子すに座り直す。

「よっと」

　と、それに続くようにして、ガーヴが空いていた席に着いた。

　フィブリゾが、それをギロリと睨にらみ付ける。

「どういうつもりだい、ガーヴ。ここは、きみがいていい場所ではないよ」

「はっ、堅かたいこと言うんじゃねーよ。どうせ死んだ身、生前のしがらみは忘れようじゃねーか。オレだって一応魔ま王おうの腹心だぜ？　元お仲間に助言くらいしてやるよ」

「人間と混じってぼくらに反旗を翻ひるがえしたきみが？」

「はっは、知らなかったのか？　人間てのは気まぐれなんだぜ？」

「…………」

　ガーヴが言うと、フィブリゾは数瞬の間黙だまったあと、フンと鼻を鳴らした。

「まあいい。ただし、邪じや魔まをするようであれば、今度こそ永えい劫ごうに消えてもらうからね」

「おうおう、冥王ヘルマスターサマは相変わらずお怖こわいねェ」

　ガーヴが茶化すように肩かたをすくめる。フィブリゾは構わず、皆みなの方に目を向けた。

「思わぬ横よこ槍やりが入ったけど、始めようか。──ぼくたちの世界を滅ほろぼすために一体何が必要か」

　フィブリゾが言うと、グラウシェラーが気を取り直すようにコホンと咳せき払ばらいをしてからそれに返した。

「それに関しては、わかりきっていることでありましょう。まずは一刻も早く、赤眼の魔王ルビーアイ様を宿した残りの人間を見つけ出すべきだ」

　宣言するように言いながら、力強く拳こぶしを握にぎる。

　彼らの主たる赤眼の魔王ルビーアイシャブラニグドゥは、五千年前の神魔戦争の折、赤の竜神フレアドラゴンスィーフィードとの戦いによって七つに分かたれ、それぞれ違う人間の中に封ふう印いんされてしまった。それを甦よみがえらせることが魔族にとっての最優先事じ項こうであるのは自明のことだ。

　しかしその言葉に対し、ダルフィンが「あら」と肩をすくめた。

「確かにそれはその通りかもしれませんけれど、人間と混じってしまっているというのは、予想以上に厄やつ介かいな問題ですわよ。──ちょうどそこにも悪い例がいますし」

　皮肉げな口調でそう言って、ダルフィンがガーヴに視線を送る。ガーヴは小さく鼻を鳴らした。

「そうだなー。もし宿主の人間がとんでもない野や郎ろうだったら、魔王の力を勝手に使われちまうかもなー。目にもとまらぬ早さで食くい逃にげしたり、精神世界面アストラル・サイドから女湯覗のぞいたり、村人脅おどしてキャベツ二玉と豚ぶたコマ肉を生いけ贄にえに要求したり」

「そんな小さなことに魔王様の力を使わないでくださいましっ！」

　ダルフィンがたまらずといった調子で叫ぶ。

「と、とにかく、宿主となっている人間の自我が強すぎた場合、わたくしたちの思う通りに力を振るってくれるとも限りませんわ。魔王様自ら滅びを望まれる……なんてこともあったくらいですし」

「……あの件に関しては、貴様らに責任がないとは言わせぬぞ」

　グラウシェラーが憤ふん然ぜんとした調子でダルフィンとゼラスを睨み付ける。

　実は以前、彼は魔王の宿る人間を見つけ出したことがあるのだが、それをとある人間の手によって滅ぼされてしまっていたのである。

「せっかく我が、七つに分かたれた赤眼の魔王ルビーアイ様の一人を見つけ出したというのに、貴様らが馬ば鹿か正直にあの人間たちを魔王様の元に案内など──」

　だがゼラスは、さして気にした様子もなく鼻から息を吐はいた。

「我らは魔族。魔王様の望むことをしたまでだ。それに何の文句がある」

「ふふ、それに、あんな偶ぐう然ぜんに頼たよったやり方を誇ほこられても反応に困りますわ」

「なんだと、貴様ら」

　グラウシェラーが語気を強め、鎧よろいをがしゃりと鳴らしながら姿勢を前ぜん傾けいさせる。

　まさに、一いつ触しよく即そく発はつ。三人の間で、常人ならば気絶してしまいかねないような殺気が荒あれ狂くるった。

「まあ、落ち着きなよ」

　と、乱れかけた場の空気を立て直すように、フィブリゾが凜りんと声を響ひびかせる。

「確かに赤眼の魔王ルビーアイ様復活はぼくたちの悲願。魔王様を宿した人間の捜そう索さくは今まで通り続けてくれ。──でもそれと同時にできることだってあるだろう？」

「できること、ですの？」

　ダルフィンがあごに指を当て、首を傾かしげる。フィブリゾはそれに返すようにうなずいた。

「ああ。赤眼の魔王ルビーアイ様が復活されたなら、千年前の降魔戦争のように、残る赤の竜神フレアドラゴンの分身との本格的な戦いが始まる可能性がある。ならば、そのための『場』を整えておくことも重要だろう？」

「つまり──今のうちに敵の力を削そげと？」

　ゼラスが言う。フィブリゾが満足げに目を細めた。

「そういうことさ。水竜王アクアロード亡なきあとも、未いまだ世界には他の分身や神族の力を受うけ継つぐ者、赤の竜神フレアドラゴンを祀まつる寺院が残っている。少し……目め障ざわりに思わないかい？」

　フィブリゾが顔を笑みの形に歪ゆがめると、それに応ずるように腹心三人が首肯した。

「なるほど」

「確かにその通りですわ」

「承知。神族に傅かしずく愚ぐ者しや共を狩かり尽つくしてくれましょうぞ」

「ふーん……」

　するとそこで、円卓に肘ひじを突つきながら話を聞いていたガーヴが、半眼を作りながら皆の顔を見み渡わたした。

「で……そうなると誰だれが赤の竜神の騎士スイーフイード・ナイトをやるんだ？」

『…………』

　ガーヴの言葉に、皆が一いつ瞬しゆん身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　赤の竜神の騎士スイーフイード・ナイト。

　その名の通り、赤の竜神フレアドラゴンの意識と力の一部を宿す騎き士しのことだ。曰いわく、純魔ま族ぞくをすりこぎでぼてくり回すという、人間外の人間である。

　しかも、もし仮に赤の竜神の騎士スイーフイード・ナイトを倒たおすことができたとしても、赤の竜神フレアドラゴンの意識と力は、また別の人間に宿り、新たな赤の竜神の騎士スイーフイード・ナイトが生まれることになる。

　加えて、どこの誰が力を受け継いだかはわからない上、先代赤の竜神の騎士スイーフイード・ナイトがやられたことをしっかと記き憶おくしているおまけつきだ。

　となれば、実際に手を下した腹心とその陣営が、いの一番に狙ねらわれるのは火を見るより明らかである。

　もしそれを倒せたとしても、次の赤の竜神の騎士スイーフイード・ナイトが、そしてそれを倒したとしても、また次の赤の竜神の騎士スイーフイード・ナイトが現れる。

　まさに悪夢。究極の貧びん乏ぼうくじを引くようなものである。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、フィブリゾが白々しく視線を逸らした。

「……まあ、残念ながらぼくはもう死んでるしぃ」

「冥王ヘルマスター殿!?」

「さては気づいてましたわね!?」

「卑ひ怯きようであるぞ冥王ヘルマスター殿！」

　三人に詰つめ寄よられ、フィブリゾは円卓を叩たたいた。

「そんなこと言っても仕方ないだろ!?　次の戦争が起こったなら、彼女は間ま違ちがいなく最大の障害となる！　本格的な戦いが始まる前に対処しておくべきじゃないか！」

「……じゃあ、なんで生前に対処してくれなかったんですの？」

「…………」

　ダルフィンに言われ、フィブリゾは一瞬口を噤つぐんだ。

「持病のひざがしらむずむず病が……」

「噓うそをつけぇ！」

「なんですのその病気ー！」

「精神生命体のくせになぜ身体に症しよう状じようが出ているのだ!?」

「う、うーるーさーいー！　とにかく、赤の竜神の騎士スイーフイード・ナイトを倒すのは急務だ！　いいね!?」

　フィブリゾが叫さけぶと、三人はちらと視線を交じらせた。

「決を採る。今すぐ赤の竜神の騎士スイーフイード・ナイトを倒すのがいいと思う者」

　ゼラスが言う。フィブリゾが手を挙げた。

「では、まず赤眼の魔王ルビーアイ様を最低一人以上復活させたあとで倒すのがいいと思う者」

　ゼラス、ダルフィン、グラウシェラーが手を挙げた。

「な……ッ、きみたち！　ぼくの命令が聞けないっていうのか!?」

「いやー……」

「残念ながら」

「冥王ヘルマスター殿どのもう死んでるしぃ」

「ぐ……っ！」

　口調を真似まねるように言われ、フィブリゾが渋じゆう面めんを作る。

　そのまましばらく歯は嚙がみするようにしていたが、さすがに分が悪いと踏ふんだのだろう。諦あきらめた様子ではあと吐と息いきした。

「……仕方ない。では基本方針は、赤眼の魔王ルビーアイ様の復活ということで」

『異議なし』

　ゼラス、ダルフィン、グラウシェラーが同時に手を挙げる。

　そんな様子を見てか、ガーヴが再び半眼を作った。

「……そんだけ白熱しといて、結局現状維い持じかよおめーら」

　言うと同時、四人の視線がガーヴに突き刺ささる。

「……何が言いたいんだい、ガーヴ」

「前から思ってたけど魔竜王カオスドラゴンと魔王竜デイモス・ドラゴンってややこしいよな」

「本当に何が言いたいの!?」

　フィブリゾが裏返った声を上げる。ガーヴはやれやれと腕うで組ぐみした。

「まあ冗じよう談だんはおいといても、だ。そんな状態のまんま話し合っても堂どう々どう巡めぐりだろ、って話だよ。魔王を見つけるって言ったって、そう簡単にいくわけじゃあねえだろう。現に神魔戦争から五千年間、見つけられた魔王はカタートの氷こおり漬づけ野郎を含ふくめてたった三人ときてる。このまま同じことを続けてても大した進展は望めねえよ。──ここは一つ、新しい視点を採り入れてみるってのはどうだ？」

「新しい視点？　一体なんだい、それは」

　フィブリゾが不ふ審しんそうに眉まゆを上げる。ガーヴは自信ありげに「ああ」とうなずいた。

「──オレたちがいたのとは、別の世界のことさ」

「……！」

　その言葉に、フィブリゾがぴくりを眉を動かす。他の三人も同様に息を詰まらせた。

　──曰いわく『世界』とは、混こん沌とんの海に突き立てられた杖つえの上にある皿のようなものである。

　そして、彼らのいた世界とは別の世界が、混沌の海の上には複数存在すると言われているのだ。

　そこでは彼らの世界と同様に、魔族と神族が戦いを繰くり広ひろげている。その中には、魔族が優勢の世界もあれば、神族が主導権を握にぎっている世界もあるだろう。確かにそれらの情報が得られるならば、戦略的に大きな意味を持つと言えた。

「別の世界の情勢、か……たとえば、どういったものだ？」

　ゼラスが興味深げにあごに手を当てながら言う。ガーヴはそれに応ずるように大おお仰ぎように首しゆ肯こうした。

「そうだな。代表的なところでは、『闇を撒くものダークスター』の世界とか」

「……！　『闇を撒くものダークスター』！」

　グラウシェラーが目を見開く。

　しかしそれも当然である。闇を撒くものダークスターデュグラディグドゥ。彼らの主あるじ、赤眼の魔王ルビーアイシャブラニグドゥと並ならび称しようされる、代表的な異世界の魔王だ。その名を聞いてか、円えん卓たくの魔族たちがにわかに色めき立った。

「それで、『闇を撒くものダークスター』の世界は一体どうなっている？」

「ああ、宇宙船とか飛んでる」

『……は？』

　ガーヴの言葉に、皆みなが目を点にした。

「宇宙……船……？」

「おう、宇宙船。個人的には、『ボーディガー』と『ガルヴェイラ』を足してアニメもう一回作ってもいいと思うんだよなー。『ヘカトンケイル』も出てないし」

「何!?　何の話をしてるの!?」

「え？　そりゃあおまえ、ヤシガ──」

「きゃー！　きゃぁぁぁぁっ！　なぜかわからないけどそれ以上言わせてはいけない気がしますわーっ！」

　ダルフィンが甲かん高だかい声を上げる。そこでガーヴが何かに気づいたようにぽりぽりと頰ほおをかいた。

「ああすまん。これは未来の話だった」

「未来!?　なにさらっと超ちよう常じよう的な発言してるんですの!?」

「いやほらここ混沌だし、時系列もごっちゃになってるというか」

「混沌って言っとけば何でも済むと思ってますわね!?」

「お、落ち着けダルフィン」

　息を荒あらくするダルフィンを宥なだめるように、ゼラスが声を上げる。

「……ガーヴ、他の世界の情報はないのか？」

「他の世界ねえ……」

　その言葉に、今まで饒じよう舌ぜつに喋しやべっていたガーヴが、しばしの間考え込むような仕草を見せた。

「なんだ？」

「いや……『蒼穹の王カオテイツクブルー』とか『白霧デス・フオツグ』とかの世界もあるはずなんだが、ちょっとその辺の世界は設定が不ふ明めい瞭りようでな……」

「設定!?　今設定って言いまして!?」

　ダルフィンが愕がく然ぜんと目を見開く。

　しかしガーヴはさして気にも留めずにううむと唸うなった。

「五つの月がメグル世界の話とか、『お、きたか？』と思ったんだけど、結局具体的なところが語られる前に完結しちまったしなあ。海のアレとかも……」

「……なんでメグルがカタカナなんですの？」

「そういうモンなんだよ」

　ガーヴが有う無むを言わせぬ調子で断言する。ダルフィンは気け圧おされたように押おし黙だまった。

　とはいえ、結局話は何も進展していなかった。フィブリゾが疲つかれたようにはあと息を吐はき出す。

「まったく……勿もつ体たいぶったわりには、ただ場を混乱させただけじゃないか」

　首を振ふってから、話題を変えるように指を一本立てる。

「じゃあ次は、ぼくが消えたことによる結界への影えい響きようについてだけど──」

「ちょっと待て。その前に、前々から言おうと思ってたことがあるんだ」

　が、フィブリゾの言葉の途と中ちゆうで、ガーヴがまたも声を上げた。

「……まだ何かあるのかい、ガーヴ」

「まあ、聞けって。おまえらにも関係のある話だと思うぜ。オレらの世界の、黒くろ魔ま術じゆつに関してだ」

「なんだい、一体」

　フィブリゾが苛いら立だたしげに腕組みしながら返す。ガーヴは小さくうなずいてから続けた。

「そもそもだ。黒魔術ってのは基本的に、高位魔族の力を借りて発動するもんじゃねーか」

「何を今さら」

　グラウシェラーが怪け訝げんそうに言う。他の三人も、なぜそんな当然のことを、というようにガーヴを見た。

「その中にはもちろん、オレたちの力由来のものもあるわけだ。しかも、黒魔術の中でも相当高等な呪じゆ文もんときてる」

「それはそうでしょう。私たちは仮にも魔王の腹心。その力を用いたものが、脆ぜい弱じやくであるはずがないわ」

「……いや、だからよ、その超強力な呪文で、部下の魔族──要は、世界滅ほろぼすための貴重な戦力が削けずられまくってるわけじゃねーか」

『…………はっ!!』

　ガーヴの言葉に、四人は一いつ斉せいに顔を驚きよう愕がくの色に染めた。

　だが、フィブリゾはすぐにブンブンと首を振ると、顔に余よ裕ゆうぶった表情を張り付けて肩かたをすくめた。

「な、何を言い出すかと思えば。そんなことは百も承知さ。でも、ぼくたちの力を借りた呪文を使うということは、人間が深層意識下でぼくたちを崇すう拝はいしているとも取れるわけだ。精神生命体である魔族にとってそれはご馳ち走そうだよ。愚おろかな人間たちは、知らず知らずのうちにぼくたちに力を与あたえているのさ」

「いやー、崇拝っつーか……どっちかってーと下した請うけ企き業ぎようみたいに思われてるんじゃねーか？」

『うぐッ！』

　フィブリゾをはじめ、四人の魔族たちが胸むな元もとを押さえて苦しげにうめき出す。精神生命体である魔族にとって、精神的ダメージは死に直結する猛もう毒どくである。ガーヴの放った言葉は、予想以上に腹心たちの心を抉えぐったらしかった。

「し、下請けを馬ば鹿かにするな！」

「そうですわ！　日本の産業は町工場の優すぐれた技術が支えているんですわよ！」

　ゼラスとダルフィンが自分に言い聞かせるように叫ぶ。また少しおかしなことを言っているのだが、二人は気づいていないようだった。

　ガーヴはそんな二人をいなすように「わかったわかった」と手の平を広げた。

「まあ、それに関しちゃ仕方ねー部分もあるしな。わざわざ魔族が人間の動向を気にして力を出だし渋しぶるなんざ、それこそ存在が消えちまいかねねぇ」

　だがよ、とガーヴは視線を鋭するどくした。

「その上で──オレは呪文に関してずっと気になってることが一つ、あるんだ」

「き、気になっていること？」

　荒あれた呼吸を整えたフィブリゾが問うと、ガーヴは神しん妙みような面おも持もちのまま首肯した。

「ああ。──さっきも言ったとおり、黒魔術の中には、オレたちの力を借りて発動するものがある」

「だから、それは──」

「まあ聞け。ちなみにオレの場合は──魔竜烈火咆ガーヴ・フレア」

　言いながら、ガーヴが言葉を促うながすようにゼラスを見る。ゼラスは一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな顔をしたものの、すぐその意図を察したように口を開いた。

「私の場合は……獣王牙操弾ゼラス・ブリツドだが」

　次いで、ガーヴの視線がダルフィンとグラウシェラーに向けられる。

「……海王滅殺斬ダルフ・ゾークと海王槍破撃ダルフ・ストラツシユですわ」

「覇王雷撃陣ダイナスト・ブラスと覇王氷河烈ダイナスト・ブレスだ」

　皆の呪文の名を聞いたガーヴは、大仰に首肯した。

「だよな。大体名前か、称しよう号ごう名が入ってるよな」

「それが何か……？」

　ガーヴの意図がわからない、といったようにダルフィンが首を傾かしげる。するとガーヴはゆっくりとした動作でフィブリゾの方に目を向け、静かに声を発した。

「冥王降魔陣ラグナ・ブラスト」

「…………」

　ガーヴの言葉に、フィブリゾの肩がピクッと動いた。

「冥王幻朧呪ラグナ・ドライブ」

「……な、何が言いたいのかな」

　フィブリゾが頰を痙けい攣れんさせながら震ふるえる声を発する。するとガーヴは、堪こらえきれないといった様子で腹を抱かかえて笑い始めた。

「ぷ……ぷぷ、あーっはっはっは！　ラグナって何？　ラグナってなにー!?　え？　格好いいの？　それ格好いいの？」

「う、うるさいな！　ぼくの名前はきみたちのと違ちがって呪文名に入れづらいんだよ！」

　フィブリゾが悲鳴じみた叫さけびを上げる。

「本当かー？　本当にそれだけかー？　確かにフィブリゾは入れづらいかもしれねーが、ヘル・ブラストとかヘル・ドライブじゃ駄だ目めだったのか？」

「う……く、くぅぅっ！」

　フィブリゾが顔を真っ赤にしながら悔くやしげにうなる。しかし、すぐ何かに気づいたように目を見開くと、ガーヴに対するように声を上げた。

「そ、そうだ！　そもそもそれはぼくがつけた名前じゃないぞ！　人間たちが、ぼくの力を借りるために勝手に作ったものだからな！」

「あー？　でもそのできあがった呪文で力貸すの決めたのはおまえだろ？　っくく、ホントはちょっと気に入ってんじゃねーのかー？」

「そ、そんなこと……！」

「いや、ちょっと待てよ？　むしろ人間こそ、力を借りるために呪文は正確に作ろうとするモンなんじゃねーか？　現に俺たちの呪文はそうなってるわけだしよ」

「…………っ!?」

　フィブリゾがハッと息を詰つまらせる。

　反してガーヴは、ニィィッ、と邪じや悪あくな笑えみを浮うかべた。

「おいフィブリゾ、もしかしておまえ……やったな？」

　その言葉に、フィブリゾの身体からだがビクッと震えた。座っている椅い子すがカタカタと鳴り始め、顔にだらだらと脂あぶら汗あせが垂れていく。

「……？」

「やった？」

「一体、何を──」

　グラウシェラー、ゼラス、ダルフィンの三人が訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せる。ガーヴはそれに答えるように言葉を続けた。

「くく、決まってんじゃねーか。この野や郎ろう、人間に化けて、『ぼくのかんがえたかっこいいじゅもん』を人間の魔道士に伝えやがったんだよ！」




　──ぎくぅっ！




　ガーヴがビシッとフィブリゾを指さすと同時、フィブリゾの身体が攻こう撃げき魔ま法ほうの直ちよく撃げきを受けたかのように飛とび跳はねた。

　魔族は精神生命体。精神的ダメージは（以下略）なのである。かつての自分の若さゆえの過あやまち──いわゆる『黒歴史』は、何よりも強く心を抉るのだ。

「ぐ、ぐがぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」

「ああっ、冥王ヘルマスター殿どの！」

「足！　足の先の方が消えかけておるぞ！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですわ！　私は格好いいと思いますわよ！」

「そ、そうです！　格好いいですよ冥王降魔陣ラグナ・ブラスト！」

「うむ、[image: 迸]ほとばしるネーミングセンスを感じる」

「あ……が、がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!?」

　三人が励はげますと、フィブリゾは余計苦しげにのたうち回った。

「ああっ、なぜ!?」

「この上ない褒ほめ言こと葉ばであったのに！」

「グラウシェラー！　おまえはネーミングセンスを褒めるんじゃない！」

「むぐ……申し訳ない。だがネーミングセンスは別として、冥王降魔陣ラグナ・ブラストは格好いいと思うぞ」

「そうです！　ガーヴがおかしいのですわ！」

「その通りです！　半人には理解できないだけでしょう！」

「だからそういう優やさしい言葉をやめてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇッ！」

　フィブリゾが耳を押さえながらジタバタと足を動かす。優しい言葉はときとして、罵ば倒とうよりも鋭い刃やいばとなることがあるのである。

　──それから数分後。ようやく呼吸を落ち着けたフィブリゾは、消えかけた足を再生し、身を起こした。

「な、舐なめた真似まねを……してくれるじゃないか……ガーヴ……」

「おう、生きてたか。──いやまあもう死んではいるんだろうけどよ。さすがの精神力だなラグナボーイ」

「誰だれがラグナボーイだッ！」

　フィブリゾは怒ど声せいを響ひびかせると、心を落ち着けるように深呼吸をしてから、不敵な笑みを浮かべてみせた。

「一度は裏切ったきみがぼくらのもとに現れるだなんて、一体何を考えているのかと思ったけど……なるほど、これが目的だったわけだ。でも残念だったね。死したりとはいえ冥王ヘルマスター。これくらいでやられるほど柔やわな心はしていないよ」

「いや、おまえが勝手にジタバタしてただけじゃねーか」

　ガーヴが眉根を寄せながら言うも、フィブリゾは聞いていなかった。不敵な笑みを崩くずさぬまま、続ける。

「それに……失策だったね。ぼくに精神戦を仕し掛かけるだなんて」

「あん？」

　不ふ穏おんな気配を帯びたフィブリゾの言葉に、ガーヴが不ふ審しんそうな顔を作る。

「くくく……まさか、ぼくが知らないとでも思っていたのかな？　ガーヴ！　きみの壮そう絶ぜつな黒歴史を！」

「何……!?」

　ガーヴが微かすかに肩かたを揺ゆらす。フィブリゾはガーヴの様子を満足げに眺ながめると、

「後こう悔かいするがいい、一度ならず二度までも、この冥王ヘルマスターに楯たて突ついたことを！」

　そのまま大おお仰ぎように腕うでを振ふり上げ、そのままガーヴに指を突つきつけた。

「──ガーヴ！　きみは『スレイヤーズＴＲＹ』最終話のアイキャッチで、セーラー服を着ていたねッ!?」

「な……！」

「せ、セーラー服!?」

「まさか、あのガーヴが!?」

　フィブリゾの暴ばく露ろに、ゼラス、ダルフィン、グラウシェラーが驚きよう愕がくの声を発する。

　だが。

「あー」

　当のガーヴは、平然としていた。

「な……なぜ動どう揺ようしない!?　セーラー服だぞ!?　いい年こいたおっさんが、当時流行はやってたルーズソックスまで穿はいてたんだぞ!?　なぜ恥はずかしくない!?」

「いや、てゆーか」

　言いながら、ガーヴが着ていた象ぞう牙げ色のコートのボタンを、上から順に外していった。そしてボタンを全すべて外し終えたところで、両手でガバッとコートをはだけてみせる。

　そこには、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした肉体と──それを包む、ぱっつんぱっつんのセーラー服があった。

「今、着てるし」

『う、うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?』

　あまりに衝しよう撃げき的な光景に、魔族四人が絶ぜつ叫きようを上げた。あまりにショックだったのか、ダルフィンなどは先ほどのフィブリゾのように足の先が消えかけている。

「いやー、一度着てみたら癖くせになっちまってよ。どうだ？　似合うか？」

「こ、腰こしをくねらせるんじゃない！」

「くるな！　くるなぁぁぁぁっ!?」

「なんだよ、つれねーな」

　ガーヴが唇くちびるを突き出し、不満そうに言う。

「とはいえ──まさか今のが、おまえの奥の手か？」

「う……っ」

「さすが、冥王ラグナマスターフィブリゾ様は違いますなァ？」

「冥王にラグナマスターとか振るんじゃなぁぁぁいっ！」

「いいじゃねーかよ、お気に入りなんだろ？　ぷぷ……ちょー格好いいと思うぜ『ラグナ』。やっぱあれか？　北ほく欧おう神話の神々の黄昏ラグナロクから取ってんのか？　いやー、やっぱり腹心の長おさともなるとセンスが違いますなあ。オレだったら恥ずかしくて……て、ん？」

　と。不意にガーヴが言葉を止めた。

　理由は単純。突とつ然ぜん辺りからゴゴゴゴゴ……という地鳴りのような音が鳴り始めたかと思うと、まるで潮が引くように、ガーヴたちの立っていた地面がどこかに引き寄せられ始めたのである。

「な……なんだこりゃあ……!?」

「じ、地面が波のように!?」

　咄とつ嗟さのことに腹心たちが驚おどろいていると、フィブリゾが何かを察したように愕がく然ぜんと目を見開いた。

「ま、まさか……」

「なんだ、知っているのか、フィブリゾ」

「に……逃にげるんだ……」

「なに？」

「まずい、大声で話しすぎた！　早く逃げるんだ！　このままじゃ──」











Ｆ：取り返しの付かないことに……はッ!?

Ｇ：おいフィブリゾ！　なんだここは！　さっきまでとは感じが違ちげぇぞ！

Ｚ：じ、地の文が……消えている!?

Ｄ：な、何ですの？　この『Ｄ』っていうのは！

Ｇ：まさか……我らの名を示しているのか？

Ｇ：おいグラウシェラー。おまえオレと被かぶってる。

Ｆ：そんなことはどうでもいい！　ここは……駄だ目めなんだ！　一刻も早く逃げ──




？：　──んっんっんっ──




Ｆ：あ、あ……ああああああああああああああああああああああああああああああっ!!

Ｇ：!?　な、なんだ!?　この声は！

Ｄ：だ、誰かいますの!?




？：　──呪じゆ文もんに『ラグナ』の──




Ｇ：は……？　ラグナが何だって？　そいつはフィブリゾの……

Ｆ：違ちがう！　まだ気づかないのか!?

Ｇ：な、何にだよ。

Ｆ：君は一度、竜たちの峰ドラゴンズ・ピークでその身に受けているはずだ！

　　リナ＝インバースの一いち撃げきを！

　　『あのお方』の力を借りた呪文を！

Ｇ：あ？　そいつぁ……

　　……ッ！　まさか──

Ｆ：そうだ！　人の身でありながら、魔竜王カオスドラゴンの腕を切り落とした必ひつ滅めつの魔ま術じゆつ！

　　万ばん物ぶつを切きり裂さく虚うつろの刃やいば！

　　その名は……ッ！

Ｇ：……神ラグナ……滅斬ブレード……。




？：　──何が悪いんじゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ！──




Ｆ：うわぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?

Ｇ：こ、今度は地面が渦うずのように!?

Ｄ：きゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ！

Ｇ：す、吸い込まれるっ!?

Ｚ：なぜ私たちまでぇぇぇぇっ!?







冥王ヘルマスターフィブリゾの世界滅ほろぼし会議：完






























＊著者注

　うろおぼえで書いています。ちょっと違うところがあるかもしれません。




　こんにちは！　あたし、リナ＝インバースっ！　悪いやつらをやっつけながら、西へ東へ旅をする正義と愛の天才美少女魔ま道どう士しよっ♪

　いつもとあまり変わらない、一見平和な世の中だけどっ！　裏では魔族たちが鋭するどいツメを研とぎ澄すまし、邪じや悪あくな計画をはりめぐらせているの！

　そのたくらみをあばき、くじくためっ！　正義を貫つらぬくそのためにっ！　あたしたちは今、ディルス王国に向かってるの！

　けれども魔族もだまっていない！

　森の中をゆく街かい道どうで、急に霧きりが出て来たと思っていたら、あたりはたちまち真っ白に！

　黒く佇たたずむ木々の影かげ、そのうち一つがゆらめいて、

「──どれだ──」

　白に埋うもれた梢こずえの上から声が降る！

「どれが──リナ＝インバースだ──」

　枝の上に何かがいる。一いつ瞬しゆんそう思ったけれど、違うっ！　そんな場所から登場していいのは正義の使者だけなんだからっ！

　ゆらめく木の影に見えるもの、それそのものが一つの『何か』！

　霧の中からゆっくりとにじみ出してきたのは、人の背を縦に三倍くらい引き伸のばしたようなまっ黒い影！

　木の影の一つだと思っていたものこそが相手の正体！　目も鼻も口もなく、関節だって無いみたいに、ゆらゆら動いてこちらの方に近づいてくる！

　こんな生き物、いるわけがない。つまりこいつは他ほかでもない、魔族！

「どれ、とは失礼ね！」

　あたしは強がって笑え顔がおを浮うかべ、毅き然ぜんと一歩前に出た！

「あたしがそうだけど何の用!?　正義に反する話ならお断りだけどっ!?」

　本当はすっごく怖こわいけど、ここで逃にげたら正義がすたる！　そんなのは、怖いのよりもずっと嫌いや！

　魔族は泥どろの煮にえる音に似たふくみ笑いを漏もらして、

「断る？　言えた立場だと思うか？　たかが人間風ふ情ぜいが。

　貴様の意思は関係無い。このザイモズが決めたのだ。貴様を殺すと。ゆえに──」

「勝手に話を進めるなっ！」

　霧より白い装しよう束ぞくに、フードをかぶった影が言う！

　フードの下から覗のぞくのは、鋭い眼光、銀の髪かみ。天青石の色をした硬こう質しつの肌はだは、背負った運命さだめの重さの証あかし！

　態度はいつもクールだけれど、熱い正義を胸に秘ひめ、ともに旅する仲間の一人、魔道剣けん士しのゼルガディスさん！

　魔族を真っ向にらみつけ、

「正義の名のもと、魔族の跋ばつ扈こは俺が許さん！」

「全くだ──」

　声とともに、霧に流れる金色の髪が隣となりによりそって、青い瞳ひとみが優やさしくあたしの視線を射い貫ぬく。

「リナ、正義の名のもと、お前は俺が守ってやるからな、子こ猫ねこちゃん」

　彼はガウリイさん。凄すご腕うでの剣士で光の剣の使い手なの。あたしよりずうっと背が高いから、近くにいると見上げるかんじ。

　そしてもう一人──

「たとえ天地が裂さけようと、悪の栄えたためし無しっ！」

　正義の魂こころを言葉に乗せて、言い放ったのは一人の少女！

　あたしより年下だけど、正義を愛する心は決して誰だれにも負けない！　聖王国セイルーンの王族、アメリア！

「世界を闇やみに染めようともくろむ魔族に、好きなようにはさせませんっ！」

　実は他ほかにもう一人、おおむね黒い、ゼロスという人がいるんだけれど、いつもにこにこしているだけで、いい人みたいだけれど黒くて正義っぽくないし、あんまり役には立たないの。たぶん道にでも迷っているのか、今この場にはいないから、それはそれで別にいいとして。

「人間どもが群れ集つどって、好きなように吠ほえるものだな」

　対する魔族がせせら笑う。

「ならば見せてやろう！　死を！」

　魔族の影がさらに大きく伸び上がる！

　決して油断はできない相手！　けれど、あたしは絶対くじけない！

　なぜならあたしは正義のために、全すべての悪を、魔を退治する、デモンスレイヤーになるんだからっ！




「なるかぁぁぁぁぁぁっ！」

　たまりにたまったツッコミ力を叫さけびにかえて、あたしは手にした羊皮紙を、テーブルの上にたたきつけた。

　拍ひよう子しに、重なる羊皮紙のうち数枚が、あたりにひらひら舞まい散ちった。

「ああっ!?　何するんですかリナっ!?」

　あわててイスから立ち上がり、わたわた拾い集めるアメリアに、あたしはまなじり吊つり上げて、

「何なのよこれっ!?」

「何って──だからっ──！」

　アメリアは拾った羊皮紙を両手で抱かかえ込み、再びイスにつき大きく胸を張りながら、

「旅の記録って言ったじゃないですかっ！」

「捏ねつ造ぞうでしょーがっ!?」

「おーむね事実ですっ！」

　あたしとアメリア、二人は丸いテーブルの隣となり同どう士しでにらみあう。

　──ヴェゼンディを発たちディルスへと向かうその途と中ちゆう、小さな町の小さな宿。

　夕食のあと、見てほしいものがあるとアメリアに言われ、宿の一階にある食堂に彼女が持って来たものこそ、問題の羊皮紙の束だった。

　旅の記録だと聞かされて、パノンジュースを飲みながら冒ぼう頭とうを少し読んだのだが、とぉとぉがまんできなくなって、あたしはついにツッコミの声を上げたのだ。

　──年季が壁かべや天てん井じように染しみ込んだ食堂の中、他には客は二組ばかり。あたしの叫びにちらりとこっちを見たものの、すぐさま興味を失って、おのおの雑談を再開した。

　おーむね事実、とアメリアは言った。

　たしかに今日の午後、こんなかんじの魔族があたしたち一行を襲しゆう撃げきしてきた。

　……とはいえ……いろんなところが気になりすぎる。

「リナが叫ぶって……どんなふうに書いてあるんだ？　読んでいいか？」

　あたしの右に座ったガウリイが、食後のつまみのナッツ盛り合わせを時折口もとに運びながら、興味津しん々しん言ってくるのに、アメリアは目を輝かがやかせ、

「もちろんです！　読んで感想を聞かせてくださいっ！」

　答えてざっくりページをそろえ、

「あ、でも、ナッツをつまんだ手で触さわると羊皮紙に油がつきますから、ちゃんと拭ふいてくださいねっ！」

　言ってガウリイの方へとさし出した。

「お、おう」

　ガウリイはテーブルにそなえつけてあるナプキンで指先をぬぐうと、羊皮紙の束を受け取り、目を通しはじめた。

　一方ガウリイの右──あたしの向かいについているゼルガディスは、今のところはノーリアクション。

　他の客の目を気にしてか、フードを目ま深ぶかにかぶっているため表情はいまひとつ読めないが、視線の動きからすると、やはり気にはしているっぽい。

　とりあえず今のところは何も言わず、エールのカップをちびちび口に運んでいる。

　でもってもう一人の同行者、ゼロスは幸い今はいない。何の用があって別行動をしているのか、あたしにもよくわからないけれど……いなくてよかった。ほんとーによかった。こんな書かれようをしていると知ったら、果たしてどーなったやら……

　もちろんゼロスのこと。怒いかり狂くるったりはしないだろう。

　たぶん──

　いつもと同じへらへら笑いをあたしに向けて、『やーリナさん、読みました？　おおむね黒い役立たずって書かれちゃいましたよ～。これは少し、がんばらないといけないかもしれませんね。あっはっは』とかぬかすのだ。

　そんな対応されたら確実に、ストレスであたしの胃が溶とける。

　何にしろ問題なのが、アメリアがドヤ顔で持って来たこの『旅の記録』と称しようするモノである。いろんな意味でなんとかしないと。

　ゼロスの件もあるが、万が一、これが後世に残ったら、確実に、これを書いたのはあたしだと誤解される。

　それはさすがにイヤすぎる。

　なんとか阻そ止ししたいところだが──

「記録は絶対必要ですっ！」

　アメリアは、あたしの瞳をまっすぐ見すえて、

「今っ！　わたしたちが身を置いているのは、魔ま族ぞくの巨きよ大だいな陰いん謀ぼうの中っ！」

　言ってて自分で盛り上がりはじめたのか、ぐぐいっ！　と拳こぶしをにぎりしめる。

「そーなの？」

　とぼけて聞けば、彼女はみじんのためらいもなく、イスを鳴らして立ち上がり、

「そうですっ！　特に根こん拠きよはありませんけれどっ！」

「無根拠っ!?」

　彼女はイスに片足を乗せ、遠いどこかを指さして、

「たしかな根拠はありませんけど、これだけいろいろあって、何も無いと思う方が不思議ですっ！」

　──そりゃそうか。

　最近あたしたちのまわりでは、あれやこれやと大きな事件が続いている。これが本当にたまたまの偶ぐう然ぜんだったりした日には、そっちの方がびっくりである。何かの思おも惑わくが働いている、と考えるのは当然だろう。

　──実を言うと──

　みんなにはまだ言っていないが、そこに魔族の思惑が存在することを、あたしははっきりと知っている。

　ほかでもない、ゼロスから聞いたのだ。

　アメリアには、おおむね黒い役立たずだと思われているようだが、その実彼は、かなり高位の魔族なのだ。

　今回のディルス行きにしても、彼の示し唆さあってのことだったりするのである。

　とはいえ──

　かくいうあたしにしても、自分たちが、ゼロスの、魔族たちの、何か大きな思惑の中にいることはわかっているが、それがどういうものなのか、いまだ具体的に見えてきてはいない。

　相手のたくらみがわからないまま、なんかイヤだからと逆らえば、実はそうやって逆らうことが相手の本当の狙ねらいでした、などということにもなりかねない。

　だから従う、というのが得策か？　と聞かれたら、たぶんそうではないのだろうが、いずれにしても、多少もう少し何かが見えてこないことには対応のしようがない。

　そこであたしは、他のみんなには黙だまったままで、当面は向こうの手に乗ってみているのだが──

　そんな事情は知らぬまま。

　アメリアは、だんっ！　ともう片方の足をテーブルにかけて、

「正義は必ず勝ちますし、悪におくれをとる気はありませんっ！　とはいえっ！　甘い相手でないことも事実っ！　万一のことが無いとは言い切れません！

　ならばっ！」

　だだんっ！　とテーブルの上に仁に王おう立だちになって、

「万一のことがあった時っ！　わたしたちに一体何があったのかっ！　世の人々に伝えるためにっ！　次に繫つながる一手のためにっ！　記録をきちんと残すことは必要ですっ！」

　──のみすぎだぞー、ねーちゃんー、と、他の客から声がかかる。酔よっ払ぱらいだと思われたのだろう。

　……すみません。この人シラフでいつもコレです……

　もちろんテンションの上がってしまったアメリアは、他の客の野次なんかには気付かない。

　とはいえ一いつ緒しよにいるこっちは恥はずかしい。やめさせたいところだが、ただ、降りろ、と言っても聞かないだろう。こーいう時は──

「──盛り上がってるところ悪いけど、そこに立ってるのって、あんまり正義っぽくないわよ」

「え？」

　アメリアは、きょとんっ、とした目をこちらに向けて、

「正義っぽく……ない、ですか……？」

「むしろタチの悪い酔っ払いっぽいけど」

「あ……それは良くありませんね……」

　彼女は一気にテンションを下げて、よじよじとテーブルから降り、ふたたび自分の席につく。

「──あのねアメリア」

　あたしはため息混じりで、

「記録するなって言ってるんじゃないのよ。けど書き方っていうか……各人の性格とか、かなーりでたらめでしょ。これ。

　あんた自身はいーとして、なんであたしやゼルまで正義の心に満ちてるの!?」

「──正義？」

　さすがに聞き捨てならなかったか、ゼルが、ぴくりっ、と反応した。

「俺が正義……？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやく彼にあたしはうなずいて、

「正義の名のもと、とか言っちゃってることになってるわよ」

「……何が書いてあるんだ一体……」

　さすがに無関心を決め込んでもいられなくなったか、言うゼルガディスに、

「読んでみるか？」

　ガウリイが、読み終わったぶんを数枚渡わたすと、ゼルも目を通しはじめた。

　あたしはアメリアに目をやって、

「とにかく、正義、って単語多すぎ」

　言うと彼女は不満げに頰ほおをふくらませ、

「こっ……これでも最初に考えていたよりは減らしたんですよっ！　正義って言葉！　一割くらいにっ！」

「最初どんだけ正義まみれだったのよっ!?

　あとセリフなんかも思いっきり作ってるじゃない！　ガウリイの『子こ猫ねこちゃん』って何!?　あたしこんなこと言われたおぼえないわよっ！」

「ガウリイさん、ちゃんと言ってたじゃありませんか！　わたし、しっかり聞いてましたよっ！」

「あ・れ・はっ！

　魔族相手に大おお見み得え切ってる最中、ほんとーに道ばたに子猫がいたからそっち見て『あ。子猫』って言ってただけでっ！　直後にあたしが、よそ見すんなぁぁぁっ！　ってスリッパでツッコミ入れてたでしょ!?」

「そこは割愛しましたっ！」

「なんで割愛するのっ!?　もぉコレ完全に事実と違ちがっちゃってるでしょ!?」

「魔族の襲しゆう撃げきと撃げき退たいは合ってますから問題ありませんっ！」

「そこしか合ってないでしょ!?」

「だいじょうぶですっ！」

　一体何がだいじょーぶなのか、アメリアは自信まんまん胸を張り、

「最初にちゃんと『ちょっと違うところがあるかもしれません』と書いておきましたからっ！」

「それで済むかぁぁぁぁっ！　断り入れたらなんでもありって、いんちき商品販はん売ばいかっ!?　つか、なんでそもそも、記録なのにあたしの一いち人にん称しよう!?」

「形式ばった記録文よりこっちの方が親しみやすいじゃないですかっ！」

「必要!?　その配はい慮りよ!?

　仮に親しみやすくっていうんだったら、無理矢理あたしの一人称にしなくても、アメリアのにすればいーじゃない！」

「最初その形式で書こうとしてみたんですけれど、自分でもびっくりするくらい噓うそっぽくなったんでやめましたっ！」

「──あんたがびっくりするくらい？」

　どんなんだ。それは。

　眉まゆをひそめるあたしに、

「はいっ！」

　アメリアは元気よくうなずいて、

「主人公は聖王国セイルーンの王族で、正義をこよなく愛する巫女みこ！　旅の超ちよう絶ぜつ魔ま道どう士しや超絶剣けん士しや超絶魔道剣士と出会いながら、理解ある親の許しを得て旅に出て、王国に渦うず巻まく陰謀をうち砕くだいたり復活した伝説の魔ま獣じゆうをうち砕いたり魔族と同化した凄すご腕うで暗殺者をうち砕いたりしますっ！

　全部事実なんですけれど、書いていて、話の盛りすぎ感が半はん端ぱなかったですっ！」

「あー……それは……ねー……」

　言われてみれば確かに……

　実際のところ、あたしたち、けっこぉスゴいメンバーで、かなりスゴい事件に出くわしまくっている。

　もしもことのいきさつを、一年前の自分が聞いていたら、話盛りすぎ。と、半笑いで切って捨てた自信がある。

　ましてやなおかつ主人公がアメリア──お姫ひめ様さまとなった日には。

「事実は事実なんですけれど、これではいくらなんでも……と。

　あとっ！　わたしをメインにして書いたら、さっき言ったように、正義って言葉が今の十倍出て来てましたっ！」

　あー。たしかに、アメリアの一人称ならそうなるかー。

「ですからせめて主人公を変えようと思ったんですっ！

　けれど、ガウリイさんやゼルガディスさんなんかの、男の人の気持ちなんてわかりませんし。

　なのでリナを主人公にしたんですっ！

　それに──

　一連のできごとの中心にいるのは、他の誰だれでもなく、リナのような気がするんです！」

　あたしもそこは同意見。

　とはいえ相手は魔族である。こちらにそう思わせておいて、本命は別──ということだってありうる。

「よってっ！　メインはリナで行く、っていうこの方式は間ま違ちがっていませんっ！」

「なるほど……そこの事情はわかったわ」

「わかっていただけましたかっ！」

　喜ぶアメリアに、しかしあたしは渋しぶい顔のまま、

「けどねっ！

　これだとあたし、実は乙女おとめで正義大好きって感じになっちゃってるよねっ!?

　アメリアが言ったように、あたしたち全員にもしものことがあってコレが残ってたら、この記録って、あたしが書いたもんだって思われるよね!?」

「もちろんです！」

　アメリアは力強くうなずいて、

「ですから、わたしはちっともイタくありませんっ！」

「イタいって言った!?　わかっててやってる!?

　てゆーかアメリアからはあたしってそんなふうに見えてるのっ!?」

「ぜんぜん見えませんっ！」

「じゃあなんでっ！」

「脚きやく色しよくしましたっ！　リナの性格の地で書いたら、読んだひとたちどん引きじゃあないですかっ！」

「待てオイ。

　あたしの地ってどんなんだと思っているのよっ!?」

「もちろんちゃんとわかってますっ！　わかっているからこそ、後世に残したい記録に、物ぶつ騒そうで凶きよう悪あくな内面は書けないじゃあないですかっ！」

「誰が凶悪よっ!?　本当のあたしはここに書いてあるほど正義大好きってわけでもないけどっ！　だからって凶悪無比ってわけでもないからっ！」

「『本当のあたし』──ですか──」

　アメリアの声と態度が急に冷える。

　似合わぬ沈ちん着ちやくなまなざしと声で、

「なら、本当のリナ、っていうのはどこにいるんでしょうね」

「……な……何よ急に……？」

　とまどうあたしに、彼女は遠いまなざしで、

「わたしにもあったんです──本当のわたしはどこにいるのか、と悩なやんでいた時が。

　アメリア、という個人なのか、セイルーンの王族、という公人なのか」

　──そういえば──

　つい忘れがちになるのだが、アメリアはこう見えて、聖王国セイルーンの第一王位継けい承しよう者フィリオネルの次女。立派な王族なのである。

　あたしたちみたいな一いつ般ぱん人から見た王族というのは、偉えらくてリッチで、と、うらやましいところばかりが目立つのだが、その実、大変なことも多いらしい。

　わかりやすい例だと権力争い。実際にセイルーンの王位を巡めぐる権力争いで人死にまで出ているのをあたしは知っている。

　王位継承だけではなく、宰さい相しよう、大臣、高官たちの思おも惑わくやそれにまつわる陰いん謀ぼうなども考えると、どれほどのどろどろしたモノが渦うず巻まいているのやら。

　キナくさい話を抜ぬきにしても、王室関係者となれば、品性だの教育だのといった堅かた苦くるしいものも求められる。

　遊びたい盛ざかりの子供時分に、近所の子供たちと一いつ緒しよに野山を駆かけ回ることなど許されず、礼れい儀ぎ作法に基き礎そ教養などをみっちり教え込まれただろうことは想像に難かたく無い。

　フィルさん──彼女の父親、フィリオネル殿でん下かはそのへんわりと理解のある人ではあるらしいが、とはいえさすがに限度はある。ふつーの人と全く同じだったわけもない。

　彼女は遠いまなざしで、

「英雄伝承歌ヒロイツク・サーガに出て来るような正義の味方にあこがれるわたし。

　王族としてのわたし。

　王族という立場にしても、お祖父じい様にとってのわたし、お父様にとってのわたし、叔父おじ様にとっての、大臣たちみなさんにとっての……いろんなわたしが何人もいて、どれもほんとうのわたしじゃあないような、ほんとうのわたしなんていうものは、実はどこにもいないような気がしていて──

　けどそんな時、グレイシア姉様が言ってくれたんです。

　どれもほんとうのあなたなんだ、って」

「へえ……」

　言ってあたしはジュースをひと口。

　アメリアには、グレイシアという名前の姉がいる──らしい。あたしは会ったことはないのだが。

　彼女は続ける。

「たとえば、お父様に見せる『自分』と見せない『自分』がある。他の人それぞれに対しても、見せている部分と見せていない部分がある。それら『全部のアメリア』を知っているのは自分だけなんだけれど、だからといって自分で自分のことが本当にわかっているとは限らない。

　なら、本当の自分なんていうものはどこにも存在しないのか──

　いいえ。

　どれも本当の『アメリア』なんだ、って。

　国にとっての『アメリア』、お父様にとっての『アメリア』、お姉様にとっての、叔父様にとっての、大臣たちにとっての……そして、わたしにとっての『アメリア』。

　全部違うかもしれないけれど、全部本物なんだ、って。

　その全部の『アメリア』をより良くするためには、他の人にとっての『アメリア』がどうなのか、ということも考えながら、自分にとっての『アメリア』をより良くしていくしかない。

　だからグレイシア姉様ご自身も、自分に対してなるべく客観的な視点を忘れないようにしながら、けど自分にとっての自分を見失わないように日々心がけて、より良く生きている──

　それでいいんだ、って」

「そんなことを……」

　グレイシアさん、か。なかなか、もののわかった人のようである。機会があれば一度いっしょにごはんでも食べながら、じっくり話をしてみたいもんである。

「はい」

　しんみりうなずくアメリアに、あたしもうなずき返して、

「なるほどね──あたしの思うあたしも、アメリアから見たあたしも、どっちも本物」

「──はい」

「ガウリイから見たあたしも、ゼルから見たあたしも本物で──」

「はい」

　あたしは羊皮紙の束を指して、

「けどこれは無い」

「なんでですかっ!?」

「だ・か・らっ！

　あたしが書いたよーに見えちゃう時点で、『あたしから見たあたし』でも『アメリアから見たあたし』でもなくなっちゃってるでしょーがっ！」

「けど記録という面では──！」

「──脚色が過ぎる」

　横から滑すべり込んできたのはゼルガディスの声だった。

　気がつくと、ガウリイとゼルの二人は読み終わっていたらしく、羊皮紙の束はまとめてゼルが持っていた。

　アメリアは一いつ瞬しゆん、きょとんっ、としてから、

「──で、ですからそれは──」

「まず記録として見た場合」

　先を遮さえぎり、ゼルが言う。

　手にした羊皮の紙束の端はしを、とんとんっ、とテーブルで叩たたいてそろえ、

「形式ばった記録文より親しみやすく、と言っていたが、そのために記録としての正確さを失っては意味がない。

　わかりやすい例だと──

　あの戦いで魔ま族ぞくの攻こう撃げきがリナの頰ほおをかすめたことがあった。それを脚色したのだろうとは思うが、リナが『頭が半分もげたけど、へいき、へっちゃら♪』と戦い続けるのは、どちらが魔族かわからん」




　ぶウッ！




　あたしは思わず噴ふき出した。

「そんなこと書いてあんの!?」

「ああ」

　……あたしは序じよ盤ばんで読むのを止やめてツッコミを入れたのだが……

「先々どんなことになってるのよ……それ……」

　言ってなんとなく羊皮紙に手を伸のばすと、

「やめておけ」

　ゼルはそれを、ついっ、とあたしから遠ざけて、

「心が折れる──いや、魂たましいまでもうち砕くだかれるぞ」

「何その究極攻こう撃げき呪じゆ文もんっ!?」

　無感情なまなざしでアメリアを見やるゼルに、彼女は瞳ひとみを泳がせながら、

「……そ……それはっ……

　頭が半分もげたかと思うくらいの衝しよう撃げきだったけれど、戦う気持ちはなくしていない、という意味で……」

「今考えただろう、その言い訳は。

　そういうふうには書いてないし、もう少し進むと、『愛と正義と勇気の力でもげた所もなおってきた』とある」

　どんな怪かい奇き生物だ。それは。

　それでもアメリアは食い下がる。

「リナならそれくらいやりますっ！」

「ちょっと待て。」

「確かに俺もそう思う」

「だから待て。」

「だがなアメリア。俺たちはリナを知っているからこそ、それくらいやりそうだ、と思うんだぞ。

　もしも、当人を知らない奴やつがこれを読んだらどう思う？

　──そんな人間いるわけない。こんな記録はでたらめだ──

　おそらくはそんなところだろう。

　つまり、興味を惹ひくための過か剰じよう演出で、記録としての信しん憑ぴよう性せいが大きく失われることになっている。

　これは本ほん末まつ転てん倒とうと言わざるを得ん。

　一方これを、英雄伝承歌ヒロイツク・サーガのような娯ご楽らくものとして見た場合──」

　ゼルは滔とう々とうと語り続ける。

　キャラ立ちがどーの導入がこーの。構成がナニで感情移入がアレで。ここの描びよう写しやは伝わりにくい。ここの心理描写は丹たん念ねんに。

　あたしには、何を言っているのかよくわからなかったが、アメリアはずっと真しん剣けんな顔で、時々うなずき、あいづちを打ち、その間ヒマなあたしとガウリイは、飲み物やらおつまみやらを追加して。

　やがて──

　二組いた客たちのうち、一組が千鳥足で店をあとにした頃ころ。

「──ざっとこんなところだな」

　──長い──

　ひたすら長いゼルの評価は、ようやく終わったのだった。

「ありがとうございますっ！」

　対するアメリアは、まっすぐなまなざしをゼルに向け、

「それで、具体的にはどうしたらっ!?」

　ゆっくりと。

　ゼルがテーブルに崩くずれ落ちた。

「……いや……俺……今……かなり具体的なことを言ったぞ……？」

　テーブルに顔を伏ふせたままゼルが力無く声を漏もらす。

「よくわかりませんでしたっ！」

　なぜか堂々とアメリアが言う。

　正直あたしにも、ゼルが何を言っているのか、半分もわかんなかったけど。

「……最初に……言え……」

「言おうかと思ったんですけれど、ゼルガディスさんがうれしそうにずっとしゃべっていたんで、口をはさむと悪いかと思ってだまってましたっ！」

「……その……気き遣づかいは……いらん……」

「とにかく、おおむね問題無いっていう解かい釈しやくで間ま違ちがっていませんよねっ！」

「……違ちが……」

　突つっ伏ぷしたゼルの顔の下、テーブルがちょっぴり濡ぬれているのは、ドリンクでもこぼしたからなのか。

　──まずいっ……！　このままではアメリアの書いたコレが、後世に残るような事態になりかねないっ……！

　これをあたし自身が書き残したと誤解されるのだけはっ！　なんとしてでもっ！

　けれど一体どう言えばっ……！

　あたしが悩なやむそのうちにも、アメリアはにこにこ笑え顔がおをガウリイに向け、

「ガウリイさんはどうでした？」

　問えばガウリイは満面の笑みで、

「気にすんな」

「──え──？」

　アメリアの笑顔が引きつった。

「うん。気にすんなって」

「……それは……どういう……？」

　ガウリイは、一点の曇くもりすらない笑顔のままで、

「オレだってそうだけど、人間、誰だれだってやらかすことくらいあるさ！　くよくよしないで書き直せばいいだけの話だろ？」

　ごとりっ、と。

　アメリアが、テーブルの上に突っ伏した。

「……そ……そうですか……ガウリイさんから見ても……やらかしてるかんじでしたか……」

　アメリアのつぶやきからは、もはや完全に力が抜ぬけていた。

　──なるほど。

　日ごろツッコミが強かったり言い方がつっけんどんだったりするあたしやゼルの批評は、アメリアにとって、いつもとそれほど変わらぬ調子に感じてしまっていたのだろう。

　だが──

　常つね日ひ頃ごろ、ほよよ～んとしているガウリイから、書き直せばいい──言い換かえるなら、書き直さないとダメだと言われてなぐさめられたのだ。

　これはキツい。たしかにキツい。

　突っ伏したアメリアのその下で、テーブルが濡れてゆく。

　おそらく彼女の心は折れた。

　記録そのものをやめるかどうかはさておいて、あたしが書いたかのよーな記しかたはもうやらないだろう。

　やったぞガウリイえらいぞガウリイ！　これですべては無事解決……

　……

　………………

　してないぃぃぃぃぃぃぃっ！

　その事実に気がついて、あたしの頰が引きつった。

　アメリアが書いた記録はそもそも、あたしたち全員に万一のことがあった時のため、というもの。

　けど本来考えなければいけないのは、『万一の時にどんな記録が残るか』ではなく、『どうやったら万一の事態を避さけられるか』なのであるっ！

　てか、万一を考えて記録を残しておいた方がいいあたしの人生て。どーゆーこと!?

　郷里くにの姉ちゃんに言われてはじめたこの旅で、あたしが最初にイメージしていたのは、『ちょっぴり苦労もするけれど、のんびり楽しい旅』である。決して『高位魔族の陰いん謀ぼうにガチで組み込まれ、万一を考えて記録を残す旅』などではないッ！

　どこで一体どう間違えたっ!?

　──いや、どこで、というのはわりと明確で、手に入れたおたからのせいで魔ま王おうなんかと戦うハメになり、勝っちゃったあたりからなのだろーが……他ほかに選せん択たく肢しは無かったわけで……

　さすがにこのあと、魔王なんぞと二度も三度も戦うことはありえないが、それに準ずる魔族が関かかわって来ると考えた方がいい。

　立ちはだかるのが盗とう賊ぞくやごろつきくらいなら、旅のスパイスと言ってもいいかもしれないが、高位魔族て。激げき辛からスパイスオンリー具は一いつ切さい無しかっ!?

　とはいえ対策を練ろうにも、まだわからないことが多すぎるし……

　考えるうちに我知らず、頭を抱かかえてテーブルの上に伏していて。

「どうしたみんな？　酔よっ払ぱらったのか？」

　のんきに尋たずねるガウリイに、答える気力のある者は、もはや誰だれ一人ひとり残っていなかったのだった──
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作者・神坂一　＋　Ｌ　　







Ｌ：ふっかぁぁぁぁぁぁぁぁぁつ！

作：いやいや待て待ていや待て待て。

　　いろんな先生方に書いていただいているこの本でいきなり自己主張するかおまいは。

Ｌ：ちっちっちっちっ。わかってないわねっ！

　　だからこそっ！　あたしの出番が待ち望まれてるのよっ！

　　それとも何!?　辛しん気きくさい作者おつさんが一人でぶちぶち感謝の言葉とか並べてるあとがきをみんなが絶賛の嵐あらしで歓かん迎げいするとでも思ってるの!?

作：し……辛気くさいおっさん……

　　確かにそーなると地味だけど、ものかきデビューして二十五周年についてとか、読者のみなさんとかあらいずみさんとか、この本で書いてくださった著者さんとか編集さんとかへの感謝の気持ちなんかを……

Ｌ：あー。じゃあそーゆーのは、著者紹しよう介かいか何かでちゃちゃっと済ませたら？

作：ちゃっちゃと、って言った!?　もののついでっ!?　誠意無ぇっ！

Ｌ：誠意っていうのは言葉じゃないのよ！

作：そーだけどっ！　言葉にすら誠意が無いのは論外だっ！

　　つか二十五年だぞ二十五年！　二十五って初代ガ○ダムＴＶ放映時のキシリア・ザビの設定年ねん齢れいより一コ上だぞ！

Ｌ：キシリア若っ!?　あの見た目と地位でっ!?

作：さすがにそれはあとで設定変へん更こうされたみたいだけど……

　　ともあれこんな長い間、もの書きをつづけていられたのは、支えてくださったみなさんのおかげっ！

Ｌ：あたしのことねっ！

作：なんでだっ!?

Ｌ：むしろこちらが本体で本文などはしょせん影かげ、とまで言われたあとがきで、日々涙なみだぐましい努力を続けてたのよっ！

作：あとがきでずっと涙ぐんでたのはむしろ作者こつちでしたよね!?　つか、あとがきが本体とまでっ!?

Ｌ：とーぜんよっ！　あとがきコアさえ無事なら本体など何度でも再生可能、って、いろんな物語の登場人物が言ってるし！

作：それ言ってるのってもーすぐやられる悪役ですよね!?

Ｌ：だいじょーぶっ！　たとえやられたとしてもっ！　人の心に闇やみある限り、スレイヤーズはいつかまた必ず蘇よみがえるからっ！

作：だからなんで悪役ポジションなんだよっ!?

　　つかスレイヤーズの原材料、心の闇っ!?

　　いやまあ作者オレもいい歳としこいて中二の心は忘れまいと思ってるんで、ソレを心の闇って表現するなら、あながち間ま違ちがっちゃあいないが……

　　何にしても、もしまた何かでみなさんにお会いできる機会があれば幸いです。

Ｌ：それじゃあみんなも、元気でね～♪







あとがき：おしまい
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